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I.緒 一一一
一
口

材の色j畢及び強度に於ては他腫のj悶葉樹材(1(劣るととなく 而かも本邦の公有 . 私有林を通じ

て各種i問葉樹材に比して拾数倍の蓄積を有するブナ材が. 既往十亡於て之れが利用の道開張せら

れざりし理由は極k ありと雌も伐倒より製材に至る迄に碕朽鑓色の迅速なるととも亦大なる原

因のーなるととは否定し能はぎる JWにして . 従って之れが原因防止方法の研究は同材利用開穫

の立場より翻て緊要なる事項なるととは論を侠たぎる所なりとす。挙に して著者は昭和 6 "f三10

月東京営林局より プナ材の饗色故に之れが防止の手段に閲して研究の依碩を受け. 爾来同局の

甚大なる援助の下陀饗色の原因をなす寄生菌の形態. 生理に閥ずる皐理的試験を行ふと共V亡 .

東京営林局管内後閑営林署. 高田営林署口 f&í.田!営林局管内荷上場営林署口青森営林局管内野進

地営林署の 4 筒所陀於て製材用~\':験丸太計 2，000 有館本を使用し各種の朕態陀[富十る買地の鑓

色防止試験を行ひたる結果.未だ病理皐上記載なきプナク ワヰカピ(新種) (EndoconidiophoJ'a 

B1l1we n. sp.) が鐙色の原因をなすとと.誌に之れに劃ナる防除の方法及び有数適切なる薬剤

の創製も完成し?とり。而 してプナ材丸太の木口陀は上記の閣の外更に形態的に異な る αl'ato・

stomellαsp. 及び白'aphi'um sp. を認め、何れも接種試験の結果プナ材の蟹色に関係ある:;[J'Çを

認めたるも.木菌の生態に閲する詳細なる事項に閲しては第二回の報告に譲るとと ι せり。備

本研究結果の要旨は曾て林皐合雑誌.東京‘秋田 .育森の各林友及び林業試験実報等に蛮表し.

乙れが結果は巳花岡有林に於て事業として賀行しつ L あるも.放に既往に於ける研究の結果を

取纏めて詳細に亙りて報告せむとす口

本研究に首り甚大の援助者三賜りたる束京営林局長、元秋田営林局長島田春夫氏及び現局長石

原清逸氏、 (元東京J農林局利用課長)元技師稲生隆策氏、技師伊藤正域氏. 元後閑営林署長洋勇

馬氏及び同署員制1 ー武氏. 手探勝利氏. 高田営林署長小林節哉氏及び同署底近藤金一氏、 秋間

営林局村上利用課長(現高知符林局長〉 、 元同技師永沼版氏.投手安部幸作氏. 冗荷上場営林署 d 

長岡陽氏及び同署員.技手高橋明氏、同新林千代治氏、 元青森営林局長榛葉可省氏. 元利用謀

長羽岡愛之助氏(明火間営林局倒的. 技手中村氏. 同戒能英四郎氏. 岡高橋憲一氏、野謹地密

林署長村上調書氏.同署技手前悶省三氏等に感謝の意を表し. ~ (I(多数の α1'atostomeUα の嬬

養を分譲せられたる西門 t~上lごの好意を謝 し叉直接に終始懇切なる指導を賜りたる林業試験場長

林撃博士藤岡光長氏及び礎剤~~亡閲 して大なる指示を受けたる同揚技師理皐|噂士川村賞f氏の好

意を議謝 し. 叉試験に闘してi協同芯地‘永井行夫、 ìfnL7K竹則各位の労を多謝するものなり。

11. 被害材愛色の放態

プナ丸太が木菌の寄生を受くるは主として 5 月以降の伐倒木にして.前年の 10 月 頃より翠
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年 4 月 頃迄に伐倒されたる丸太の木口には本菌の蛮生季節に至るも其の蛮生を認め歩。而して

其の最も琵生の旺盛なる時期は毎年 6 月より 8 月十亡至 る 3 ヶ月なり とす。本菌の護生停止季節

に閲して後閑. 高岡雨宮、林署部内に於て昭和 7， 8 年の貫験に擦れば. 高田 f若林署巣鷹山岡有林

に於ては 9 月下旬の伐倒;丸太陀は巳に鑓色菌の官芝生を見ざるも .後閑営林署重宮岡有林にては

此の季節に於て術僅かに吉芝生して 10 月下旬にあらざ、れば主任く共の費生を停止し難し。而 して

被害大なる 6-8 月の季節に於ては伐倒後 7ー10 日内外に して共の木口商に茨白色の菌綿の溌

生を見る と共に.此の部分は直陀徴偶色又は赤褐色に艶イ七し菌if*暦が設予干して漸次共の而積を

#f~大寸るに従ひ共の鑓色部も之れに件ひて増大し. 殊に内方陀向ひて其の鐙色は極めて迅速な

るものなり。菌m~が老成して淡禍色となり結貫臆を形成する頃に及べば.木口市tては無数の子

襲殻を形勢ずる話め真黒色?と呈し肉眼的には一見煤を撒イげしたるが如きも . 弱皮のlff~大銃陀て

閥る時は多数の子褒殻が木口商より直立して琵生するを見る。斯くの如き部分に鰯る L とき

は‘恰 も品質不良な る羅紗に燭る L が如 ~感鯛あり 。而 して木口商の材は其の部分は黒禍色lて

鐙t:.共の内方部に封する鑓色は釜ki架くなり美しき白色を呈する謹材部に互りて不快たる禍

色を呈する幅康くして共の先端は模J状をなせる{傑斑を現はすに至るo 鑓色の旺盛なる季節に於

て伐倒後 2-3 ヶ月 を経過したる無庭理丸太の木口 I'Ì金槌黒鐙し.時には其の木口及び側方の

一部にスヱヒ ログケ (Schyzophyll'um commune Fr.) の登生を見るととあり て斯くの如き丸太は

1.8-2.0m. の丸太と雄も共の退材全部陀瓦りて蟹色を来すを通常とす口 此の鐙色部は共の強度

化於ては健全材と事も異なる所なきも . 健全材の白色なるに比 して極めて劣悪なる着色なるを

以て家具材. 建築材としての美翻を損するとと甚い殊に斯くの如き被害丸太を用ひて製材さ

れたるブナ合板は麗き面積に瓦りて其の鐙色部及び腐朽部が判然と して現はる L を以て製品の

債格を低下せ しむるとと甚大主主るを以て . ブナを主要なる資材とする製板舎吐も本被害の矯め

莫大なる損害を受けたる貰例あり。而して被害丸太の木口よりは其の後漸次腐朽菌の侵入を受

くる矯め伐倒後 10 ヶ月内外を経過ぜるプナ丸太の木口陀近く其の横断[商を検するときは汚初

色に鐙じたる断面内に不規則 なる抱甲型の徴黄茨白色の腐朽斑紋を示し.之れを縦断するとを

は其の木 口 より甚〈 内方部深く同色の腐朽部侵入し、 且〈コ此の腐朽部と鐙色部との境界線には

通常ブナ 、 トチ . カヘデ等の腐朽材tて認めらる L 所の明瞭なる黒線を形成するを見る。

以上は被害材を肉眼的に観察し?とる経過のJ状態なるも，更Uて鑓色材の一部を額微鏡下に検す

るときは組織内には多数の菌綿の侵入せるを見殊に導管内には特に護育大にして.其の木口附

近に於ては菌締は束y状を充足して稜育ずるを見る。菌綿は細胞の長l!íl自の方向に護育するを通常と

するも又細胸j英を貫通ずるものもありて. 此の場合に於ける菌締の|隔は麗狭一定せすなして或る

場合には底きま 1 Vl: て貫通 し. 又は著しく 狭くなりて通過するとともあり口而して本菌の寄生

rc因りて被害材が鑓色ずる理 FI~ は材中には菌J係より分泌せらる L 酵素陀依りて着色する一部の

成分を有する外. 淡褐色又は褐色を呈する幅寅き菌綿が被害部に著 し く護育して髄線細胞内に
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l土美麗たる赤褐色を呈する物質者三多量に刑惜し且つ鐙色部の細胞l院は徴褐色に鑓イ七する llL因 る

ものにして. 是等の菌締が細胞組織内に護育する j伏態を検するには人工接種に依り慶色したる

ブナ材を検するを最も有利たりとす。

111. 本菌の形態故に分類率的位置

著者は各営林局管内ブナ伐倒地及び貯木場に於て多蚊の被害プナ丸太の木口 を蝦大鏡を用ひ

て検したるに . 常に形態的陀明瞭なる直別を有する女の 3種の寄生菌を認めたり。即ち

Endoconidiophol'ω 

2. αratostomellα 

3. Gmph偀rn 

間して此等の 3 種の菌は混生するを通常とするも . 或は比較的純粋に近く琵生ずる場合もあ

りて一定せ歩。 尚其の他にも 2-3 寄生せるものを認むる場合あるも . 本報告に於ては主と し

て新種と認むる Endoconidiopho'ra Bunae ーに闘する詳細な る記述を試み . 本菌と共にブナ材の

鑓色tて闘係ある C'el叫ostmellαsp. 及び、 01-αphi1l1n sp.' に関する詳細なる事項陀闘しては之れを

他日報告せむと欲ず。

1. 菌 来事

2さ中菌紙、の若きものは無色透明に して多くの隔膜を有し先端は園るみを帯びる も梢々尖h

隔は大韓に於て 2.0 -2.5μ 内外を有して甚しく分|技性に宮み . 被!院は卒滑なるも成熟すると き

は内容黄禍色となり著しく瓢粒欣をたにす. 幅は大櫨t亡於 て 4.5-6 .0p を有すロ更に老成すると

きは被膜上に多数の、流版物を形成するもの有り。叉人工培養基に護育ずる情旬菌称及び空中菌

総中には幅 5.0-7.0μ 内外を有し . 2 木又は数本づてコ一定の間隔を置告集図的に分l肢する菌総

を稜生するを認め其の外観的欣態はアカマツの側校登生の紋態に酷似せる結言うり 。

2. 小型分生胞子

戸js:菌の分生胞子は被害丸太の木 口 陀於ては充分比之れを認むるとと能はざるも ， ヌド菌の醤油

寒天主苦養基上に於ては多数に形成せらるる ものにして.之れが形成の方法は通常他菌の分生胞

子形成に見られざる所の内生胞子を生ヂ、るものとす。 即ち婚子槙は菌綿の先端又は側方より直

立して形成され無色にして分岐せす、共の基脚部は隔虞きも先端11:行くに従ぴて急、陀狭小とな

れ さを睦に於て長き根棒i伏をなし.通常共の基部の所に 1 個の隔!践を有するも老成する と 奇

は . 2-3 個の隔膜を有す る ととあり .長さ 28.0-29.7μ， I隔は其の基脚部に於て 5.36-5.40μ 内

外を有ナ。稀に 6.02μ 内外のも のあ り。通常分生胞子は其の先端部『亡者一生ずるを通常とする

い本商t亡於ては先づ頂端に近き原形質は横に隔膜を生じて長方形の箱型となり其の最先端の

ものよ P 漸次外ブ5" ~て押し出さるるものにして. 本菌属に於ては捨子梗は一種の胞子誌の如き性

質を有するものとす。形成官時の分生胞子は無色.単細胞の梓~犬又は，長方形の箱型をたにし其の雨

ち

.r 

v 
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端は裁切されたるが如きも.外出後時- 日を経過するときは両端も回るみ左生じ.且つ周悶も僅

かに膨れて金問長楠間形に近き形を取るを通常とす口内容は無色透明にして大小不定の粒燃物

~有す。 此の小型介生胞t子は培養基に於ける宗中国綿の部分に主と して形成さるるものにして

叩旬菌紛の部分には認め難し。 長さ 7.00-7.84μ 幅 1.42-2.22fl 内外あるも此の分生胞子の長

さ は各部の開係に依り甚しく異なるを以て不定なり。向馬鈴E将来天培養恭に於ては小型分生胞

子にして其の捨子板は 6.0 x66.0p ， 分生胞子は 3.6 x 15.6μ に達し前記のものに比して梢k大

なるものをも護生す。 (第 4 岡版 E 参j照)

3. 大型介生胞子

本分生胞子は馬鈴薯寒天培養基に多数に認められ.之れが形成の経路は前記小型分生胞子と

同一なるも其の捨子槌及び胞子形に著しき相違あり。即ち捨子梗は無色透明叉は極めて・淡き黄

色を呈し小型分生胞子の捨子視陀比して幅蹟く同つ全骨量3骨子欣をなして被IJ莫厚し幅 7.2-8.4μ 長

さ 63.6-70.0μ あり。 分生胞子はモ=リヤ}伏~ な して抽出し内容は無色透明宏るE詳細胞に して

短構図形叉は卵固形をなし中央に 1 佃の大なる!腔抱を有す幅 7.2-9 .6μ 長さ 8.4-14.4μ を有

す。

小型分生胞子は温度 260C. に於て 3% の Keplel' 氏葵芽煎汁を月! と人て懸滴培養を行ふときは

稜芽極めて迅速なるものにして.培養後 3 n寺聞にして巴に唆芽を開始し 5 時間後初生菌総をfl=

るものあ り 。 而して後芽に首りでは先づ一端に近き雨側が膨脹するも暫時にして其のー側は停

止して他側のみ膨)]長を槙け遂に其の頂きは突出して漸次此の部分が伸長して途に菌続となるを

通常とするもの t亡して胞子の雨端がJn彰脹突出して菌綿となるものは極めて稀なるが如し。

而して EndoC01!idiophm'α に形態的陀酷似し、 市かもブナ材其の他の針j閤雨葉樹材を艶色せ

しむる Ceralosiomella 商の ~l~ 陀は共の分生胞子時代として G1・αphill1n type の胞子型を形成す

るもの.又は Cephalospm'Ï'il1n 或は ααr.losp01'i'U1n type の如き各種の分生胞子時代を形成する

す もの又は其のー型或は二型を併有するものあるととは Hedgco巴k， Münch, Lagerherg, L唱ndberg

及び Melin， Rohak, Waltel', Loose，西門.栃内其の他多数の研先者により琵表されたる所な る

も本菌rc閲して著者の使用したる培養基の純悶内に於ては前記の胞子型以外のものを認むる ζ

と能はざ P き口

4. 子喪殻

子袈殻はブナ丸太の木口に多数に形成せら るると共に 2-3 の特殊寒天培養基にも亦容易に

瑳生するものにして初め菌綿の相錯綜せるものより女第に稜達し行き若きときは其の壁は微策

色を呈するも漸また護育するに従ひ壁の一局部の細胞は著しく伸長して其の突起部を形成すると

共に共の基部は黒色を呈して後此の部分は著しく伸長し遂に本菌属の特徴なる長!l!fi を形成す。

成熟せる子襲設の壁は黒色左呈し共の細胞は不規則なる多角形をなし壁の周闇には剛直なる刺

毛を有するし プナの木口商に稜7写せる古るき子袈殻には認めざ、るを普通とす。利毛は子袈殻
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の壁細胞が突出 して形成さるるものにして， 基部は黒褐色左呈し幅肢をも 、 先端代行 くに従び

色淡< t:J: ﾞ 且つ幅も狭小となる。稀に隔膜を有ナるものる P 。長さは不定にして 84.6-124.3μ

内外あるも之れより著しく長さの異なるものあり。長到の細胞は球部を形成する細胞と異なり

て細長き長方形の細胞よりなり黒褐色を物び. 其の先端に無色の鞭毛を有す。 此の鞭毛は子襲

殺の米熟なる時代は野iの頂端の内方に傘束さるるも . 子設殻の成熟すると共に前方又は外方t亡

聞きて . 球部にある子装胞子の放1-1:\ v亡使ならしむ。戦!モの長さ及び本数は種類によりて大館の

%・徴を有するを以て分類上の一保千|コとなると とあ P 。本菌の鞭毛は無色に して先端僅に尖り隔

l肢を有せ歩。其の本敢に就き子袈殻 100 個陀封して測定 したる結果はさ欠表の如 し。

鞭毛の政

Number of cilia in fringe 

所有本数 117i1W< 所有 本数 {向車止 所 有本 数 117i1数 所 有本 政 {悶数 純図 V蕊al 多員官I
No.of くci本lia] (本〉 (本〉 〈本コ 仁司王〉 ue of the(本j

No. No. of cilia No. No. of cilia No. No. of cilia No. Range most aboundant 

7 3 11 17 15 9 21 1 

8 10 12 9 16 1 一 7-21 10 

9 11 13 11 17 2 

10 18 14 7 18 1 

以上の如く鞭毛の所有本数は極めて不定にして少きは 7 本多きは 21 本を有するものあるも .

最も多きは 10-11 本なるを以て本菌子襲殻の有ナる鞭毛は大轄に於て 10 木内外を有するもの

と見て可なり。女陀前記鞭毛の長さ.子襲殻の直係.頚の長さ等k測定し ?とる結果次の如し。

鞭毛の長さ

Length of cilia 

長さ 本政 長さ 本数 長さ 本数 総図 最Val多lle負債 測No定.本車I((1.) 

Le口gth(μ) INo. ((1.) 
Length (ド) Length (ぃ) (ド) of the ll10st ruea-

Length No. No. No. Range aboundant snred 

10.5 5 21.0 21 31.5 1生 42.0 4 

12.0 4 22.5 55 33.0 23 45.0 19 

13.5 9 2品.0 26 34.5 24 46.5 6 
10.5 -63.。 27.0 478 

15.0 21 25.5 37 36.0 17 品8.0 2 

16.5 1生 27.0 61 37.5 5 52.5 1 

18.0 13 28.5 12 39.0 5盛.0 1 

19.5 28 30.0 57 40.5 63.0 1 

上表tて示すが如く鞭毛は短きは 10.5μ 長きは 63.0，u あるが如く極めて不定るも.大韓1iL於

て 27.0.μ 内外のもの最も多きが如し。

男ラ

吋，

.r'# 
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子襲殻球部の直徳

Diameter of perithecia 

を芝生恢I ，ifr 直径 偶数 直径 伺童文 直径 倒数 範悶|最多員償 | 測定数
(~.) 

Di(iL μ) Di(aμ-j 0. 
(μ)value of th(e μ) 

Source Dia. No. Dia. No. No. RlIngc I m~;;~;h~~nd 口t I No. rueaSllred most anoun<la 

104.4 1 17壬.0 15 208.8 6 

113.1 2 1生7 .9 14 182.7 12 217.5 1 1 10~.4・213.6 156.H 150 
プナ材

121.8 10 156.6 23 1 

130.5 9 200.11 7 1 243.6 1 

醤Îlh怒天
培養主主

",' α
r
 

。
内 175.8 100 

子襲殻の頚の長さ

Length of the necks of peritbecia 

E芝生1ffil!Ji' 長さ 11111数 L長eng(tさvh ・)
偶数 純悶 ValtJ e (い) I ìlllJ 定数

Leng(tぃh) No. 
(μ) 

。 f the llJost 
SOllrce Length No ・ No. Rang(e vJ a13011rlt111nt No.mEagIlretl 

304.5 1 387.1 11 品95 . 5 丑

313.2 2 生O生. 5 12 50壬 .6 3 

プナ材 321.9 5 421.9 J2 513.3 3 

330.6 4 品35.0 16 525.0 生 304.5.609.0 .135.0 150 

339.3 。“ 452.4 5 5丑8.1 。日

3壬8.0 6 生61.1 6 577.0 1 

365.4 5 479.1 5 582.9 3 

374.1 5 487.2 3 609.0 1 

替Îlli寒天 280.3.652.日 490.7 100 
培整基

上表に示すが如く球部の直径は 104.4-243.6μ の範国左有するも其の最も多きものは 156.6f1

のものにして之れを人工培養基陀形成されたるもの陀比較すれば梢々ノj、左るが如きも大差を認

めや. 3えに頚の長さも不定に して 304.5-609.仰を有するも 435.0μ 内外を有するを最も普通

とし， 人工培養基のものは僅に長きが如きも共の差は徴細に して大髄に於て頭部の長さは球部

の直仰の 3 倍内外を有ナるも のと知る可し白

5. 子襲及び子襲胞子

本菌の子嚢は子襲殻内に多数に沼成さるるも一般に本菌類の子重量は破れ易ナく . 之れが子惑

の形を見るとと極めて困難たるもの1'.1:ﾞ 0 Rumbold 氏は子謹殻のパラフイ ン埋蔵法により切
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片を作り比較的容易に之れを認、むるととを得たるを以て著者も亦撤回之れを行ひたる結果大嘘

に於て子嚢は短構固形に近きものにあらざるかを認めたるも不幸に し て碓貰なる事を検し能

はす=。

子嚢設が水分を l汲牧するとをは球部に生じたる子諜胞子は共の長室買を通じて頂端にある関 口

部より一種の粘液物質を以で連結されj]f鎖的陀噴出さるるものとす。 通常子重量殻より 噴出 した

る子胞義子塊が水中陀入るときは離散するもの殺るも)般に本菌の子襲胞子をi'li結したる粘液

状物は . 水. アルコール . グリセリン等の溶媒を以てしでは容易に溶解し英fg < ， 唯 1-2% の

Ilîf酸を周ひる場合は . 漸女溶解して比l陵'Y0良好陀子袈胞子の7診を翻察し得るものとす。子諜胞

子は . 若きものは無色にして短附図形なるも . 成熟するに従ひ其の長軸t亡到するー側濯が著し

く 仲長して全形甚く異なる形となり . 一 側面より翻る時は腎l脳形又は餓兜の如き形となる。単

細胞に して無色.内容には 2-3 仰の油胞を有ナ。 隔は 2.25-4.35μ なるも最も普通なるもの

は 3.00μ とす. 叉長さは 3.90-4 .80μ 内外を有す・るも最も普通なるものは 4.50μ とす。人工

時養基に形成せられたるものも其の大さ殆んど異なる所を認め歩白きたに前記子誰胞子 100 但lに

付を共の幅及び長さを貰側したる結果を表示すぺし。

二子襲胞子のIlrr，;と長さ

L日ngth and width of ascospore唱

ま芝生f問所 長 さ f悶蚊 古道 間 最多員数
帽 f'~'歎 4芯 関 最V多al 員数Valuo of ue of 

Source Lengt(h ぃ) Nﾐ. li.aロge
the most LViKIth (lL) No. Range 

t},e most 
abol1ndaut abol1udant 

3.90 2 2.25 2 

益 .20 17 2.55 3 

4.35 8 3 . 90一品.80 4.50 2.70 15 2.25-4.35 3.00 

4.50 5] 2.85 18 

ア ナ卒者 生 .65 13 3.00 42 

4.80 9 3.15 4 

3.30 8 

3.75 日

4.35 2 

I者養基 一 1 - 1
3

.
0

-
5

•
0 5.0 一 一 2 .9一生.0 3.0 

以上記載したるが如く本鐙色菌の菌締及び各種の胞子形より考察するときは . 前記フ・ナ丸太

の木口 十亡寄生したる饗色菌は. 子袈菌類中の Endoconicliopho1'a 屈に配属ナるものなるととは

言を侠?とざる所定見 りとす。 元来本菌属は形態的に Cemtostomellα 属に酷似せるものにして. 共

の異な る所は Cm・atostomeUα に於ては. 共の分生胞子時代として G1'α;pMum 又は ， ClαdOSp01匂

わ

,J.: 
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等の如き形態を有して決して.菌訴の一端により形成せらるる内生胞子を形成せざるも .

Endoconi・díopMrα に於ては明かに之を形成するを以て.此の賠{宅於て雨属問t亡明瞭なる直別

の存在するととを知る可1...-0

IV. .Endoconidiophora 菌に関する既往の研究

Endoconidioph01"α 菌に類似して . 木材の鑓色に闘係ある CeTatostomell a 菌陀闘しでは，欧

米地方に於ては 1878-1882 年 R. Hartig 氏(15， 16)の研究以来 Winter 氏(1887) . Hedgcook 

氏(18，19)(1906) .Münch氏(42)(1907，1908) ， C.Rumbold氏 (56，57，58 ，59.)(1911, 1929, 1930, 1931.) , 

Walter L. 氏 (68) (1932) , L agerberg.T., Lundberg. Gり and Melin E. 氏(34) (1927) 其の他

多数 Russia， Scaodinavia 方面にも研究業績の殻表ある外.本邦に於ても笠井氏 (26)，西門氏

(46，47，48，49，50) 栃内.技i.本雨氏(66) ，河原氏(25)等の研究報告の如く . 極めて多数1'L之れを見

聞すると雌も EndoconidiophoTα に闘する記載は 1907 年 Münch 氏が之れを創設せし以来本

年 (1935) に至る迄全く之れが文rß!(を見聞したるととなし。

ヌド菌は元来 Ceratostomellα 菌として取扱はれたるものえにりしが 1907 年 Münch 氏(42)が濁

逸地方に於て.モミ.干ワヒ.マツの育饗原因に閲して研兜せし時. αTαtostomell (6 菌中にて

菌線の内部より胞子を分生する特殊的方法に依るもの.即ち内生分生胞子を形成す るものを

Cemtostomellα 菌属中より引き離して猫立せしめて， Endoconídiophot.α なる新鹿を創設し

Endoconidiop7101'α coe門tlescense n. sp. たる 1 仰の新種を記載せり。而して Sacc. 氏 (60) は共

の著第 22 容に於て之れを記載したり。然るに共の後多くの研究者は Münch 氏の主張に賛意を

表せざりしが如し。然るに最近 1934 年 Melin E. 及び Nannfeldt J. A. 両氏 (40) は従来

α-ralostomella 屈として取扱はれたる多数の育鐙菌に封して. 1919 年 H. P. Sydow 氏の提唱

せる Ophiostomα なる底名を採用し.叉本菌鹿と 1907年 Müncb 氏が創定 し?とる Eπdoconidio]Jhol'ω

属との聞に於ても趨切なる直別を見出し能はやと稿して， '1前記の αmtost omellα 及び

翫doconidiophorα を純情して Ophiostoma とfI写して木材パルプの青愛tr:起す研究成績を公表し

たり。尚氏は又一方陀於て Ophiostoma αdipostlm， O. coendescens, O. fimお'tαtU1n， O. parαdO:L"1./1n 

の 4 種は他の菌と異なり . 内生胞子を形成して他種の分生胞子を形成せ歩として結笠瞳形成

上の異なる騒を指摘したり口 1935 年 Davidson Ross W. 氏 (55) は南米地方に於ける丸太の盤

色を蛮生せしむる箆色菌の形態上の記載を稜表したり口氏は曾って Münch 氏の分類に従ひ.

従来内生胞子を形成するととを寅験せられたる Cm叫ostomelíα fimb1"iαω， (Ell et Hals) El日ot.

ι acliposwn (Bult日r) Sartoris , C.' pamclo.1Ja (De Seynes) Dade を夫々 Enclocollidiophol'α 

屈陀編入して夫々 EnclocOlâdiopho1'α fimbriαta (Ell et Hals) n. comb., E. αd'ip08a (Butl日r) n. 

comb・ ， E.pωmdo:cαn. comb. と改め且つ氏は αrαtostomellα monilijoTmis Hedge・ Uて於て内生

分生胞子を検出して之れ亦 Endoconidiophorα 1nonilijol'mis (Hedge.) n. comb. と改めたり。 火
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に 1935 年 Findlay 、ÌÝ. P. K.氏 (9) は前記 Eli as Melin 及び J. A. Nonnfeldt 剛氏が

伐1'atostomellα 屈として知られたる多数の菌を Ophiostomα に改めたるととに劃して賛意を示

さざる旨を公表したり。

以上は Endoconídiophol・α 屈の来歴に闘する大喪主t記述 したるものなるも . ヨえに本菌屈に屈

する各菌類の形態に閲して考察す可 し。

]. Endoconidiophol'α Coel叫escens M �cb. 

本菌は前述したるが如 く 1907 年 Müncb 氏 (42) に依りて同地方に於げるモミ.トウヒ，"7 ツ

材の鐙色原因をなす ものとして研究されたるものにして，本研究に擦り氏は Endoconídiopho1'a ii 
'kる新麗を設立し E. Coel叫escens なる一新種を程表せり。北米地方に於て . Park 氏はツガ屈

に寄生するとと . 叉 Ross 'vV. Davidson 氏は Poplal'材に寄生す るととを認め . 共の他 Sap

gum , Black gum, Magnolia， カシ. プナ等の材より分離されたる事笠あり 。 新に被切されたる

丸太の木口に急、激に殻育ずるものにして被害材は京色(r(盤イ七ナ。本菌を萎芽煎汁袋天権益基に

純粋培養するときは柏k強きブチルアJレコールの香を放つものとす。 I1<J生分生胞子は菌線より

分生し長さ 4-5.5μ 内外あり。柴養良好なる時は長さが幅の 3-4 倦なるととあり。 f古]別に大

型の分生胞子を形成す。子設殻は西洋梨型をなして球部は刺毛を以て置はれ‘主員は長く曲り.

共の1頁きに平均 10 本内外の鞭毛を有す。 子議胞子は無色.車細胞にて紡錘形をたしB 大さ

6-8x2μ 内外を有ず。週常本菌類の子諜殻より噴出されたる子諜胞子は分離し難き粘澗物を

以て密着するも.本菌の胞子は到の長端(r(集闇ずるも斯くの如を粘柄物を有せや。

2. Endocon:'d'iophol'α .fimbl'iαtα ロ . comb. 

本菌は元来 1891 年 Halsted 氏 (13) が甘藷の黒腐病菌として.初めて記載を試みたるもの

にして. 氏は嘗時 Cm叫ocystù fimbri，αtwn Ell et Hals. と命名したりしが.共の後 Elliot 氏

は之れを Ceratostometla .firnお'ialα (Ell et Ha!s.) Elliot. と改めたるも 1 1933 年 Davidson

Ross W. 氏 (55) は之れk Endoconídiop伽a fimbl'íαtαD. comb と改めたり。 Davídson 氏は本 乏;

菌をブナ板の褐色陀艶ぜる部分より僅か陀一回のみ分離し?とるととあ りと述べ. 木材の艶色の

原因としては重要えた らさ、 る ものなると とを附記せり白木簡の小型内生分生胞子は透明にして樽

放をない大さ 16-30 x4-9μ 内外を有し.捨子艇は先端部が無色主主る外. 他の部分は緑樹

色を呈ず。大さ 60-160x6-7 を有ナ口大型内生分生胞子は培養基の内部に形成され初めは

透明なるも 24 時間内外を経過するときは.黒色又は掲色と化し.大さ 12-19x 6-13μ を有

ナ。子嚢殻の黒色￡儲Eの直径は 96-224μ，頚部は長さ 395-608 f1 あり。子襲胞子は透明にし

て球形又は長梢図形陀して球部よ り出で、たる嘗時は大さ 5-9 x 5-9 μ なるも . 水分を l汲牧ナ

る ときは 12-17 x9-15μ 内外に肥大す。

3. Eηdoconídiophm'α mon'iUf01明is (Hedge.) ロ. comb. 

本菌は 1906 年 Hedgcook 氏 (19) 初めて之れを研究し. Gum 材を褐色(r(嬰イ七するととを認



プナ丸太材聖書色の原因をなす:c y ドコニデイすフオラー及び之れが後生防止に闘すお閉:究 13 

め白rαtost仰lel1α monilゲ'ormis Hedgc. として護表したり。 1935 年 Davidson Ross W. 氏 (55)

は米園地方に於て本I誌は各種滞l葉樹材に極めて普通比古芝生して材を遜色ぜしむるものなるも.

其の菌締が無色又は極めて淡き禍色を呈するを以て Endoconidiophol'α coentlescens の主fl く 顕著

なる援色を殻生せさ治る事を記載せり口市して Hedgcock 氏は内生分生胞子の形成rc闘 して記載

する所なかりしも. Davidsoll 氏は本菌にも内生分胞子の形成せらるる事賀を賃験せる結果之

れを Endocωlidioplwm 属に移したるものなり口同氏の記載に依れば分生胞子は 2 積ありて共

のーは無色、 単細胞にて細長き闘筒形をなし大さ 2.5-3xßー10. μ あり他は透明にして短く被

膜厚くて樽7践をなし Monilia type ~て連鎖欣をなして生じ.大さ 5-7x4.5-6μ 内外あり。子

襲殻は球部に於て高さ 17o.-26o.p，幅 15o.-21o.，uありて (Hedgcock 氏に依れば球部の直僅は

9o.-18o.p)，顕は 550.-1，0.0.0.μ ありて共の頂部に透明なる鞭毛 8-12 本内外を有ナロ叉球部の

周固に有する刺毛は極めて短かく針放をなし疎散なり。蛾大鋭を用ひて~会するときは殆んどキー

滑なるが如し。子襲胞子は卯固形にしてー側が扇2l' となり.大さ 2.0.-2.8x 4.0. -5‘0μ あ り 。

4. Enclocω1'1・cl'ioplw)'ααd伊osα 口. comb. 

本菌に因る病害はフド邦に於ては黒癒病(叉は黒徹病)と稿せられ.元来印度ペンガル地方に

於て 甘肢の首に寄生したるものを Butler氏 (5) 初めて研究し、たるものにして.氏はi看護試験

の結果産生し来れる子袈殻を柄子器と誤認し命加ω・onema ad台JOS1lm Butler としたり。北米に

於て Hedgcock 氏は多数の微を生じたる Basket ven巴a より.之れを分離せしととあり。極め

て多数の大型分生胞子及び小型分生胞子を形成し前者は壁厚くて暗色にして!民には刺欣突起を

有し.大さ 9-25 x 4.5 - 18μ 内外あり。後者は透明にして共のー側は轡曲するも他側は真夜

叉は平滑にして大さ 6.5x3.5μ 内外あり。捨子便の頂端と底部は共の隔に於て大差を存せ歩。

此の鮪 E. m01l'il'iformis と形態的に著しく差違ある鞘なり口

f
y
' 号

5. Encloconidiophω'a pa?'αdo:vα (De 8eynes), 11. comb. 
本菌は熱帯地方に於ては甘煎.凪梨.柿子の寄生菌として最も普通なるものにして.1924年

Dade 氏によりて初めて行h榔子tて寄生して樹幹部の腐朽の原因をなすととが報告されたり 。従

来 De Seynes 氏に工りて 司?O?・ochiS1nα pa? 目α品川m として記載されたるものにして其の後

Mass巴巴氏は 1893{F K酬に於げる培養試験の結果 'J'hielaviopsis pαradoxa と改めたりしが共

の後 El1 iot， J. A. 氏は 1925 q三及び 1926 年陀於て之れを Cemlostomellα 屈に移 して C 

ρclmdoxa (Seynω) Elliot. と改定したりしが Daviclsol1 Ross W. 氏 (5f5) は支那産のハリキ属

の材工り木菌の分生胞子型を鷲見して更に Endoconidiopho?・ct に改め E・ lJa?'Ctdo:vf1 (Seynes) n. 

comb. として沓表せ り。大型分生胞子は黒色陀して膜はlfì骨なるも ;J ，Jl'!分生胞子は透明に して

国筒形なり D

子襲殻は直但 20.0. -350.μ な るも通常 250.μ にして到の長さは 80.0. - 1 ，20. 0.μ たり。市 して子

袈殻の球の上宇部は極めて特徴ある lffil瑚形の刺毛を著しく多数に有する特徴あり口子装胞子は
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楠固形にして大さ 7 - 10 x2.5 - 4.0μ 内外あり 。

以上記述したる 5 極の Endoconid句oho1"αI請に閲して其の形態誌に生理関係を著者の菌と比

較するに何れも一致せるものなく . 唯 Endoconidiopho?'a mon必ず01"mis 菌は柏々近似せるが如

きを以て Ross "¥V. Da vidson 氏の宜験結果を著者の菌と比較せば-:fi(表の如し。

子 誌2 τJSbX FU 子 袈 Il~! 子

Jt 験者 Perit1ecia Ascospores 

直 ーの長 d I 1@I "(;の政型7Z(誌 形
阪及び~:l主さ

Investil"ator I (u.) I ~ • (μ) I (本 N口stigator I (μ) IJengt110f N U mberof Width and 

Diam伽 1 necl問 cih l:1Zlff 
Form length 

:ft ぬ 1104.4-243.G I 304.5-n09.ol 7-21 
幅 2 .25-4 . 35
長さ

3.90-4.80 

高き
Ross W. 1170.0-260.0 

l 百 ・ 1550.0-1000.0 1 8-12 
Davirlson I ~liî 

1 5 0.0-210.。

小 別分生 11包 子 大 ~'i 分生 l胞子

ET 験者 Mi CJ' o-el1tloco n iclia l\hcro・emloco nidi九

Investigatol' 

Ross �. 
Davidson 

し純
nu
 

nu
 

d
o
ｭ

-

可
よ

ふ
一

2
3
3
 

幅
長
。

包

形

色
細
筒

無
皐
岡

=Jt ... 
.,. .",. 

即ち上表をíïïfi\る に i羽f-.f;jは子襲殻の~lの長さ立立に県の問問に蛮生する刺毛の長さ及び奮さiミ担:共

の他大型分生胞子の形と之れが捻子使の大さ等に於て夫々大なる相違の鞘あ る のみならでF北米

地方~~て於ては E. mon:iNf01 ・mis 菌は澗葉樹材を不鮮明に縫色せしむる賠等よりゴ寺第して者来

のI皇、jを主Ir腫と認め*閣が主としてプナ材に等生 して之れを鑓色せしむる意味よりして感名を

Endoconidioph01・αβuηαe n. Sp・とたし手11名をブナクワヰカピとせり口

V. 接種試験

援色したるプナメL太の木 口 には?;?に前記し?とるが虫11 き Endoconidioph01刈 α間的lmnc1lα 及

び G1・ψhÚI11t iliiの後生を認むるを以て. '1ドWiがプナの鑓色に平封切なる関係、を有する ととは大



プ ナ丸太材重量色の原因をなすエ y ド コニデイオフオラー及び之れが後生防止に闘する研究 15 

開花於て首肯し得るJWなるも.果して*菌が良因をなすものなりや否を確買に決定せむが矯め

には木菌の人工接種に因 るの必姿あるを以て.先づ.前記 3 ïïi ~~ ' の RndoC01ûd句?lwl'α 菌に就き

以下の如 きJr除を行ひたり口

賀験方法一年中の各季節に於て伐倒したる直傾 10cm 内外のブナ丸太より l享さ 5cm内外の

回板をffî ﾞ . 直衛 1 5cIll I;\.j外の硝子製の協宝のJ良部に殺菌燕湘7.kを浸したる脱脂tiiiを政き . 之

れt亡前記の間J反を置さ 100
0

C K於て 3 日間毎日 30 分づっ消毒し.冷却後別にペトリ ー氏「シ

ャ ー レーJ I^H亡醤井11寒天培養基をmひて扇卒埼琵し置きたる菌締叢を寒天と共に約 lcm ‘卒方

、 の大さに切り取り之れを岡板上而 3 fí.iJYTに置さー.冬季は 25
0

C.を保てる定油器内に置き . 夏季

は宜験室内rc置きて菌訴の鼓育に作なふ材の鑓色7l*態を観察したるものなり口 f材木賞験t亡使用

したるブナ丸太は後閑倍林署部内法師事業匿に於て.昭和 7 年12月及び昭和I 8 i~ 3 月 . 同

年 6 月 の 3 回に瓦り伐倒 し東京目黒炭林~rì林業試験場に搬送し直花賞験したるものな り 。

第 1 接種試験 (25
0

C の定温器内〉

fI 倒 年 月日 |棚 l
1 I 、各腕共に接種し川閣議の周閏より酬の的を見ろと共に木口荷の

昭和I "{ !.ド 12 月

経 、過

2 1 1 .其の部分は直に補色に化し-~紛が後背して、木口面会而を被援する頃

3 1 1 は其の古き部分は次補色に愛 じ、 I時日を経過する に ~ft ひ水 口市会隠F食

品 11 んど~*色を是す。之れを縦断すると きは補色のMi斑を縦の方向にき見 し

5 11 て反1{I;;J側に達し. .ll主の部分に L 菌紛1!Í'1育 して絢色の重苦色部分を生?。

6 l ' 而 して上告I1木口のl~H良中には多数の子議殻の形成を見る。

第 2 接種試験 (2，soC の定温器内〉

れ
」比市

"
包番円

日i
 

e,, ロ
「

P
2
 

倒島
崎f
 

過

昭和I 8 1.1'- 3 月

車里

1 各自E共に接観ぜる閣議の周闘に灰白色の菌鍬Z芝生 して木口而を f問旬す

ると共 |入此の部分の材はi悦次術色に重苦化し時日を経過するに従ひ .

木口市は全部n!i赫にて被覆さ れß!.j統は後に歪れ tr次補色と波 山 木口

市 1'1 "(，1，-在宅を接種ぜろ昔ß分 ι り漸次黒色に滋化し後全面黒色又は黒禍色

lこ主主化寸。木口 I百I の~1fI色を曇するは黒補色のj1;j紙菟延すると共に細胞

胞内に制色物質の形成ゼらあろにl5I:6 t のにして 、 i沌の着色は内方深

く浸入ぜ?単に表面附近に止まり、内方は綿色又は1Æ椅色を墨ずる に

j@)-ð"'ざる b ~*車は巳に導管を:Þtð-て底部に主主して底部木 n に不規則な

iS汚補色又は茨禍色の病E症を各mに溌現す。

2 

3 

4 

5 

G 

7 

第 3 接種試験(寅験室内〉

8 
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刊 の季一同 志望 1/& 

ßfぴn 8 6ド 6 月

1 

2 

3 

4 1 1 各lJl民共に t1( r~ 色の l制告は J安純てまろ菌殺のが1 悶よ り 木口市にす室生すると

5 1 1 共に其の部分の材は赤側色に主主化 し諸君後菌忠告の務宵に伴な[}木口市の

G 11 ~怨色の経過及ぴ反1':1側に術需品の主主育ぜあ j決態は前言Eの接符試験の場合

7 I川I è 大なMる殺加刺h日j

8 

9 

10 

前記したるが如くプナ生立木としての生現機能の全く停止せる季節及び今怖さに開始されむ

とせる時. 誌に之れが作mの最も旺盛なる 6 PJ の各季節に於て革Ir ~亡伐倒 したるブナ岡板陀封ず

る接種試験の結果に掠れば. 例外なくプナクワヰカピはブナの木口 に寄生して材の鑓色の原因

をなすとと明なると共に季節を具にして伐倒したるブナ丸太も亦同様なる鑓色左起すものなる

ととは上記の各季節に伐倒 したるプナに潤する接相試験の結果より l開花之れを宜設するととを

得るなり。然るに貰際に於ては冬季伐倒したる丸太には本閣の奮さlミ季節なる 6-8 YI ~て達する

も特殊の ;1犬fEにあるものの外は対んど共の護:'1ミを J;!' ざるととはf~木地に於て常に目躍する所な

り。 此の興味ある現象は冬季伐例，{;:はブナクワヰカピl;t，jの護育上必要なる養分を紋|徐ナるが矯

めなるや又は冬季伐倒したる丸太は共の木口が本閣の護育季節には己に乾燥して本閣の護育上

必要なる水分を有せされるが泊めなるや さ在のJ'Wrl ， に閲して、 12 月比伐仔IJ したる丸太も接科t~，\~震

の結果は明に鑓色したる 前記の接紐試験結果及び同月に伐倒したる丸太の木口 を 6 月頃切断

して木口町を新らし くして放置するときは. 教に木龍[の鼓生を認むるが如 き等の:tr.:T[' ， 更に

昭和 9 年 5 月伐倒したるブナ丸太よ り 12 仰の阿板を 作り.内 o 11司は 62
0

C. を以て 18 時

間乾燥して(乾燥後の各国仮の失ひたる水分 23. 285払 25.60%， 35.63%, 35.10% , 30.37%, 36.50 

%)木 口に多数の千~lílJ を生歩る科l.ín亡至らしめ.他の 6 {1mは流水を用ひて 40 時間洗機したる後

蒸気消毒したる後此 の雨者花木前~:J妻和して 25
0

C. の !Ik態に置きたる陀乾燥したるも のの菌は

全然護育せざ、るに封して. 流水7)tl臨のものは商締の殻育と共に共の部分甚く鐙色したると と等

より考察する陀即ち特に浸潤なる所に泣かれたるものの外費色閣の稜生期に至るも多 く の場令

rζ於て冬季伐倒の丸太に之れが護主1::: を認めざ、るは主と して木口の乾燥するが矯めに して.樹関

内(1(含有せら るる柴養分の閥係(1(悶るものにあらざるものと認むるな り。而してプナクワヰカ

ピを接種すると共に . 本菌と底々ブナの木口 陀護ノセずる Chl叫oslomellcG sp. 及びじみ可Dld'll1n sp. 

,.,. 
4 
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ïi! 11:闘しでも同一方法に依りて接極試験を行ひたるも同様にプナ材の鑓色をjJ]す性質あるとと

を認めたり。自pち本邦に於てはブナ丸太の木口に殻生して之れが縫色の原因をなすものには訟

に少く と も前記 3 極の縫色菌あると と を断言し得るものとす。

VI. 他種材に封する愛色試験

前肢極試験の結果により本菌はフ‘、ナ丸太材謎色の!京因をなすも のなるととは笠験"11Mι説明せ

し)11'なるも . 本菌が他極材ーに玄Jずる盤色の有1!!f:又は程度等を賀験し置くは伐木及び製材司1・業賀

行上重要なるととなるを以て、 指f らしくイえ1fti し?とるフ'ナ 、 グヤキ . ナラ . アカマツ . ホホノキ . セ

ン. イグヤ . -l)- ハグノレミ等の固板をm ひてヌI>:Niを接種して.前記接種試験と同一なるブj法に依 り

菌去最の瑳育と共に材の箆色如何を検し?とり o ir，J之れが比較別としてプナ岡阪をも引用したり。

:ill'~ 1 接種試験 (n仰n 7 年 11 月 5 日接HD (25"C. のÆ温器内)

程 i M| 1Ì;.~ 過

プ ナ

ナ 7 

ケヤキ

ア カ マク

1 1¥ 
1 各放共に直言総は胞j燦に設1有して其の部分に大小不定の友黒色 、次制色 、

2 1 ~ 
¥ Xf::J:諜 色の不規則!の縫色部を形成す0

3 IJ 

: It 7 ナ球胤材紅に次対矧ぎ矧縫色越似〈 して菌酬紙の滋帥育
l 滋色部を 何作t る。

3 IJ 

1 11 

l 菌紙の愛育ぜろ古き告1，分 l こは県側色の主主色部を形成する L 其のf:'il lえは
2 1 ト

1 ナラ材に劣ろ。
3 1I 

1 1¥ 

1 1 菌株は目盛に後育して各車!ê共水口町を被波しれ7;， 1.材は接種紘附近 l こ
日 1 ).

11 ~箆徴なる聖書色を認めれろのみ。
3 11 

第 2 接;駆試験 (昭和 7 年 12 月 7 日 接極) (25"C. の定温機内〉

樹

プ ナ

総 泡

1 1¥ 

2 1 ト 菌紛の溌主主に 1~1~ふ木口市の霊登色は第 1 回の場合主同じ。

3 1 J 
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7 

f笠 過梯 till 

ナ

1 1¥ 

ト l道紛の後生ぜる備1Mが主主色す ることは第 L 1叫の場合と 同一なり。

クヤキ
: I l 酬の後釦こ.伴」材の2峨作川は第 1 1凶の揚合と 同ーなる L :)'1，:の嬰色

i 税l支は:lliに大なり。
3 1/ 

7 j) ~ツ

1 1¥ 

2 1 ト 蕗f<<，j;の妓生ぜる古告書11分は第 11叫のl時 ι り L 濃厚なる黒色を芸す0

:3 11 

第 3 接種試験(昭和~ 7 年 12 月 28 日接種) (25・C. の定温器〉

樹
h
u地

肌
M
U存

「
l
l
1
1

市
出

421

4

 

1主 iI& 

1 

|一……ーすJゴF ナ 2 

3 ・

1 

ト………明色l 鐙ナ 7 2 

3 

1 

ト叫l 酬の設相…ーこ稜化すケ ヤ キ 2 

3 

1 

|叫l …相こ吋
アカ マグ 2 

普通材と殆んど着色上の差別を総めず。
3 

-、

第 4 接種試験(1I(J5f;Jl 8 年 6 月 7 日接種) (:25
0

C. の定出掛)

ナ

経 iI& 樹

7' 

1 1 ) 各腕は閣総の設育する MSに材は制色に縫化し、菌就が制局色に漉化
2 1), 

3 1 1 する に従ひ材の水口はf制対色. 諜禍色、 最後に黒色に化す。
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筏 1 * 5;,'l l 過

カツラ

ホホノキ

セ コノ

1 1) 菌帝京のまitï曹とJl';に其の部分は直に赤黒色に主主 化 L 、 1tの滋色は健全書{I

2 1 ト の J苫色に比して極めて矧着なり。 l昨 日 を総溢すろ に従ひ被害対1は黒色

3 11 と化す。内方「部 L 赤柿色に主主 色す。

1 1¥ 
1 カツラに比して主主色のl足弱〈 、 菌忠告の主主脊ぜあ 1\11分は i9H討色を呈 して

2 I ~ 
i 古き部分 L 淡，~Ii'.m 色を さιすろ し J1~ の主主色は願者ならず。

3 1I 

1 1) 

2 If閣総のま主育也る告11分は倣に i炎黒補色うくは黒字泊色に革主化す。

3 1I 

第 5 接種』試験昭和 9 Irl.'. 7 JJ 30 日技極

( 1守然気温〉

1封 絡 (…| 総 !I& 

ず ナ

j) 7 ラ

ホホノキ

セ V 

サ ρ ゲ ノレ ξ

1 1 、

2 1 1 各 !日l桜共に菌首長は著しく繁殖して全面を以〈遊び鍛般の子楽殻を形成

:3 1 1 して被官 I fl l は黒初色父は紫色を芸す。

4 1/ 

1 1¥ 
| 菌紛の滋育ぜる部分の材は赤側色に主主化し菌品名の老成すると共に繁般

¥ -fr.i) は烈制色3くは然色に主主化す。

1 1 \ 菌総は刷版の全国を被波し無数の子主主;設を形成し作所に紫色父は蒸れi

ト 色の霊童色部を形成する L アナの如く越しからず。菌忠告は 内方深〈蔓liJ;

l す。

1 1) 

| 閣総は Jj~ w lの場合の如く充分に愛育しで多数の子議妓を5芝生 し、援組

l 部及 rß其の lif'j泊 ι り は漸次熟制色又は紫色に 霊登化す。

1 1 ¥ 

2 1 1 閣総は後有して厚っき蕗nf:.品:誌を 作り紙般の子議殺を作り、木仁!而は然

(制色Xは紫制色の縫色部を作り内部に向。x て淡外j色の~施、 を イ乍る 。

4 11 
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樹 附
加

番市
山

4
4
 

官~~ ;且

イタヤカ 八予"

1 11 

2 1 1 閣総は光王子に後手f して厚吾首殺を作り 1uH政の子認定殺を作り 、 被害部は

3 1\ 各所に JJA色父は黒補色のE遊色古~~をf'J' 1.> 0 

<1 11 

第 6 接種試験 Hf:{;fl1 9 年 8 )~ 24 日 接殴

(自 然試温〕

ヨ

樹 経 1一一| 経 、過

1 

ド織は挫し惜して…ぴ……化し
プ ナ 2 

く制色に革主化し、 i比の~色は反到側に及ぶ。
3 

1 

l…一色に鑓ー…面…
カ ツ ラ 2 

11f き 波色部 ι り Æ~中国色 xは渋色と化し内:ケの部に L 補色僚斑を生ず。
3 

1 

|醐抑制こ一一一緒的差し醐
ホホノ ζF 2 

方深 u乏人し内 /:1部 L 霊童色の波及ぜ芯を認めれり。
3 

1 
不明〈他菌の混入の~め〉。

セ :y 2 ) 菌伽多数に後背同議殻を作目和 !の各抗議問主制の

3 書草色部を生ずると共に l付方i米〈 替差色を来し菌紡侵入す。

1 

|酬は師一抑制一日…色
サ J、 ?J" Jレミ 2 

スは制色の喜草色書r~ を{乍り、此の車産 色は反~t側に よtぷ。
3 

1 

l 酬は師一一間しき同軸l 酬し
イタヤカ A デ 2 

此の部分は内方l こlJ1~ (柿色がii を 作 ろ。
3 

fコ

第 7 接種試験昭和 10 !f-4 月 2 EI 接極

(25'C.の定出器内〉
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樹 b
出

叫
耳番$

虫
4
4
 

ftE 、過

7' ナ
1 1 各鋭共に薗紙、の後手f必大にして木口施[は黒樹色父は紫色 をな し内部会

2 1 ト

i 憶は汚禍色をさ己す。 jj つ木口町には多数の子議殻を形成す。
3 11 

カクラ

1 1¥ 
1 菌統は著しく愛育良好にして木 11商は黒色となり内方は淡=鴇 色 又は !司

2 1 ~ 
i 色の僚斑を各Errに1'" 7.，。叉材・金目宣は不快なろ賛2疋白色 と イl: -ct D 。

3 11 
-#-' 

1 1¥ 
l 商品告は店盛に愛育して木口は全胞淡柿色 t なリ内部は淡初色の依斑を

l 多数に形成す。
ホ ホノキ

セ V 

1 1 不明仁他程菌類主主育す〉。

2 1 ) 菌総は主主育 し て全部を被(}木 1-1 j百は 214樹色χは政諜 色 と イヒし、内部に

3 1 J は特に溢材部は淡き赤色を呈すろを見る。

サノ、 !J' )レ

| 菌統は ff:H援に援有 して其の木 1-1 百I は淡支社4 色 に鐙色す、各ßJjに黒補色
2 I ~ 

i の大なお 霊童色部ありて内方は淡補色の僚援を多数に有す。
3 11 

.., <認 ヤ カ h テ輸

1 1¥ 
| 菌忠告は密に主主育して木口面は良黒色を呈し、内方の材部は赤補色を芸

2 I ~ 
i して滋色甚大なロ。

3 IJ 

~ 
で淘ロ

以上伐倒季節を具にせる各種の潤葉樹園板に封ずる接種試験の結果に依れば. プナクワヰカ

ピは単にプナ材を饗色せし、むる外.ナラ.サワグノレミの如 き材には激烈なる鐙色を起し其の他

イグヤカヘデ. セン. ホホノキ . カツラの如き材にも亦饗色を起すとと明なる左以てヱド菌E芝生

の旺盛なる季節に於て此等各樹種の多量伐採を行なふ場合陀はブナ丸太に準じて鑓色防止の手

段を講歩、るの袈あるととは論なき所なりとす。市して本商はアカマツに会j しては極めて軽微の

饗色を起すか叉は全く捷色性なきととも前記接種試験の結果に擦 り明なるととな り。

VII.培 養試 験
、、

プナクワヰカピが各種の人工培養基上に護育ずる欣汎を1受験 し 置くは菌類の生理的研究の第

}歩にして.引いては種名査定の一保件となるを以て.次の如き 14 ;障の寒天培養基及び 5 節の

液瞳培養恭を用ひて埼養を試み. 各種の培養基に於ける菌紘愛育の良否. 立立に特性等の如きと

とを観察した り。而して本試験は著者考案の培養穫を用ひ. 温度は 26
0

C.内外にて行ひたり。
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A. I却臨 J括主主 J;~

1 醤油寒天培養基 (製 ;12 禁ZTFJ14;l 色野i2f')
護育良好にして菌緋は初め基聞を初旬ずるも . -ß~j後担IUi次白色の京中w綜を多数に費生し. 綿

子壁面と接する菌綿叢中には補色を呈ナる悩所あ P 。叉菌叢と坪i養基聞と相接するj貯には特別

なる鑓色をせる伽1}iftを認めや。培養後 7-10 EI 内外にして多蚊の子襲殻を形成ず。

2・ 三好氏談開rlr肱天ム悩基(霊安 li九匁号dlL21fLJ!??よ?)

初め菌紛の護育、を全く認めぎりしも 11寺日を経過ナるに従ひ僅tて基聞を加旬せ るtiiÆí弟、の ;設 1きを

見るのみにして. 広中l道統の蛮育は全く之れを認め十口 20 日内外を経過する ときは菌叢の各

部に粒欣形に集図せる~i締塊の形成を見たるも. ~1=1~1副総は途に之れを認めやして菌紛の護育

は極めて不良に終れり。

3・ 矧二糖袋天職必 (4tLお?芝町マ;本天川，)

菌総の蛮育は醤:池袋天培養基に比して不良にして. ささ中菌綿は前者の白色(iC比して梢々次白

色を呈し. 培養後 5 Iヨー内外を経過せば接紐貼附近の踊益基は之れを裏面 よ り翻るときは慌に

鴇色を呈し且つ斜IIÍÎの上部にして壁lilf と接する附近の菌綿は出色化ナるを翻る。

/人参 500 g を水 500 g に入れて J I時間煮沸し、別に 1
4. 人創立汁寒天培益基町の寒天を水 500g に溶解し て雨者を混和す。)

菌総の稜7ぎは醤油寒天に比較して極めて良好にして. 明譲後 5 H 内外にして己に多量の茶畑

色を呈する~*1ii株主t蛮生す。自11 ち 此の 1I寺1-t~亡於て木村・護基の空中菌紙が茶褐色を呈するに反

して、前記醤池袋天のささ中1:lI締が依然と しそ大部分白色を呈するは著 しき差違反りとす。 而j し

て斜面の上部には黒色を呈する菌i総叢を作り . 且てコj底怖には無数の若き子薬殺の珪生を認めた

り。

5 玉樹黍粉寒天増設さ年 ( 1 蹴)(~ぷ殺す。;;ozt必;JJ辺元私ばIJIこ向)

菌紙の護育は良好な ら -1'-、 して7ifìんど全部基l前を叩t，üし ~ ~ I .I:I菌綿の張生も極めて僅少にして

使片j培養基中. 瑳育最も不良なり 。 且つ庄中薗訴は次白色~呈するも 10 日 内外を絞過し?と る

ものに於ては全部倒伏して翻妓するに困難をJ必ヂる程~なり。子設殻の形成を認めや。

6. 玉糠粉;妖培養基 (2 蹴) (玉濁黍粉 ~Og を水 500 g 中に入れ 7問. に て 1 附煮沸し 、
j店主包後日リ i 二 500g の水 l こ 2忠夫 20 g を浴かし1: るものを協和l し

更に 10g の政i，;:ø.~ \
を力JI えれる も の。 /

砂臓を fiJ ひ ざる前府議活じと |吋巳〈菌総は始んど謀閣を ~1ìJ旬 して2:~中閣総の瑳生を認めまり

しい 初旬菌締の護育は比較的良好に して・ 按極後 3 日聞には子議殻の護生を柏々多〈認め

たり。共の後 20 日 を経るも著 しき幸運化を認めヂして培養迭は漸次乾燥を始めたり。

〆二

& 
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7・馬鈴掛天培養基 (1 競) (鋲7illiZ2 l i芸品 ffJ主J27Jザl こ 20 g の)

菌総の張脊は前記入毒患天堵養基と同じく極めて良好にして茶褐色を呈ずる空中菌訴を多量

に登生して基商と硝子墜と相接する部分は特に濃厚に浪褐色を呈す。 斜面の底部附近には無数

の子襲殻を形成す口

( ff，鈴惑を細切j し其の 200 g を水 500 g tþ に入れて 700C. にて 1 時
8 . 馬鈴薯寒天培養基 (2 披) U首l煮沸し滅泌後、別 iこ怒天刊を向の水に桝・ しれ る L のを

作り雨者を?見和l し て、 更に\
康有'if 20g を 加 え r~ るもの。j

菌統の護育は極めて良好にして多量の空中菌献を殻生せしめ培養後 3 日 闘に して多量の . 1m 

かも成熟したる子襲殻を作るととは他の培養基陀見られをるととろにして. 其の蛮育の良好な

るととは馬鈴薯寒天培養基 (1 抗〉以上なるが如し。成熟せる菌綿は禍色を呈し、 11寺日を経過

すると共陀僅に倒伏して此の部分及び試験管=の監のmにも多量の子出殻を作る。而して菌叢に

近き培養基は褐色に鑓化し、それより僅に隔りたる所は淡禍色に化す。

9・ フaイオン寒天培養基(4AZ込 1411品 CUふ:5g 食臨 5 g)

菌紙の蛮育は良好ならヂして空中菌綜の量も極めて僅少にして埼養後 5 日内外にして裏商よ

り翻れほ斜閣の上部附近に黒色k呈する菌締E延々僅に現出するのみ。日w後時日を t(~るに従ひ岱

tl~菌総は倒伏するを認めたるに過ぎす=して大なる鑓化を認め歩。

10・グリゼリン1m寒天培養基(U31FFA:htsrj )

菌紙の護育は良好にして培養後 5 日内外にて空中菌綜は密に建生し茨褐色を呈するも基I耐を

叩旬ずる菌紙及び，附子監団化沿ひて蛮育せる成熟せるものは黒褐色を呈するを見る . 底部附近

kは無数の子襲殻の形成を認めたりロ此の空中菌紙が次補色を呈する鮪. 及び基i国及び硝子壁

面1'L接する菌綜が濃厚なる黒褐色を呈ナるは本培養基の著しき特徴なりとすo UIli後特に瑳育-j伏

態の饗イ七を認め歩して~I:þ菌訴は漸次倒伏ず。

/プイョj" y寒天 1， 000 g 中に葡萄糖1
1 1. 葡萄糖カ11寒天培養基30g を混和 しれるもの。)

菌統の蛮育は極めて良好にして空中菌訴は!(.t:に.日.つ直ちに淡同色に艶イ七し斜m・を裳耐より

翻るときは接種貼より上部に護育せる初旬菌総は黒色を呈し且つ斜面の上部tと して壁面と接す

る所に黒色の菌叢を作る。而して硝子壁商にf皆、びて護7ぎしたる菌訴は極めて美)胞なる悩色を呈

し. 底部には附近無数の子襲殻を作るロ爾後特に著しき設7ぎを認め歩。

(i吃谷約 25 g を水 1，000 g に入れ約 1 1I{í'11り煮沸し1
12. 乾杏寒天培養基 〔之れに 20g の怨天を 1JII へて作る。 )

菌綜の護育は比較的良好陀 して多量の空中菌線を費生し. 此のささ中菌総特陀イl常子壁t亡挫する

ものは褐色に援イ七し、 且つ菌叢のー占き部分の培養基は淡褐色1'L鑓イ七ず口 本培養基に於ては培養

後 20 日を躍るも子諜殻の形成を認め歩。
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13 マ イ エル氏葡例制IJII則合成ぷ天培養恭(FL Z Z: 月JYLlJ1よ jF5む ;44tf

ZJ) 

菌総の蛮育はずjJìk l~Mに して相世多くの-(J<. 白 色なる~，þ，菌綿を登生 し. 培養後 3 F1 自に して

多 く の若き子謹殻の沓生を認めた り。 j与の後 20 1守内外を経る と共に子訟伎の形成主是々 多く .

;) 1 1ふる に ~~ r-~唱[紙は漸次倒伏して淡尚也を呈せ り口

111. 1信仰州

場益後空中~í締は平行に設育すると共に 20 日内外を経たるものは綿子壁の部分十亡H~f白色の菌

紙を稜生す る と共に多数の子誠殻を(乍 りたるも ， ~~の後各団ーの事jÊ韮[混入したる 矯め最後の護育

状態は不明に終れり。

以上記述した るが却く 14 位の人工去天同輩Jえ ，:[， ， 琵育の最 も良好なるものは人差是煎f卜塞天

i百貨基 (1 蹴) 及び (~ '5，虎 ) ， ，1;\;鈴謀議天片守護l，~ (1 蹴〉 及び (2 蹴) ， 干出荷粕カJl ブイ オン選天上哲養

基及びグ リ セ リ ンカH ブイオン寒天土~!f輩Ji~に して . 培養後数 H に してじに子襲殻の強生を認めた

り。 殊にブイオン袋天同養恭が護育不以なるにjズして、 之れに葡初仙;及びグ リ セ リ ンをカ11ふ る

ときは念に共の喪育を!日〈盛ならしれるが如舎 は興味通うるととなりとす口 j(，j して前記の各種培養

恭に次いで良好なるは醤油泉天培蕗)i~ 1<と して最も不良なる澄育をなす ものは . 三好氏故厚醤油

疲天培養基>>.び五街黍京天上R養基忙 して. 本地主E恭 十亡於てはタ.奇んど主主 ~þ' 菌綜の百芝生なきと とも

特に異なる護育状態なり 口

持者はブナクワヰカピの人工培養の外.前述せる αmtostllleltcc sp. が玉笥黍粉袋天培養基に

於て激憤色を呈する制旬iliî紙を基中深く瑳生して培養基を鑓色せしむるとと . 及び φ(cphù('/ !t

81>. が各種の陪養Jたに於て特有なる路子阪をtl11立せ しむるととを 認めた り ， ;見Ij' く の如き性質は

フーナ丸太材を鑓色せしむ る 3 屈の立Jkん守護 I'r.. 於て I~別するに著 しき 1'1:1速の貼なりとす。

B. 波間培養 基

ヨえに 5 屈の液睦培養基を使m してH自治 I 10 & 1三 8 月 24 1ヨ接種し同年 10 月 5 EI (43 日 後)

に其の護育欣態を検したり 。

1. Knop 氏液 (7K 1,000 g，硝酸石女 Ca(NOa)2 1 g，硫酸苦土 MgS04 0.25 g，硝酸カ11里

KNOa 0.25g， 燐酸 1 カJl里 KH2P04 0.25 g, !.í~イ七銭痕跡;)

立i総は殆んど護育せやJ看護基の鑓色も亦之れを認め られ歩白

2. Richards 氏液 (� 1,000 g，硫酸苦土 MgS04 2.5g，硝酸力11旦 10g， 燐酸 1 カ11旦

KH2P04 5 g，牒楢 50 g) 

菌綿は辛ふじて護育ーするのみに して Knop 氏液と具えたる所なし培養基の盤色もtJ: し。

〆τ

u 

Id.; 
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3. Pe偽r 氏液 (7.K 1,000 g，硫酸苦土 MgS04 2.5g，燐酸 1 jmEJl KI-r~PO-t 5g，照関 50 g, 

硝酸アンモ=ャ NH.JNOs 1 0 g 1・3 硫酸餓 FeSO-t痕跡〉

前総の護育は比較的良好にして柏k大なる白色綿欣の菌締処'k形成するも全部液中陀沈下し

て液而上にさを然iliî統を資生せしめや . 市して士青葉基は淡黄色に鑓色す。分生胞子は稀れに之を

;Zむるも子装殻の形成は全く之れを認めヂ、口

4. Curl' ie 氏液 (7.K1 ，OOO g，硫円安背ごlて MgSO.j 0.25 g，燐酸 1 加 Fj~ KH2P04 1 g，照僚 150g，

硝酸アンモ=ャ NH4N03 2.5 g) 

Pe偽r 氏液の場合と同じく -r~i綿は n.rrrc護育して同様なる菌締の護育をなす。分生胞子は稀

れに之れを認む。

5. Czap巴ck 氏i夜(7.k 1,000 g，硫酸苦土l\1gS0. 0.25 g, J.w.l街 30 g，硫酸餓 FeSO盆0.01 g, 

燐酸 2 加里 K2HPO-t 1 g, ~塩化加果 KCIO.5g，硝酸:urj主 NaN032g)

L者養J走中 tて白色綿iはの大1)、不定の菌綿塊を島11興的に各所陀形成するもがとして液衝に菌綿を官芝

生せ十して基 ri I ~亡沈下ナロ殻育は良好ならす言。

以上の結果より翻る時は木前は Kuop 氏. Richn.l'ds 氏液に は殆んど後育'k見ざるも Czapeck

氏暗蚕恭陀於ては梢々強育し Pe fièr 氏及び Cl1l'rie 氏の培養去らに叫梢良好rc護育するを認めた

り 。而して是等雨氏の埼護基に於てはffií叢は全然恭中に沈下して全く怨中閣総を珪育せぎる勅

より視る時は本菌は比較的僅少なる酸素の存在に於ても蛮育可能なるととを示すものなり。

VIII. 本閣の愛育 と温度との 関係

ヌド:菌が山地陀於てブナ木口 に於て護生する季節は 4， 5 月頃より 9 月の候に豆り冬季に於て

は全然E芝生せぎるものなるを以て本菌の蛮育に要する溜度を1'r験し置くは同然に於ける本菌の

瑳生季節又は共の登生のrEE盛期を想定する上に於ては最も重要なるととなるを以て醤油寒天埼

養基. 人参寒天培養皐. 馬鈴襲来天上君主去を用ひたる扇卒培養方法tてより定温器陀より所定の

温度に 4 日間置き恭商陀護育し来れる閣叢に於て直交する 2 倒の直何を計りて之れを平均し

て共の大小を比較してf毘J3Uて封ずる稜育の閥係を干す察したり。

備考定泊器中に詮 〈日 数が~Ji. 1時日 なるは 2[i OC. 内外に於げる l荷量*の務官級めて迅速に し て所要の

A ト リー氏皿の!良部外に 波及し測定上不都合を来すを以てなり .X次の表中数字は商業の直径

を示しーの符放は全然後育d ざる 二 とを窓日ます。
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試験回数
。IEEpNeroi.1Hent 

2FL 1 l� 

、

第 2 回

第 3 問

)1'- 均

試験回数
Experiment 

No. 

第 1 llil 

1f~ 2 図

第 3 I司

21' 均

林業試験報告 第三十五盟主

第 1 試験 留がJ~星天土f守護基 80)司gar.

滋 Jjt C椛 氏コ
Temperature, U. 

品。 120 200 260 

(cm) (cm) (cm) (cm) 

1生 . 0 42.0 84.0 

14.6 51.5 85.0 

一
15.0 48.t� 85.6 

15.0 57.5 81.5 

17.0 5品 . 0 83.7 

一 17.0 5品.0 85.0 

一 1丑.0 51.0 8生 .7

14.0 51.0 82.5 

一 15.2 51.5 81.7 

15.2 51.2 83.7 

第 2 試験馬鈴薯寒天嬬養恭 Potato-agar.

I旦 皮(続
Temperatl1l'e，じ.

氏〉

310 350 

(cm) (cm) 

65.0 

60.1 

6生.6

60.1 

61.5 

62.0 

58.0 
一

59.3 

57.8 一

60.93 

品。

(cm) 
120 

(cm) 
200 I 260 

(cm) I (crn) |ぷ | よ
36.0 52.2 87.0 53.日

36.2 52.0 86.0 47.0 

37.0 55.0 86.0 不明

38.0 56.5 86.0 52.3 

生0.0 59.0 86.4 56.1 

40.0 57.9 87.2 55.7 

41.0 55.0 87.5 54.9 

40.2 57.0 87.5 55.8 

40.3 50.0 87.4 50.0 

38.74 55.50 86.77 53.75 

i� 

-. 
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貨当 3 試験 人差是寒天時養基

Carrot-agal'. 

i山ggL l皮 (嬬 民〉

試 p験Neon.m回e 数
Temper:\Ìure, C. 

Exoeriment 
50 120 200 260 300 350 

( cm) (cm) (cm) (cm) (em) ( cm) 

41.1 G6.5 92.5 , 57.1 

首Z 1 Irrl 41.1 GG.O 99.0 57.0 

、地 品3.9 GG.7 97.0 不明

40.9 65.0 97.3 57.0 

第 ~・ 阿 43.0 66.0 97.0 5.[,1 

品2 .9 。5 . [; 101.2 53.2 

一一一

42.0 04.0 97.1 50.0 

第 3 l司 品3.9 (j(j.9 98.2 !"i3.2 
一

43.0 67.0 \J7 .~ 55.0 
一

71三 均 一 ， 42.4 65.95 97.45 54.57 
一

一_.. ー

ー

A、
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以上の貰験結果を I油械を以て圃示すれば前記の如し。自Pち本菌は質験に供したる埼養慕の有T

!t'j'j~亡依りて imt皮t亡霊tナる開係は多少奥底ると!i'qÊ も一般陀 5'0. 内外に於ては護育せさωるも 12'0.

I^]外より漸次護育を来し. 20・O. 附近陀於て蛮育急、に良好と t;J::りて特に 26'0.内外に於て共の

護育の最高]頁陀達し、 30'0. に於ても良好なる護育をなすと雄も 、 35'0. に於ては其の護育を全

くイ今 l卜せるを認めたり。而して曾って Míinch 氏は Cemtostornella pini, C. piceα， C. coendeα， 

E1!doconidioph01'a COe1.~tlescen8 に~-fずる温度の開係を研究したる結果に依れば. Endoconidio・

phOl ・α は他菌よりも低き f限度に於て護育 し.己に 7'0. に於ても微弱なる護育をなすが如し。

而して酬に閲して之れを決定するとと能はおも・大髄陀於て 20'-25"0 の聞にあるととを 反

論越せり o N. O. Howard 氏は一般に鑓色を起す各種の菌は 26.5'-29.0'0. の聞に於て良好なる

殻育をえ記すととを報告せり o Zえに西門.山内雨氏の Cemtostomelfa pini, C. piceαe 及び α ips

の 3 積の菌に閥する賀験成絡を見る t亡 、前二者はグO. に於ては全く蛮育せざるか叉は護育微弱

にして、 10'0. 内外に於ても蛮育不良なるも 、 15'0. 1'L達するときは急;に蛮育速とたれ 27'0. 附

近を最適とし . 35'0. (tr.遼せばNび殻育せさ命るか叉は護育不良となるが如し。女陀河原松賀氏

はアカマツの育費I調 (Cemtostomella pini Mlinch) 及びクロマツの育饗菌 (Atmctina sp.) に

闘しτ. 共の最趨ll~U吏を 25'0. 内外とせり口

以上の如く著者の EncloconidíopllOra 商に封ずる賀験結果を.既往陀於ける同属菌及び類似

菌の試験成績と比較するに. 一般に鑓色菌類は 26'0. 前後が共の護育に最も適首なる温度なる

ととは大障に於て相一致 し. 殊に M'ünch 氏が賞除したる Endocon'idioph併α coentlescens 菌が

7'0. 附近土台設育を開始するととは， 著者の Eηdoconidiophom Bunαs と相一致するものと

す。本菌の培養試験に於て 35'0. にて念に護育左停止する ととは.自然界陀於ても常に認めら

るる所にして . 夏季気淵上昇 して 32'0. 前後とえにる時は本ï~Îの蛮育甚しく不良となると とより

之れを推察し得るものとす。 向著者の分離したるブナ材の鑓色菌Çr~ Cemtostomella sp. G1ψ 

l)h�m sp. も 2Wo.り切迫出l とするも其の護育の速度は E吋oc川d'iophora Bunae に比 して ';( 

極めて緩慢なり。

IX. 本菌分生胞子の死滅温度

本菌の分生胞子の死滅温度を知る矯めヨえの如き貫臓を行ひたり口

質験方法

直何の!]、なる試験管'~て殺菌蒸間7K 5cc を容れ.之れを所定の lFuL度を保有する恒温湯柑fI:f.l ~亡

30 分間容れ. 然、る後培養基上陀形成されたる木菌の分生胞子を集めてノト試験管中に浮倣せし

め所定の時間の後比醤沿l寒天培養基に 2 白金耳を取りて摘氏 250 の定凶器内に容れて其の護

育如何を検したるものなり。
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第 1 試験

広玉虫時 間 T底em 辺l 滋皮〈鏡氏〉.) 
(分〉

番~
perature used in treatments (C 

C比ontro較I Periodg of 

(EMzipnot1sttezrse ) 
No. 

350 品。。 45。 500 55。

1 + + + 一 + 

10 2 + + + + 

3 + + + 一 + 

1 + + + 一 + 

↓♂ 
19 2 + + + + 

3 + + + 一 一 + 

1 + + + + 

20 2 + + 一 + 

3 + + 一 一 一 + 

1 + + + + 

25 2 + + + 一 + 

s + + 一 一 + 

1 + + 一 + 

30 2 + + 一 + 

3 + + 一 一 + 

第 2 試験

露連時間 T底em 辺温度(揚氏(C〉.) 
(分〉

呑No扱. 

perature u盟d in treatments 
上じ 車交

Periods of 

E(MEphousut田re) 
Control 

350 40。 45。 50。 550 

苛，型R
1 + + + + 一 + 

10 2 + + + 

3 + + + 一 一
十

1 + + + 一 + 

15 2 + + + 一 + 

+ + + + 

+ + 一 一 + 

20 + + 一 + 

+ 不明 + 

+ + 

30 + + + 

+ + 



30 

底辺時If~
(分〉

Periods of 
Exposl1re 
(Mil1utes) 

10 

)5 

20 

30 
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350 

2 + 

3 I + 

1 I + 

。

“ 

3 

+ 

第 3 試験

民主球 温度仁揺氏〕
1、èmperature use� in treatments (0.) 

40。 450 500 

+ 

+ 

+ I + 

上記の結果を通覧する陀本菌の胞子はj靖氏 550 陀て 30 分間経過するときは全部死滅する

とと明かなるを以て通常の木材手合燥に要する温度に於ては完全に死滅するものと見て可注り。

X. 本菌の愛育に及ぼす各種糖類の影響

著者は木菌の培養試験の場合に於て護育の不良たるプイオン寒天培養基に適量の葡萄糖引~n ~ 

ふる時は著しく 之れが珪育を促進せらるるととを認めたるを以て.本菌の:登育に封して各種。

塘類即ち葡萄糖. 婆芽糖. 煎糖及び乳惜の各種の糖額の濃度を具にして加へたる場合如何 な

る護育を示すゃに関して質臓を試みたり 。而して本試験に使用したる基本培養基と しては遇常

のプイ オン寒天培養基(リ{ピツヒ肉エキス 15 g，ペプ 1、ン 15g，食盟 5g，皇室天 25g， 71< 

]000 g，を混和したるもの〉の中和せざるもの左用ひ.此の 100 g 陀封して各種糖類の所定の

濃度~有するが如く混和して. 政め殺菌して氷上に置をたるペ トリー氏皿内に約 25 cc 内外入

れて可及的速に扇平に凝固せしめ、 とれに別陀培養し置きたる本菌の菌一叢中可及的同一献態に

ある部分より約 2mm 卒方の菌識を切取り.前記培養基上に移植して 25'0.の定温機内に入れ

置を. 埼養日共 5 日間陀於て菌叢の直径を測定すると共に菌叢商に護育し来れる昼中菌綿の

多少を比較して. 各種櫛類の影響を翻察し?とるものた り。 市して失の成績中. 宰中薗総の量を
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示ナ表中ーは全く護生せぎるものにして、土は僅に蛮育したるととを示し~ +は柏々多く蛮生

し. 共の数の増加せるものは共の登生極めて良好なるを意味するものにして. 数字は菌叢の直

徳を mm ~亡て示した るものなり 口

1. 葡萄糖(メルク製〉

Glucose (Merk) 

標Cont叫準~ I 0.1% 0.3% 0.5% 1% 3ラ6
試験 l :> 

直同~.笠~I" 宮HEL ・ 直 5H2 笠宮E 直 UEF・ 4h炉~回数番~J}l 直 Z主主~直 立史 2pH • [直いF己 主中芝買戸EEzperi『 F 中 F 中 中

院E No. 3M 菌S3 E 菌ミ8 自3 菌ZW 径ヨコ 菌綜Z色 E 菌32 径 Eロ 菌紛.当色1宝級者E E 紙 径 品主主 径=紛

1 86 ++  93 + 日生 十+ 96 + 95 + 

り

第 1 回
87 + I 93 ++  94 + 93 ++  93 + 97 + 

3 86 + I 92 十+ 93 十 9生 ++  95 + 96 + 

生 85 + 93 +十 92 + 9 生 十+ 95 + 93 + 

1 91 + 93 + 93 + 94 + 93 + 92 + 

2 
第 2 回

90 + 93 + 92 ++  9生 ++  9生 + 96 + 

3 91 + 9生 十 94 十+ 92 ++  96 + 96 + 

d 93 + 92 + 不明 不明 95 + 95 + 

卒均 89.1 十十 92.1 + 93.6 ++  94.6 + 195.0 + 

2. I姿芽糖(メル ク 製)

Maltose (lVIerk) 

412 判長 • 0.1% 0.3% I 0.5% 1% 3% 
式 Control 一 一，

l司験数番w，~ 直 空∞ 「匂F.14中t. 直 Fσ. 空中 EEL 直り!Õ' 空中 2EL. 直り;;;'笠宮 hE.1l4P Expeル F了寸 中 正吋 中乙 . 中】
~，ent I N 

自E 菌Z、 怨 gg 菌称、5主径 5E 菌総旦主No. 1 l~O ・ g 菌ミg 。. コd 径 B 紛E 径自称色干主 総 一 千妥 乱主主

1 97 + 95 + 98 ー← 97 + 99 ー← 92 

2 
第 I 図

91 + 9生 + 97 + 95 + 96 ゴ= 96 

3 97 + 不明 不明 90 96 + 97 ー← 97 

品 96 + 不明 不明 96 + 97 十 95 ー← 95 ート

1 85 + 93 +十 92 十+ 92 ++  90 ++  90 ート

第 2 回
。“ 89 + 97 ++  9品 ++  96 ++  90 ++  87 ー←

3 不明 不明 96 ++  95 十+ 88 ++  91 

生 不明 不明 95 +十 93 ++  不明 不明 不明 不明

一
卒 均 92.5 + 94.8 ++  94.8 ++  95.8 ++  93.6 + 93.0 一

5% 10% 

直 J5・笠宮E 
中

直 F口. 密中f EL 

ヨ菌ミf凸� 千里 E 品名 径自百 衛総包旦

93 87 

94 ::!:: 88 

93 88 

92 ート 89 

94 ー← 88 

93 ー← 86 

91 + 86 

92 十 85 

92.8 ゴ= 87.1 

5% 10% 

;... 

直 り5・ 4P 直ロ日þ・~向" 
中 H

宮古耳目 E 菌与
径 四D 統、〈邑 径百総主

95 Fト 91 

93 89 

96 89 

93 不明 不明

89 ー← 91 ー

90 93 

90 9生

91 不明 不明

一
92.1 一 91.1 一



32 

採 í~主
Control. 

E試回xpe験数ri-番扮 直?-空中E 正
ment No. 千翌自日 菌赫Z主No. 

1 86 + 

2 87 + 
~1 回

3 86 + 

品 85 + 

一
1 91 + 

2 90 + 
~2 回

3 91 + 

品

平均 89.1 + 

採 芭色

試験 Control 

E回xperi数・番放 直 F同笠中宮主ment N No. 1 1.~O・ EE 菌E可
怨綜邑

1 97 + 

2 91 + 
第 1 回

3 97 + 

生 96 + 

一 一
1 85 + 

2 89 + 
第 2 回

3 

4 

一一一
平均 92.5 + 

林業試験報告 第三十五披

3. 1京糖(メ Jレク製)

Sucrose (Merk) 

0.1% 0.3% 0.5% 1% 

直 F

冊-，コ巳E E 

95 

96 

93 

93 

一
93 

93 

95 

93 

93.9 

宏A申担~ir乙可 苦主 2ロP ゅm中Aー・ 旨円g: ・ 直ロ" 
ク4中恒4 旨同主

』

i直 g己a Z中!!~区

商幸品喜S 1空~二 日E 総商与邑 f翠 Eロ 菌総ミ主 11I!日E 株菌ミ主

4・ 93 + 93 + 

+ 92 十 93 + 9品 + 

+ 93 + 95 + 96 + 

+ 93 白← 93 + 不明 不明

一 一
+ 90 ゴ= 96 + 不明 不明

+ 92 』ト 97 + 97 + 

+ 不明 不明 95 + 96 + 

+ 不明 不明 不明 不明 不明 不明

一
+ 92.2 + 9品.4 十 95.2 + 

4. 乳糖(メルク製〉

Lactose (Merk) 

0.1% 0.3μ 0.5% 、 1% 

直g 宝-中A田4・ 宮区吋 直り

" 

含t骨Hド骨E 
句 直宮 笠4i宮 E

>
0 直 ~フ・ 安中吉r:.. 

'引tコtユr
日
E 商赫3主 f翌

B日 語菌品与色 径自B 首総与色 1コR二TB E 品菌名ミ色
94 + 97 + 96 + 95 + 

92 十 95 + 96 + 96 + 

95 + 105 ++ 不明 不明 95 + 

不明 不明 不明 不明 98 十 95 + 

一一
93 + 91 + 93 + 93 + 

94 + 90 + 92 + 92 + 

91 + 90 + 92 + 92 + 

不明 不明 92 + 不明 不明 不明 不明

一
93.1 + 9ム3 + 94.5 + 94.0 十

3% 

直 sピsフ ゅ4中4E旨H円4 ・

f翌 E日 紛官量ミ色

92 土

96 土

95 土

97 ゴ=

不明 不明

97 

97 

95 

95.6 ー←

3% 

直 F同空中 E正
径冨百 株菌Z主
9生 十

95 + 

96 + 

9生 + 

92 + 

9品 + 

93 + 

不明 不明

94.0 + 

Eラ4 10% 

直 E己・ 笠中宮E 1直り" 祭中宮正
fEEE E 

首30 

紙 ~ タ13w3E E 車菌品ミ主

91 92 

94 一 90 奪三

9壬
一 90 ー

92 90 ー

一
93 ｱ 91 ート

90 土 90 
一

92 -1- 91 
一

90 土 92 →ー

92.0 90.8 
一

5% 10% 

直阿UF 拘」中aE旨円

窪目田 菌株2主 径 賞綜与色 ~ 
91 土 89 土

92 →ー 91 →ー

92 ゴ二 87 土

9生 ー← 87 土

87 + 85 + 

90 + 8生 + 

88 + 85 + 

89 + 不明 不明

90.生 土 87.4 ー←
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以上の賞験成績中よ り各種の脳類の本菌の鷲育上に及ぼす影響の卒均結果のみを摘録すれば

次の如 し。

43C1ontro準1. 0.1% 0.3% 0.5% 1% 3% 5% 10% 

書店類の

直り~ I 空中 EtL 直同?õ.窓中雪e. 直 り., 笠中宮E ï[ り., ター曽ー旨E円・ 直 己~. 笠中宮e.: 直 りF. 'd中 己J 直 ロ.. 9中. E乙 直 E。• 笠中宮芭種 類
Kinds of 中】

Sngar 怨ヨE 菌総S主 径 Eヨ 締菌ミ邑 鐙 自E 首3C】e13 > g 謀麓議ミ主 ヨ 綜菌3 邑 f笠 gヨ 菌意志ミ8 径一E B 菌車主ミ主 径E E 菌32 
総径ヨ 怨E 毒患ー

炉d

稲荷車'If 89.1 +1 93.1 ++ 92.8 +1 93.6 ++ 9品.6 +1 95.0 ++ 92.8 土 87.1 一

選m糠 92.5 +1 94.8 +1 94.8 ++ 95.8 ++ 93.6 →ー 93.0 -1 92.1 -1 91.1 一

乳 糖 92.5 +1 93.1 +1 94.3 +1 9生.5 +1 94.0 +1 9ιo +1 90.品 土 87.4 自←

iW， 粧 89.1 +1 93.9 +1 92.2 +1 9丑.4 +1 95.2 +1 95.6 土 92.0 -1 90.8 一

~p ち上記の結果より翻ると きは本N験の揚合に於ける濃度に於ては. 各麗糖類は其の菌叢の

殻育上に於ては大なる蟹化を及ぼさざるが如 < . p佐 10% 含有のも のに於て初めて僅陀其の護

育の阻止さ る る傾向を認めたるに過ぎ歩。 然れども空中菌締の苦芝生量に於ては各種類の濃度立立

に各衡類聞に於て著しき差違ii::認むるものに して葡萄踏に於ては 0.1% 乃至 3% に於て著し

く 其の量増加し 5% に於て僅陀減少し 10% に於ては全く其の登生を認め歩。 叉婆芽糖に於て

は空中菌紛の量の大たるは 0.3-0.5% にして 1% に於ては巴に衰え 3% 以上の濃度に於ては

全く強生せでや。然る に竿L粧立立に牒踏に於て之れが適量を加ふる とと に;依りて比較の も のに比し

て菌叢の直僚を僅に増大すると と を認むると雄も空中菌締の蛮生立に於ては殆んE其の直別は

認め難 く而かも 3% 以上に於ては其の王室生量は活欣減少せるととを認めた り口部ち本質験結

果よ り観 る陀葡萄糖は他種の糖類に比して著し く 其の蛮育を促進せしむる 性質基うると とを認む

る な り 。

XI. 本菌 と酸化酵勝

本菌の寄生の場合に於け る木材謎色の経過に於て己に記述し?とるが如く 本菌菌締の殻育せる

部分は直に褐色叉は赤褐色に密化し共の鐙色は極めて迅速なるを以て一種の般化酵降、の作用に

基づ く にあらざるやを疑はしむるもの左 り。而して 1928 年 Bavendamm 氏 (3) が木材腐

朽菌中にて主としてリ グ= ンを溶解するもの及び主としてセルロ ー ズを溶解する菌類の判定上

に特殊の人工培養基陀作肘する酸化酵醸の蜜化現象左ff!ff， F1'J したる と とを琵表せし以来逸見. 倉

田両氏 (20)、 山本吉之助氏 (69) ， 北島 (27) 等の各研究家陀臆用せられて興味ある研究業

績の琵表あり 。 I1lP ちリ グ = ン溶jlJ?þ菌は目変化酵際を稜生ずるを以て ~rL~J又は淡食子酸の如き特

殊の試薬を加ふる時は培養基に酸化幣を生十るいセノレロ ー ズ溶解菌はWf くの如き現象を認め

ざるなり 。 市してブナ材を鑓色せしむるプナクワヰカピは純然たる鐙色菌なるを以て木材腐
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朽菌の如く木質細胞眼中のセルローズ及び リ グユンの如き成分を溶解するも のにあ らざるも元

来酸化酵酪は躍に木材腐朽菌に限らや康〈動植物界化存在するものにして. 1913 年北米合

衆図の G. P. Clinton 氏 (6) は同閣に於て 被害猫獄を極めたる栗の 胴枯病菌(E:ηdothia

pm.，αsiticαAnder.) 及び共の類似菌 E. gYj.08α 雨薗の培養上の直別に於て人工培養基に所定の

E昇率酸を加へて培養したるに7読者の場合に於ては 0.2% を含有するものに於て己に其の菌慈の

周閣に黒色の酸化帯を形成するととを認め氏は之れ陀劃して.'ill'i寧酸が菌に依り酸化さるるに起

因ナるものと説明せり。 叉高等菌類中の Bolet'u8 屈のものには菌髄の一部に傷を受くるときは

直に青藍色に鑓化するものありて之等も酸化酵素の作用に基歩くものな りと稿せられ叉康江勇 垣

氏は Helminthosporiwn 屈に属するものは多量の酸化酵醗を分泌するととを報告せり。著者は

プナクワヰカピ菌の酸化酵醸の有無花関して BavendamlD氏の方法に従ひ衣の如き貰験を行ぴ

たり。

著者が木賞験1'1:使用したる培養基は婆芽エキス皇室天培養基(ケプラ一氏婆芽エキス 25g，リ

ーピツヒ氏肉エキス 15g， 寒天 20 g, 7]( 1000 g) 及馬鈴薯TITt汁寒天培養基にして試薬と して

はメルク製翠寧酸及び波食子酸を使用して所定の濃度 (0.1%， 0.25%, 0.5%, 1%, 25めを奥え

て之れを扇卒と訟し之れに醤油寒天に培養 し?と る本菌の菌締を約 2 lDlD平方切り取りて共の 中

央に移植して 250C. の定温器内に入れて培養後 48-53 時間陀して其の蛮育欣態及び鐙色の程

度を観察し?とるものにして共の菌締の蛮育極めて迅速去り。

1. Jl五寧酸に封ずる賞験 (48-53 時間後〉

Experiments 011 Gallic t乱nnin

予防(布告[品lι芝 lthklihl-152 
1 1 ナ'v 1 62.0 1 糊 16U3t:

Yel司
Dark Dark 

59.0 lowish 53.0 Citrine 48.0 Greenishl 32.0 
Olive Olive 

2 11 59.1 I! 60.0 I! 60.5 I! 54.1 I! 45.7 I! 

3 I! 60.2 I! 59.4 I! 60.0 I! 56.0 υ 45.7 /1 28.0 

品 | グ 1 60.0 I! 60.5 I! 62.0 I! 53.2 I! 49.0 11 32.0 

均 1 ナ'V I60.30 痕跡 60.35 B0u1ifvfv z Yel-
Dark Dark 

卒 60.71 lowish 1 54.02 
Citrine 47.10 Gree口ish 1 30.02

Olive i Olive 

~-
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試験 番wè 標Oontro準l 0.1% 0.25% 0.5% 1% I 2% 

E図xpe書r交i-
ment 

No. C着01色or ll DI直i径a. C着01色or i |D直i径a. 着0010色rl|iD直i径a- !l ?C音010色r |l iD直i径a. 着Colo色r |1 iD在i怨a. 着Colo色r |l D直i径a. No. 

B OlU iEvy e 
Roman Dark Dark 

1 ナ三ノ 71.9 痕跡 68.9 69.0 Green 68.5 Citrine 57.9 Greenish 5品.0
Olive 

2 I! 68.1 I! 69.1 U 71.0 /1 67.0 11 52.9 11 46.0 

第 2 図

3 /1 66.5 ノア 69.0 /1 70.0 w 67.0 /1 56.7 /1 品2.0

ノγ 69.0 M 68.9 /1 69.8 /1 67.2 /1 55.7 /1 品丑.5

一
BOluifvfe y Rom剖1 Dark 

Dark 
.lf. 均 ナ三/ 68.87 痕跡 68.97 69.70 

Green 
67.42 Citrine 55.80 Greenish 46.62 

Olive 
一 一

BO1l1i5vy e Roman Dark 
Dark 

1 ナ V 70.0 痕跡 68.0 71.0 
Green 

63.0 Citrine 
63.0 Greenish 47.0 

璉ive 

2 I! 68.9 /1 68.1 /1 70.2 /1 65.0 /1 61.2 " 43.0 

第 3 回

3 /1 66.9 11 69.0 /1 72.0 11 66.0 I! 不明 /1 46.0 

品 /1 70.1 /1 68.2 /1 71.5 /1 64.7 /1 60.5 /1 品5.0

Dark 

卒 均 ナ v 68.97 痕跡 68.32 BOluifvfe y 71.0 
Roman 

6生.67
Dark 

61.56 Greenish 45.25 
Green Citrine 

01ive 

以上 3 回に豆り翠寧酸に劃する賞験結果を翻るに 0.25% の物に於ては菌締の張育は標準及

び 0.1% のものに比して多少促進さるるが如きも 0.5% に至れば護育は漸次阻止さるる傾向

をEZめ 2% に於て甚し く 阻止さるるが如し。市して菌訴の護育せる部分に於ける培養基の愛

色の状態を観るに標準に於て蟹化たく. 0.1%に於ては極めて僅に鑓色の傾向を認め . 0.25% 

に於ては極めて淡すきも 0.5% より漸次明瞭とな れ 2% に於ては極めて鮮明なる Dark

Greenish Olive の慶色を来し. 其の鑓色は箪w:培養基の表居のみに限らす=底部迄及びたるを認

めたり。即ち寧寧酸を上記の量カ日へたる培養基は菌叢の護育と共陀其の部分が鐙色在来すとと

は菌総より分泌せらる る酸化酵醸の作用に基づくものなる可し口

2. 淡食子酸化封ずる質験 (96 時間後〉

Experiments Oll Pyrogalic acid. 
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試回 験鮫 君子競
標準 0.1% 0.25% 0.5% 1% 2% Oontrol 

Experi-

C着01色or l| DI宜i主aE- 着0010色r |l iD直i径a. 着0010色r |l iD直i径a. 渚Uolo色; / 直Di径a. 着0010色r || D直i径a. C諸01色or |l D直i径a. meut 
No. 

No. 

1 |C帯be 巣 98.5 1~帯bes(n諜llt 80.5 Ohestnllt 78.2 
Kaiser 

27.1 12.6 ナ v brown brown ナヨ〆
brown bro、vn

第 1 回 2 I! 107.21 I! 105.0! 11 8生. 0 M 77.5 I! 27.0 I! 1基.7

3 !I 106.0 H 104.0 " 86.1 C常hestn黒ut 76.7 I! 27.生 I! 15.0 を
brown 

不明 Ohestnut Ohestnut 1 ナ ミノ 109.0 不明 仁細菌 I! 86.0 
brown 

74.6 
brown 

26.7 ナ シ

混入〉

c帯h田tロ黒llt 不明 Kaiser 
第 2 回 2 I! 109.0 87.0 I! 87.1 不明 (細菌 brown 

25.0 I! 
一

brown ?昆入〕

3 I! 105.2 I! 101.0 I! 86.8 
Chestnllt 

75.1 Ka淡lser 26.1 11 
browll 一

browu 

1 C帯hestn黒ut 90.0 C帯hestn主u県t 83.5 
Chestnut 

79.0 
Kaiser 

26.9 ナ三ノbrown hrown 一brown brown 

第 3 回 2 !I 110.2 ノγ 97.7 I! 85.1 I! 75.7 I! 27.0 11 

3 11 108.5 不 明 不明 11 86.2 I! 77.0 11 27.0 11 

前記 3 固に亙れる質験結果を遇!躍するに浸食子酸は 0.1% を加ふる時は本菌の登育を多少阻

止するが如く .0.5 %に於て梢々其の傾向の大なるととを認~.1% となる時は著しく共の蛮育 ぷ

は不良とたり .2 %に於ては殆んど護育~認めざるなり 。而して琵育に仲ふ培養基の饗色を見る

に標準のものは鐙色せざ、るに劃して 0.1% のものは最も濃厚に して 0.25% 之れ陀次ぎ 0.5%

に於て多少淡く去 り .1% に於ては甚しく淡くなるとと~認め . 2% ~て於ては標準のものと其

の差別を認めざりきo gfl 'ち波食子酸を1mへたる場合の培養基の捷色は其の菌称の蛮育代正比例

ずるも . 車率酸の場合は菌締の殻育に反比例するJJlf.賀及び草寧の場合に於ては 0.5% は寧ろ菌

紛の蛮育は促進せらるる傾向を認めらるるも浸食子般の場合陀於ては 0.1% に於て己陀標準に

比して棺々劣るが如きは寧寧. 淡食子雨酸が本菌の護育上に及ぼ、ナ影響の上に著しく奥底る所

主主り。且つ皐寧を;1mへ?とる場合陀於ては菌紛叢の護育比従てコて援色ナるも . 浸食子酸の場合は

菌叢の形成後自然に共の老成せる部分より鑓色し行くととも亦雨者の相異なる鑓色現象の 1 ã:

る可し。而して 'Valter L08S 氏 (68) はブナの木口に寄生して之れを鐙色せしむる Ce'l'atosto円~ellα
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fαgi 菌の護育tて封ナる草寧酸の影響の結果は酸化替を形成せざるととを認めたるも著者の菌は

上記したるが如く明瞭比之れを認めたり。此を要するに前記箪寧及び淡食子雨酸に封ずる培養

試験の結果I'C依れば本菌は 1 種の酸化酵醸を分j必ずるが如く.本菌がブナ丸太の木口に寄生す

ると同時陀激烈なる嬰色を起ナはブナの材中に酸化酵醗の作用を受くる皐寧酸叉は淡食子酸類

似の成分を有ずるが矯めなるが如く推察せ ら るるなり。依ヲて著者は昭和 9 年 2 月 16 日伐

倒したるプナの鋸屑の浸出液を用ひて次の如き霊験を行ひた り。卸ち 150g を水 900 cc ~亡入れ

コ ツ ホ氏消毒釜中にて約 1 時間煮沸しj虚過後ケプラ ー氏の安芽寒天培養基を用ひて衣表に示す

-~ が如き濃度に於て騎手培養試験を行ひたる もの陀 して培養後 5 日自 にて観察した る も第 3 回

のみは 4 日自に翻察したり。

3. ブナ鋸屑煎汁寒天培養基に封ずる貫験

Experiments on Beech-saw-dnst-乱gar.

試験回童文 番披 椋ー 4主
10% 30% 50% 100% 

Experi-
Contr01 

ment 

D直i径a- !l ?C音011)色r I D直i径a- |1 着C010色r D直i径a- |l 着Colo色r D直i径a- |l 7音Co10色r I D直i径!'I~昔010色r No. No. 

痕跡 | 十 跡 咋 跡 i炎
1 99.0 ナ もノ 92.0 87.1 Mars 

Orange 

2 107.0 w 95.1 I! 95 .1 ナ .y I 85 .0 ナ V 86.7 /ノ

2f~ 1 @I 
3 101.0 /1 97.0 fI 97.0 11 86.5 I! 87.4 fJ 

品 107.0 11 90.0 l' 99.2 I! 87.1 " 86.0 11 

1 97.0 ナ るノ 107.0 ナ 王ノ 96.2 ナ 宅J 96.0 ナ v 96.5 Mgat rs 

Orange 

2 96.0 11 97.0 υ 109.1 H 92.8 11 9壬.5 11 

品、 第 2 回

3 99.0 11 11 95.2 11 89.0 U 92.5 11 

4 97.0 11 98.1 fI 11 
一

11 89.4 
接Eff淡
fars 

Orange 

1 69.0 ナ V 74.0 ナ 手〆 80.5 ナ 毛ノ 74.5 ナ も/ 60.0 M淡ars 
Orange 

。“ 81.5 11 80.0 11 80.5 11 81.5 11 68.0 u 

第 3 回 3 85.5 I! 77.0 u 74.5 11 81.5 11 65.0 I! 

4 75.0 υ 80.0 I! 74.5 11 81.5 11 67.5 11 

5 84.0 H 82.0 I! 76.5 υ 81.5 " 
11 
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上記貫験成績の示ナが如くプナ浸出液を全く含まざるもの及び 50% を含むものに於ては菌

叢の部分化於て全く饗色を認めざるも 100% のもの陀於ては常に例外なくささ中菌赫の稜生大な

る部分の培養基には内容の賀補色を呈ずる菌締多敢に稜育 して此の部分は淡き Mars Orange を

呈するととを認めたり口卸ちプナの材の内容成分中には本菌締よ り分泌せらるる酸化酵献によ

りて饗色ずる特殊成分の存在するととは明かなるととにして唯共の着色が前記の寧寧酸及び浸

食子酸の場合に比して極めて淡白となりたるは. 前寅験の場合に比して濃度極めて低きが~め

なる可し。

XII. 本菌と他種菌との封侍培養に於ける

菌紗、の後育欣態

同一培養基内に於け る封侍崎養の揚合双極よ り官芝生し来れる菌叢が相接簡する欣態は同一種

叉は他種間或は同一系統に於て雨者は混和し或はまlIt備し叉は被覆する等特殊の現象を呈するも

のに して之等の事項11:闘しでは相官古るくより賀験せられ其の菌の現はす特殊現象を以て種類

判別の一方法たりと論及したる人も るりた り。

菌類封侍培養に闘し Harder， R. 氏 (14) は同一培養基内に於て捨子菌類(ナミググケ外 9

種〉及び子襲菌類 (Bot?'ytis 外 9 種〉の混合培養を行ひて菌の種類と遠隔封待の闘係.接備

後に於ける菌紛の稜育状態及び色素の生成関係立立に菌類埼護後 11C於げる培養基成分の鑓イ七等に

関して貰験を行ぴたり。 ヨたに Zeller 及び Scbmitz 両氏 (70) はペトリー氏皿を用ひて木材腐朽

菌の封侍培養を行ひたる結果雨者は相互に混合する場合. 雨者が相互に嫌関する場合及び雨者

が相互刺戟されて護育が促進さる L 場合あるととを認めたり。 1923 年 Porぬr C. L. 氏 (52)

は 132 種類の菌類に就きて宜験し?とる結果共の接鰯方法を 5 型11:分ち . f!，p ち A 型は Mutuary

intermingling, B型は Growtb surperficial over tbe conぬnding， C 型は剖igbt inhibitioll, D型は

Growth around tbe contending, E型は Mutual in at considerabJe distance の 5 型化分ちて之

等の性質は培養基の柴護が良好なるに従ひ其の傾向は微弱となるものにして斯くの主i1~ 'li質は

菌類~~IJ別上の-ñ条件をたすものなりと稿し且つ之れが性質を病筈駆除に利用したり 。 1925 &j=: 

Scbmitz Hentry 氏 (62) は系統の異主主るツガサルノコシカケ (Fomes pinicoLα〕菌のをJ侍埼

養を行ひたる結果同一系のものは嫌鯛も刺戟もなく恰もー鮪に接種し?とる揚合の如〈菌綜は培

養基の全面を被覆するも . 異なる系統のものを培養するとをは雨菌叢の境界に一線を形成する

を常とするものなりと稀せり。而して本邦に於て本現象に闘して初めて研究を試みられたる人

は中国民 (44， 45) に して氏は大正 15 年 (1925) に白絹病菌 (Scleroti'um Roljsii Sacc.) に閲

して封{寺南養を行ひたる結果双方の菌叢が相接して割線を生やる場合を牛鎌鰯現象と云ひ又双

方の菌叢が全然相接せ1-して其の聞に明瞭なる無生3ifF 乞生歩るを雨嫌鯛現象と稿せり。而して

氏は此の現象は異なる系統聞に見らる L ものにして同一系統聞に於ては双方の菌絡が互に相錯

4 

A ... 
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綜 して一個の来落を形成するととを認めたり 。 叉西門氏 (48) も亦昭和 5 年 (1929) Helmin・

tlw司por'iurn 菌に於て同一なる現象を認めたり o *-11:永友勇氏 (43) は昭和 7 年 (1931) カイ

メングケ (POlYPOT'US scl，ωeinilzii Fr.) 外 14 種の木材腐朽菌の混合培養を行びて之等の各

菌叢が明暗扇所11:於ける被覆閥係及び嫌鍋現象等に関して頗る詳細なる研究結果を蛮表せり。

同年治見、倉田雨氏 (20) はカ ンパグ ケ(昂lyp01"'U8 bet'ul仇~t8 (Bull.) Fr .) と 6 種の木材腐朽

菌及び他の木材腐朽菌聞に於て菌叢の接燭7状態と培養基放に明暗闘係を貫験せり 。昭和 10

年 6， 7 月田杉. 山田雨氏 (63) は饗類の菌按病菌に闘する封侍増養を行ひ双方菌叢相接して

:持 形成する接関線は雨系の菌綿が相錯綜して形成さるるものたるを以て一方の菌締が他方の上商

A 

又は下商のみを廻ヲて登育ずる場合は形成せられざるととを記述せり。

著者はブナクワヰカゼと他極の αmtostomella sp. 菌及び Graphi'U1n sp. 菌との封侍培養の

結果を観察すると共に主と してブナ材に護生する各種の木材J寓朽菌な使用 し?とる場合の結果を

も観察したる ものにして本質験に於ては醤油寒天及馬鈴薯寒天の岡培養基を用ひてぺ l、 リー氏

皿にて相当う}侍して移植し油!度 25・C. 内外の下に於て暗所にて培養後 5-10 日自 にて検したる

結果なり。市して培養せるペトり 一氏皿は厚き黒紙にてこ重に包み定温器内に容れ置きたるも

のに して本質験に供したる鎚色菌及び木材腐朽菌の種類は次の如 し。

A. 盤色菌

I. i関葉樹材を童話色せしむ る も の

1. Endoconid句?11山'a Baηae Kitajima (ブナ クワヰカピ〉

2.α:rcdo8tomella sp. 

3. 01.α，phút押t sp. 

4. Ce1・atostomella 'ulmi (Schwarz) Buisman. 

5. C.fagi W. 

6. C. que7"CUS Georg' e v. 

I1. 針葉樹材を鑓色せしむるも の

7. C. ips C. Rumbold. 

8. C. COß1・'ulαMiinch.

10. C. pini M� ch. 

10. C cαnαMiinch . 

11. C. pl~t1匂nn叫atα I-Iedgcock (潤葉樹材をも鐙色せしむ〉

12. C. pilije1'α(Fr.) Winter. (向上〉

B. 木材腐朽菌(ブナ材を腐朽せしむるもの〉

1. Polystictus sα.nguinm!s (L.) Fries. (ヒイロ グケ)

2. PolysMct'us ve1・sicolor Fr. ( カ ハラ グケ )
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3. P. hijOs'tttus Fr. (プラグカハラグケ〉

4. RωOiα 叩:porωゴαPers. (ワググサレグケ〉

5. F(ωnes fomentαrÍ'l18 (L.) Fr. (ホクチグケ〉

6. ~流協rewn frtlstulo8tlm Fr. (カグウロコグケ〉

7. Irpex consors Bel'k. ( = クウスパグケ)

8. Lenzites bel'ttlincl Fr. (カヒガ ラ グケ〉

9. Gollybia vel'utipes Fl'iω. (ヱノキグケ)

10. Pl，ωliotα Name1co (T. lto) S. Ito et Imai. (ナメコ)

第 1 il式験 木菌と各種慶色菌

Experiments 011 mixed culture of E. Bunae with other staine fungi 

菌 の 緩 類 1 .\~鈴事寒天培養基| 替 f白書芸天培養基
Kinds of Fungi I Potato-agar Soy-agar 

Endoconidiopltorα 1 ;双方相結合して会〈ー商談主 化す。
B世間e I 

" ~~，~V 1 _一一一一一←一一一l一一一一一一一一ーー| 左|こ同じ o
zB棚田 I E. B刷出 接黙(混合) E. B聞出

Endoconid'iopltora 
Bwηαe 

x 
Oeratoslornellαsp. 

雨者相援する部分に於て h: B刷出の
l若総は仁左ratostornellα 叩・を被覆して
上面に主主育し、 O. sp. は下側 l こ愛育す
る傾向を有し、特に其の按7昔前に於て
着色帯を形成ぜず。 1:左に同じ。

E.B加国e ←一一一一一卜一一一一←一万 m
主愛知仁王室育総絞コい sp・

繭菌キ目接する場合は E.B刷出は下商

Endoconidi仲間百〓ー|三JZZJ21222語234ZZ営
x 

山山~Uo"" I 鏡界線を作ら?。 左に同じ。

G悶pM叫明 sp. 

E?uloconid必pltorα
B聞tαe

x 
αratostornell，α ips 

Endoconidwpltora 
B肌αe

x 
C白atostomella ulmi 

Endoconidiophora 
B叩ULe

x 
Cもratostomella co四'ula

E.B叩雌 ←一一一l
接黙(同上) Graph. sp. 

E. Bunae は上而、 O. ips. は下面に於
て其の後育を練行するも後者は其の成
長を甚し〈阻止ぜらろ。

E. Eunae '--~I- ー→
接貼t護育不良コ α ips

雨菌共に混合ぜず燃側もぜず各々其の
愛育を総E演するも E.B肌αe は C.ul仇4
を被夜し後者は後背著しく後育不良

左に同じ。

となる。 1;左に同じ。

広伽αe ←一一ド二二三π ， " 
接知〔同上〉

上言E と同ーなるも α coerula の後育級 !α coerula の後育不良なりしま主
めて週鈍なる銭め其の街談前殆んど被 |め雨者の関係を充分に認め基ft 告
獲され後育関係不明。 I も五 Bun田の}菌締は α coerulα

E.Bw戸二二二二二二二二芸
接結t同上〉し . coe1'叫α

を越えて愛育す。

d-

"'"、It 



41 プナ丸太材聖書色の原 1!>1 をなすエ V ドコニデイオアオラー及び之れが後生防止に闘す芯研究

主幸 治 霊長夫埼養基
Soy-agar 

2事義薯寒天培
Potato-agar 

鈴J~ 菌の穏類|
Kinds of Fungi 1 

tr.に同じ。

E. Bunae は O.fiαgi を被覆して双方共
に後育を総行するも後者は愛育不良と
なる。

E. Bu;"αe ~一一一一 1一一一→
接結〈後育不良〉 αμ〆

E九doconidiophora
B叩w.e

x 
α叩tostomellα fagi

ftに問じ。

り
後

一・
剛

在
は

P

に
者

α

ηほ
コ
ゅ

は
る

二

1

・
叫
す

二
α

.
F行
。
ド
備

工
機
る

一
按

t
k

Z

一

方
す
い
か一

1
後
良

一

同
の
不

一

側
出
ぺ一

旬
q
L

一

B

各
馨

一

Z
て
育

一

ﾆw.oconidiophora 
B出国e

x 
Oeratost蜘:el!a pi'叫 E. Bunae -ー

爾菌設相援すると告 O. cana は後育を
停止し E. B也叩e 之れを被覆して愛育
す。

:>:-

左に同じきも下方にある O.Cα叩
が主主育停止の模様あり。

Bw.o叩nidiophorα
B制服

x 
αratostmηellaCa1旧 E-:-Bu附 1;::::==-n-…

接貼(翠E育停止〉山町一

後
て

は
え問

団指
C

は
M
M
 

に
か一Y接し相止

。

毅
停
寸

菌
を
育

府
育
資 左に同じ。

筋!d，ωoη.idiophora
B叩ae

.，-一一一一一一一歩

蹴通上コαg出向E. Bun田
x 

αTαωstmne!lα qt時四国

混合も搬腕もぜi'E. B叫叩e は α pluri
mηulata を越えて愛育し α pluri，αn?lula
ω は下方にありて後育するも著しく後
育不良となる。

Endoconidiophorα 
B閣制

左に同じ。x 
Cerαωstomella plurian・

nulαtα E. B棚田 ~一一一1 ー+!* -r ", -. O. pluri・主義思占(愛育不良〉 mndαω

左に同じ。

混合も主役胸もぜl'E. Bunae は αpdb
fera を越えて霊童育し O. pil~伽α は下方
にありて雨者共に旺盛に王室育す。

E.Bunae ←ー ド二二芸
制'，~(益育総綴)ド pilifem

EJnd回開idiophorα
B叩!ae

x 
Ceratosωmel!a pilifera 

本菌と各種木材腐朽菌第 2 試験

Experiments 011 mixed culture of E. Bunae with wooc1-destr可Ting fungi 

替 71h 寒天培養基
Soy-agar 

基3会主主
:wζ 裟寒天培

Potato-agar 
f也
~'jJ }怠菌の種

Kinds of fungi 

jち鈴E醤寒天培養基の場合 è ~各 1 1.'
同一。出叩B

 

α
 

p
・…

附
抑制

x 
Endoconidiophora 

B叩Iwe

隔首相接す る 部分に於て忍
B叫叩e は完全|こ其の後背を停止
すあ k 共に P. sangui刑制は完
全に之れを被夜して後育 し、此
の被覆しれる部分に~き禍色1ij'F
を作る。

雨官官の相援する部分に於て E. Bunae 
は滋手I を停止 し、 p， san伊Lineus の l省総
は之れを被裂して愛育す"h傾向を有し
此の部分の広 Bt!?lae 菌綜には補色殺
を作ろ。

+-ｭ

E.B叩lae

Endocm耐'ioplwra
B叫旬αe

x 
Polystictus san!仰ineus

1 P. 四ngui'悦由
接型，K愛育停止コ
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E富 の 怨 別|馬 鈴惑寒天培言主義|
Kinds of Fu口gi I Potato-agar 

雨|崎市目援停する部に於ては E. Bunae は

Endoconidiophol'α 
後育を iとし て、 P. versicolor は之れ
を被裂して後背し、此の部分に浪補色B叫叩e
市'子を f乍あ。x 

Polystictus versicolor ←二二f安「則 P. ver泊仇
E. Buna“ ae ~~J~ C霊童青停止〉

雨磁キ目援す る部P分. に於て E. Bunae は

FJndoconidiophorα Bunαe 
資育を停止し hirsutus は完会に被
復 して愛育し其の菌需品の被援ぜ る部分

X 
は初色にE主化す。

Polystictus hù・開加 τ山山z山デν 二二接「黒lI Pp himut畑E・ (向上〉

E九doconidiophω1"a 向上なお も閣議の被覆さ れれ あ部分は

、 Bunαe 会<~色ぜず。

X E. B仰7ニコ接l理川市Poriα 叩porariα 〈向上〉

雨l街のキ目接すJ.，部分に於て E. Bunαe 
はま主育を会〈停止すおし 1. 問団01'8 は

Endo∞dhlioFAora B旬%αe 之れを被夜して滋育 し、 よ誌 のI務総に依
1) て被覆さ れTこち部分の E. B肌出の

X 吉野忠は茶綿色をなす。
Irpex co?国ors

山W ←二コ桜「恥 1. COns01.8 
Bunae :fi'@ml'ìC同上〉

雨 íl.\i の相接f亭すろ!')Î"に於ては E. Bunae 

Endoconidio ph01官 は後育を 止 し、Jl主のJjJj-は茶補色の線

B叩αe 併を作る。而して F. 日]0告m傾ent向α，1"Í'を協有はすE. 
X 

Bunαe を被夜するが~Q ~ を 。

Fome8 jomenl，ari山 ←二コ接|駄 F. 州側・Z BmM (向上〉 α門出

、

分に於て E. Btmαe 
すち L 、 s. fγ回:tulo胃
して後育す。

S.1r協tulo副市
P占(向上〉

E. B叩!(Ie 1省総は L. betuli'η由 t主ul本t日n接問
ずる者Jj}jにて後育停止し、 L. be 

Endoconidioph01 α は前 を被Z立すろ傾向ありて此の部分
の E. Bunae の l~{締は補色を曇すろを

Bu.同e
以て、繭者相接すあ部分に制色併を作

ﾗ 
Lenz'ﾎtes beluz.i11切 ろ。

←二=主義「郎 L. betulinus 
E. Bunαe :fi'@i!1~c同上〉

月Jj・に於て E. Bunae 
P. Narneko は之れを

P. Nameko 
MIJ;(向上〉

醤 f由寒天埼養器
Soy-agar 

岡高後時育目 i安すろ部に於て E. B山田
は を停止すろも、 R 回rsi・

color は完P全.11，にel'S之icoれ101'を被夜して
後育し、 菌紛の被
夜は淡ぜあ部分は E.E叩回の蘭紛

禍色と化す。

大憾に於て馬鈴薯霊長天上音主主基 と
問-.形成さあろ樹色紗梢々 7
すし。

大憶に於て馬鈴薯寒天培養基と
同ーなり。

~鈴薯寒天猪従事~の場合と同一
な るも 被夜ぜられれるíl.\i殺部の
務色也、馬鈴薯寒天地養基に比し
て甚しく淡色なり。

馬鈴薯寒天培養基と 岡ーなる L
キ目援Fす. る部分の着色淡きこと及
ぴ f充01分明朗にtαT旬s が被覆すあ
f頃向を 日怒むろを f号、

問者のキ目接すろ部分に於ては
E.B刷出はまE育を停止して
L. betul向山は完全 に 本磁を
被渡淡 して後Y4' し、此の部分に佑
に き補色殺を作る。

以上の賀験成績に撮り先づプナクヲヰカピにま与する Ceratostomellα 各種及び木材腐朽菌の混

合埼養の結果を見るに.同一菌の揚合は相互に混合して全く 単-t:r. る菌締叢を形成するも共の

ベ

F 

則4ト

rヂ



;ト
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他のものに於ては相混合せ歩。而して単に Graphútm sp. は本菌の上国を被覆して雨者共に其

の護育を檎績ずる も其の他の凡ての Cemiostomellα 菌陀封しては例外泣く常にプナクワヰカピ

は相会Iせ る Ceratostomella の菌叢乞被覆するものにして. 之等被覆せられたる菌叢の中にて

αmtostomell臼 sp・ 及び C. pilifc? α の 2 種は爾後の殻育を依然として櫨続するも ， 其の他の

種類は甚しく護育を阻止せらるムか又は全く蛮育を停止するとと左認めたり 03えにブナ材に護

生する木材腐朽菌類の聞に於け る混合培養の結果を見るに雨菌叢が相接する場合常化例外なく

ブナクワヰカピの菌締は蛮育を停止するも、木材腐朽菌の菌締は相îi侍せる本菌の菌叢~乗り

越して護育し被覆されたる菌叢部に於て褐色の愛色を形成ずるも . ブナ丸太材tて蛮生少な を

品川α1α:])01・αria 菌の場合に於ては斯くの如き関係を認むるとと能はさやりき。

即ち上記の結果を見るに各菌の聞に於ては通常異種系の聞に認めらるる嫌鯛現象は之れを認

むるとと能はや叉 1 菌は相封侍せる他種菌を常に被覆したるを以て回杉氏の認められたる接鰯

線をも亦認むるとと能はざりしも .Porter 氏の説明したる A. type(Mu七ural intermingling), B. 

type (Growth surperficial over contending) の 2 種の蛮育関係を認めたり。而して前記の成績

に於て最も興味あるととは Ceratostomella 菌との混合の場合は常にブナクヲヰカピが優勢の位

置を取り劃待せる C町atostomella 菌を被覆して之等の登育を停止せしむるか又は甚しく蛮育を

不良に終らしむるを通常とするも.プナに警生ずる木材腐朽菌の場合に於ては之等の護育関係

は全く道陣してブナクヲヰカピの菌叢は蛮育を停止して木材腐朽菌の菌訴は本菌の菌叢を被覆

して護育ずる事買なり。此の結果はプナクワヰカピの寄生を受けたるプナ丸太の木口には共後

漸女各種の木材腐朽菌の蛮生を認むると雄も己花木材腐朽菌の侵入せる部分には本菌は全く珪

育不可能なる事並に前記したるが如く Ceratostomella sp. 及び Gmphùtrn sp. が他の鐙色菌類

と異なり . 混合も阻止もせず志して相互に殻育を櫨績するととも自然の事買とさをく一致するもの

と云ふ可し。向上記の結果より立論ずる時はプナ丸太が本菌に依り援色すると雄もナメコの栽

培用の原木と 1しては充分に利用し得るものと認むるなり。又前述したるが如く著者が本質般に

使用したる各種の鑓色菌及び腐朽菌類は何れもブナクワヰカピを被翠するか叉はブナクワヰカ

ピに依り被覆せらる与を以て相îi侍せる開菌の接関械を形成せぎるととは田杉.山田雨氏の翻

察を裏書ずるものと云ふ可し。

XIII. 本菌の後育に及ぼす遊離酸素の影響

従来本菌のプナ丸太の木口に護育ずる j伏態を見るに木口附近に其の最も著しき護育を見るも

術縫色深き丸太に於ては相首深き内方部に至る迄其の菌紙、の蛮達したるを認むるなり。而して

一般に菌類の蛮育には酸素の必要なるととは異論なき所にして. 之等の閥係陀就きて既往に於

て巴に多数の翠者の研究業績あり。市して本菌に類似して本邦産・マツ材を育費せしむる Cerα

tostmella ips 及び α pini v亡閲しては自去に西門氏 (46， 49) の研究ありて氏の貫l鳴に撮れば雨

Cemtosto円tellα 共?と遊離酸素たき所にては全然其の護育を認めさもるが却し。女ltC w. Loose 氏

(68) は αγcdostomellafCLgi w. Loose 菌に関して貫験を行ひ?とる結果空気中に於ける酸素の
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量が 14ー16 %の場合に於ては常態のもの (20%) と殆んど直別を認めざるも 4-6% 起は術

本菌は殻育を糟糠するとと'{t認めたり。

質験方法

木賞験tて於ては通常嫌気性細菌の増養('CFFJ LÅ らる.1. Buchner 氏の方法に擦りたるものに し

て著者の用ひたる大試験管は口径 3.5cm 長さ 35 cm ('Cて共の底部陀5% のピ ロガロー Jレ 30cc

及び 25% の苛性加里 15cc '{t入れ.日Ij~亡 2 種の異なる培養基を有する小なる試験管に斜面

埼養'{t行ひたるものを軽るく綿栓を施したるものを大試験管内に吊して 25
0

C.-28・C. ('C於て菌

紙の護育を検したるものにして比較の清めに底部陀蒸溜水を入れたるもの及び何物をも加へざ 局

るものを準備したり口市して Liebig 氏の賀験に操れば.ピロガローノレに因る酸素の吸牧カは

150C. 又はそれ以上の時に旺盛となるが如く且つ 22% のピロガロールの 1 cc は 12cc の酸

素を吸牧ずるを以て其の結果より算定せば 5% のでロガロール 30cc は約 90cc の酸素を吸

牧し得るたり白而して大試験管内に含有せらるム酸素の量は設諜栓及び繋液の占むる容積を控

除するとをは約 35.7 cc 内外なるを以て前記の大試験管誌に小試験管内25集中に含有せらる与

酸素の量は計算上大試験管に加へられたるピロガローノしに依り殆んど完全に吸i放されたるもの

と認むるなり。

第 1 試験

終週日数|朕 態
Days Condition 

義晴
r

4
d
a
 

天
吋

怨
一
附

前
者n
m

鈴馬 替 f出怨天培養基
Soy-agar 

• . 

1 後青島ぜ? 後育ぜ?

2 ノア λy 

無酸素 l痘 3 // " 
4 /1 /1 

5 /1 /1 

3 日 後
1 接種I!!，~の周図に多量に"í&育 :t.:に同じく多量の菌紛の号室

す。 7守を見る。
2 υ ノγ

税準底 3 fI ノγ

4 /1 . /1 
5 /1 /1 

1 主主めて欲涯に wt育す 会く"í&育ぜ?

2 fI /1 

~!~酸素直 3 会く後育也? // 

4 fI 接中穣薗ぜあ菌宝芝濃生部に白色の~
絡を す。

5 /1 後育ぜ?。

5 日 後 菌紡:は斜面全憾を夜ひ主t:の 斜面会骨量白色の菌総に被夜1 一部には己に成熟ぜあ直宮古車
ぜらろ。

の後背を見る。
2 H /1 

者五 ~主 J~ 3 /1 fI 

4 /1 fI 

5 fI fI 
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総週日数 I !Iた 態|湾鈴等寒天培養主主
Days Condition Potato-agar 

1 無酸素!冨の L のを l
日 後 i |全部完全に後育を開始す 。I 'ìji;態に移す。 I

経過 日 数|
Days 

3 日 後

5 日 後

J伏 態
一二..

Con�tion 

1n.~酸素 !高

忽~ 1$ m,: 

無酸素医

~í fj手区

1 

E 

3 

4 

5 

1 

2 

3 

1 

2 

3 

品

5 

1 

2 

3 

第 2 試験

.I:~鈴喜男長天 捕まさ基
Potato-agar 

~育ぜず

11 

11 

11 

fI 

斜面の大字は菌設にて覆は
J50 

l' 

11 

まま育て主?

11 

後育の痕跡あり。

11 

ノγ

商叢は斜面を夜ひて其の成
熟ぜろものは補色を呈する
ものあり 。

11 

fI 

i 醤 がl 寒天埼日
Soy-agar 

|全部完全に腕を開始す。

醤 i山寒天培養基
Soya-agar 

王室育てます

11 

11 

11 

fI 

斜面の字分以上菌主主の王室育
を見品 。

11 

11 

主主育也す・

11 

I! 

fI 

11 

白色のl笥総は墓前金総を複
ひ其の一部は硝子壁を上昇
す。

fI 

11 

| 無酸素直を常態に I ~ -/,-r_ I " y"$:."# '1". ~ EI.l.l......". 日 後 l 移す。 I 良好に後育を開始す。 I 良好に愛育を開始す。

以上 2 回に亙る宜験成績を翻るに標準のものは極めて旺盛なる菌訴の蛮育を行tð_ふに封し

て. 遊離酸素なき場所に於ては本菌は全く登育せぎるか又は僅に殻育の痕跡、を認め而かも之れ

を 7 日後陀常態tて移す時は直に護育を開始するととな認めたり 。唯馬鈴薯寒天培養基及び醤沿i

寒天培養慕共に稀に菌締が僅に登育ずるものあるも右は護謀栓の不完全なる部分より僅に空気

が侵入するに因るものにして. ヌド菌は酸素杜絶の下tて於てはさを然共の護育を途ぐるとと能はぎ

るとと明かなり。即ち鐙色丸太に於ては木口より 1m 以上の内方部分迄菌締の議干寄せるを観

るは此の附近迄も菌の護育に充分な る酸素は自然に供給せらる L も のなるが如し口彼の昭和 9

年秋田営林局管内員室川営林署部内に貫行したるプナ丸太が共の木口 に多量のブナクワヰカピ

の費生せしにも係らや木口よりの鑓色極めて僅少陀止まりし理由は 6 月伐倒後 9 月 の検査迄
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の期間降雨多 く .加ふる 陀丸太の置かれたる所が全く 日 光を透さざる樹陰下な りしを以て丸太

の木口 は癒令市峨稜達 して伐倒首時の漣材部陀含有せられたる水分が殆んど失はれさ.7.> ~てあ り

しが故なるぺ L.o "Ií此EEに前記貴mfHと於てーゴすを袈ずる問題は大試験f<~:内部の酸素の吸I1士 さ る

ると と 陀 出り て共の内部には或る程度の減墜を生ヂるを以て前記の結果は酸素i快乏の矯めなる

や又は減監の結果な るやi間々に断定ずるとと能はざるも 前記の如き按置に於ては謎設校の部分

より 極めて徽量づ L 空気侵入して此の侵入 したる?~ I:l ' の峨禁は直にピロガロールに吸I1文さ れ漸

次斯く の如くして大試験管I^Jは ?;?墜に近き j伏態と J~ るぺ く. 従って 内部に於ける減座の関係は

考慮するの要なかるべ、 L.o )川よるるに持者は曾クて木材腐朽閣の蛮育に封する遊離酸素の影響を 司

宜験したる際に於て右腐朽菌紙の殻育に11する影響は酸素蝕乏の~めなるか叉は減座の結果な

るかに就き賀験 したるに減問の影響全 く無きととを質般的陀誰明したる ;，"Jr.貰よ り 翻るも前記の

最古巣は酸素快乏の矯めな り と思考するものな り 口市して前記 Pe陥r 1\"; , CU I'L' i e 氏の液勝士官安

基に於ける培養試験の揚合の如く、 本聞の菌綿が全然恭回t亡き走中商品;告を護育せ歩して基中深〈

菌締設を形成する賄より 考察するときは、 本菌は7]\裕液中 tて溶解せる恨めて少量の酸素の存在

に於て護育可能なるととは推察する陀難から歩。

XIV. 本菌の後育に及ぼすプナ材合有水分の影響

フaナ丸太の木口が或る程度に乾燥するときは本間は全然強育不可能となるを以て此の欣態は

果して如何なる程度の水分を有ずるものなるやは誠に興味ある 1')日!直なるのみな らやブナ材乾

燥の場合11(於ても本商比因る鑓色を受くるととある~以てプナ材の含有水分と 木菌の護育

関係、~ 明かなら しむ る事は質I~問題と しても重要なるととなるが故に放の 如き買験を行ひた

り 。

質験方法

昭和 10 年 8 月下旬新に伐倒 したるブナ丸太材地材部よ り 成る可く 木目 を 一定するが如 く 長

さ 20cm 隔 2. 5cm 厚さ 1.5cm の試験材を木取りたり . 而 して各試験材の水分測定の 目的

を以て各材より 厚さ 5mm の木片を縦に切り取り 此の切 り取 り ?とる材・は:51: の試験材と共陀大

なる試験管に入れて時氏 100 皮にて 30 分間づ.\. 2 回治毒後前記の;J、号、る木片は直に )1元 tl1 して

水分を測定し大なる方には別に醤汁]，寒天に培養し世きたる本菌の菌綿を疲天と共に約 51ll1ll zp 

ブ5'1'L切り取り 試験材の上*下の三個所に接荘~して . 電気弘:世に依 り 温度 25'C 協肢は生材及び

乾燥材の有する協度に鹿じて其の栴皮を 'tTI~亡同一j伏態t亡在ら しtr るが如 く 恒温恒潟器内部の漁

皮を調節 し 14 日 に豆 り て閣の護育j伏態立立に鑓色閥係を調査 したるものにして共の結果次の如

し。而して本質験は本閣の越間とする 26'C. よりも i萄湿なる夏季に行ひ?とるを以て恒沼恒漁器

は氷を使用して内部の温度を気温以下に低下せ しめ以て徴弱なる電熱に依りて所要の温度を保

有せしめたるものな り。
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1. 生材にまJする試験(昭和 10 年 9 月 21 日 接腫〉

Experiments 011 ftesb wood 

a同

番披 生材重量 絶 乾重 長 霊長の差 合 有水分本 自!!î ポJー

1Veight or ffgle>sh 
(g) (g) ( 予五〉

No. 
Oven-<lry 

Lυss of �eight 
l\1oi~ture per Remarks 

、vood 、v e ight cent 

1 1盛. 28 8.95 5.33 37.32 

2 15.47 9.(;5 5.82 37.62 

毎
3 15.69 9.75 5.91 37.85 

4 16.35 日 .97 n.38 39.02 

5 16.98 10.23 6.75 39.75 
接続後於験材の接種思li ll(;t

日 10.G2 臼 . 97 0.05 品0.01

近の材の表面上にF古紙後
7 15.80 9.4G 6.34 品0 . 12

生し 5 日後に至れ t ，:r~;jの
8 15.54 9.28 G.20 40.28 

全面はI持続を以て被裂さ
自 15.85 日 .32 G.53 41.19 

れ無数の子表殻形成され
10 15.40 8.99 G.41 41.日2

材・は淡ífj日禍色と化す。
11 16.25 9.42 6.83 42.03 

12 16.03 9.16 6.87 生2 . 85

13 16.45 9.40 7.05 品2.85

14 15.90 9 .0生 6.86 43.14 

15 16.60 9.15 7.45 品生.87

2. 乾燥材l'C~fする試験(昭和 10 年 10 月 20 日 接種)

Experiments 00 dry WOOﾙ 

A. 揃氏 45 度にて 15 時間乾燥す

Dried at 45・C. for 15 bours 

制 | 乾燥重量 l 絶乾重 設 重量の差 合有水分 布
f肋 茸d会f 

(g) I (g) (g) (%) 

No ・ weigh of dry Weiugrhv t of Loss of Weigbt 
lI10isture per 

Remarks 
woorl I oven-dry 、，v ood cent 

1 I 12.49 10.00 2.49 ]9.93 菌紡は接種黙阿j 近に 1<Yi に
後生すろ に泡ぎず。
背!îit忠は材の中部以下に の

2 I 13.59 10.73 2.86 21.04 | み後生して材の主主色を認
めず。

3 I 12.48 日 . 75 2.73 21.87 第 1 銃主同様

菌紙、は材の申告ß以下に の
品 i 12.15 9.40 2.75 22.63 | み後生し其の部は綱色に

革連化す。

14.10 10.85 3.25 23.04 同上

12.60 9.61 2.99 23.73 第 2 放と同様

13.46 10.22 3.2品 24.07 向上
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容~~
乾 燥重金 総 乾 丞盆 設立の義 合有水分率

古市 考
1司/eight of <dga-y>

(g) (g) 〈己%)

No. Weight of oveu 
Los可 of Weight 

Moistllre pel' 
Remarks 

、，yood dry woocl cent 

8 13.55 10.13 3.40 25.09 ~~ 1 披と 同様

。 13.64 10.16 3.生8 25.51 向上

10 12.43 9.21 3.22 25.90 向上
試験材 の会前は疎1i土な ろ

11 13.87 10.12 3.'15 27.03 主主 中 I者続 を 以てま査はれ1:
ろ も 袋色は接種鮎11ft近の
Aト。

12 13.80 日.日9 3.81 27.60 ~"，; 2 腕と 同fJt

試験材の会商はiBl! 1技な芯
13 13.23 9.30 3.93 29.70 '!.'! 中 }特赦に て覆?はるる L

材の霊童色 を 見 。

1生 13.66 9.60 4.06 29.72 向上

15 14.19 9.65 品 .5呈 31.99 if'lUニ

B. 時氏 45 度化て 15 時間次に 60 J変化て 211時間乾燥後責験室に置きたるものな り

At flrst, dried at 45
0C. for 15 h ours, and then at 60'C. for 21 hours 

番放
乾燥 重量 絡乾重量 ::lll:設の幾 合有水分本

古市 量J会

1Veigwhot ood f (dgry >
(g) (g) に%)

No. 
Weight of oven 

Lo田 of Weight 
Moistllr巴 per

Remarks dry 、yood ceut 

1 10.62 9.32 1.30 12.24 

2 12.32 10.80 1.52 12.33 

3 12.42 10.84 1.5~ 12.72 

4 12.59 10.95 L.64 13.02 

5 12.12 10.54 1.58 13.03 

6 11.15 9.6日 1.46 13.09 

7 10.75 9.34 1.41 13.11 
接穂 しれ 忠 商設は乾燥し

8 13.17 11.44 1.73 13.13 
全然l笥忠告 のE芝生を認 めず。

9 11.37 9.84 1.50 13.19 

10 11.81 10.20 1.61 13.63 

11 11.68 10.09 1.59 13.61 

12 10.99 9.46 1.53 13.92 

13 12.25 10.45 1.80 1生.69

14 11.90 10.13 1.07 14.87 

15 12.22 10.44 1.84 15.05 

上記の結果よ り 考察するときは本菌はフナ材の合7.1'\率 15% 以下の物に接種したる菌叢は乾

燥して菌総は全然護育不可能なるも 19-25% 前後に於ては接種鞘の周囲に僅に護育するか叉

は辛ふじて材面に護育する程度なり.市して 27-31% 内外に逮せば材の全面に極めて薄すく

~ 



プナ丸太材主主色の原因をなすエ y ドコニデイオフオラー及び之れが後生防止に闘寸 志問先 49 

空中菌紛の蔓延を見るも未だ材の慶色を来す程度化達せやロ然れども 37% 以上に於ては菌訴

は猛烈なる護育をなすと共に材の鑓色も亦甚しくなり筏種後 7 日内外にして無数の子謀殺の形

成を認めたり。j3[l ちが[ くの如き結果より翻るときはブナ材を乾燥する場合に於ても共の含有水

分を 15-16% (大髄に於て気乾欣態〉に保ち世くときは本菌の蛮生は全然之れを防止し得可

く . 叉 30;'/0 附近比於ては単に菌締が徴弱に殻生ずるのみにして材を蟹色せ しむ る程度1'C遼せ

ざる事貰はブナ材製品の乾燥上l~めて重要なるととなりとす口

ーさを XV. 本菌の各種防腐剤に謝する抵抗力

前記接障試験の結果の示すが如く本菌はブナ丸太の木口より侵入して材を饗色せ しむるもの

なるを以て. 木 口 十亡特産の殺菌剤を塗布するときは之れを防止し得るの理なるが故~.如何な

る極類のものを如何な る濃度に於て使用するを最も合理的なるやを確定する大臨の標準を知る

ためマレユツハ硫酸銅. 昇京.石茨ターノレ・クレオソ-1' . *クー Jレの如き各種殺菌剤の本

菌に封ずる有毒性を買験したり口而して之れが方法は姿芽楢寒天培養基陀混じて所要の濃度の

ものを作りて屑zf三階養方法に蛾り 26'0. に於て培養後 5 日目に於て之れが護育の有無を観察 し

たり。向本期聞に於て蛮育せざるものは 10 日目 に至りて新なる培養基に移して之が生死を検

したり。而して本試験に使用したる重金属の殺菌剤は使用培養基と化合して之れが有毒性花壇

化を及ぼすは考へざる可からざるととなるも.本培養基の主nき組成の簡単なる屑養基の場合に

は大髄の傾向は窺知し得る陀足るものと信やるなり白而して結品水を含有する硫酸銅の濃度は

之れが結品水を含む濃度を意味するものなり o ?70て各表中十 は菌綿の護育せるととを示 し.ー

は蛮育せざるととを意味し、 土は護育の痕跡をと現したるものなり口

1. マ V"'- ツト(純閤産〉

Malenit日

1~ 験回数
ìk~ 目E くラ:G)

Co口centration 備 茸多
J 

Experiment 

No. 機準 I 0.01 I 0.05 Control I u.u~ 0.3 0.5 Relllarks 

jf~ 1 図

な
叢
輸

小
前
阿
る

は
し
ず

の
成
曇

O

L

形
を
す

の
を
色
成

%
議
議
形

孔
菌
は
を

引
ろ
に
居

第 2 回 同上
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.1U蛤 l回歎

Experiment 

No. 

調~ 3 回

第 1 1[11 

林業試験戦侍 第 三 十五日見

w占 皮 く ラG)
Concentration 自前 考

Remarks 

O.Ol% の L のは小な
ろ磁叢を形成し菌叢
に はま震色 を 曇ずる輸
暦を形成す。

f�J Jニ

上記の結果の虫/1( マレエツトは例外なく 0.05% に於て全く木菌の護育tr.:認めざりしを以て .

右の濃度に於ては菌は単陀護育を防止されたる程度に止まるものなるや又は全 〈 死滅 したるも

のなるやを検する潟め培養後 10 日 目にして新たなる醤油寒天i看護基に移して殻育を促したる

も 何れも途に蛮生せヂ。自1ち 10 日間の培養試験中陀於て死滅せるものなり。

J~ U験恒I ~投

Experi凹ent

No. 

1 

第 1 回 2 

第 2 回

建主

+ 

2. 昇京(市!虫日本薬局方〉

MerclIl'ic chlol'icle 

l1t 仁%)
Conceutmtion 

01 I 0.05 I 0.10 I 0.30 I 

第 3 回 2 + + 

3 I + 

1 I + 

書~ 4 凹 2 十 + 

3 I I + 

。15

Remarl<s 

世
"J 

0 . 01% の も のは接得
総の)liJl誼に 'Ì!l~数の子
議殻を形成す。
保持主に L 之れを認tJ
ろ も 極めて僅少な り 。

同上

向 上

l司上

勾

fι 
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_U己の到1< 封宗も 0.05% 1tL於ても全く由.の護育を認めざりしを以て培養後 10 日 にして瑳i

叢を新なる哲油差益天培養基に移して共の生合如何 を検したるに孔:の結果も前記したるマレユツ

干 の場合と同 じく 全 く之れが護生を認めざりきD 卸ち培養!↓I菌は死滅したるものなりとすD

3. 硫酸tIKflJ' Jl'X工業HJ)

CopJiler sul�lmte. 

並E Jit. C%) 
試験 I!!l放 番抗 ConcentmtioLl 

Expcriment 
No ・ t~'~ 準 |No. 0.01 0.05 0.10 0.30 0.50 

Control 

1 + + 

2 + + →ー

買'5 1 恒l 日 + + 

+ + 

+ + ゴ=

1 + + 一 一

2 + + 一 一 一

第 2 削 3 + + 一

4 + + 一

5 + + 一 一 ー

1 + + ー 一 一 一

2 十 + →ー 一 ー ー

tf; 3 凶 3 + + 一 一 ー 自

品 + + ー 一 一 ー

5 + + →ー
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前表の示すが主Il ぐ硫酸鍋を使用し?とる場合は 0.01% 陀於て梢k護育すると雄も， 0.05% に

於ては稀陀護育の痕跡を示 すか又は全く護育せざる ものにして共の有毒性に於ては前記のマレ

エツト及び昇宗と大韓に於て同一程度の毒性を有するものと認む可し。

4. クレオソート(市販の純良なら さやるもの を使用せ り 。〉

Oreosote (not good) 

i設
00口centra

官 I 0.01 I 0.051 0.10 I 0.30 I 0.50 

1 + ート + ート + + + + 十

第 l 図 2 + 十 + + + 十 + 十 + 

3 十 + 十 + 十 + + + 

1 mト + ート + 匂ト + + 十 + 

第 2 恒l 2 十 + 十 + 十 ート 4 + 

3 十 + + + + + + 

一一一一一一

1 + 十 十 + 十 + 

第 3 回 2 十 + 十 -ト + + + -ト + 

3 ート + + + ート + ート 十

1 + + + + + + + + + 

第益岡 2 + ー十 十 4 十 十 + + 、+
一

3 + -ト + 十 + + 十 + 

上記の結果より翻る時は市販の所百13 ク νオ ソー トと稀する不良なるク νオソー l、は有毒性著

しく微弱にして1.50% に至るも柏々大なる菌叢を形成して前記各種の殺菌剤~v亡比して共の有

毒性著るしく徴弱なりと認むるもの有るを以て防腐剤購入に嘗 りで は比重並陀薬剤の性欣等に

闘し!設筏たる注意を要するものなり口

5. 石茨グー Jレ・クレオソート(比重1.054)

00品l・tar Cl'eoso te (目p. gr. 1.054) 

/.-

、、，，...

J 
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%鈎>貨 験附回数判| 番醐狭 | 波 C伽O凹叩Z口ncer叩1児lcen白聞cen町叩n川tr凶a山F くω
E監主p附e町帥r

No. I ~W. I Oon-I 0.01 I 0.05 I 0.10 I 0.30 I 0.50 
I I trol I I 

111 1 回

~~ 2 回

~ 3 回

第 昼 間

官m 考

Remarks 

棋準のものは全面菌紙にて夜は れ
菌君主は赤織色に聖霊化す。
0.01% 合有のものも粉々後背を防
止 さ れ. 0.05% は交に徴弱とな h
0.10%に於ては接種菌叢の周囲に
他に制旬I省主主を 出ぜしに過ぎず。

lfiJ 上

問 上

JITJ 上

上記の貫験成績の示ずが如く純良なるクレオソ - }は 0.10% に於ては僅陀殻育 L. 0.30% 

に於ては全然其の蛮育を防止し殺菌力は甚しく大なるととを認めたり 。

6. 木グール

Wood-tar 

1:t!段回数 接続 盟主 皮 (%) 
Oonce口trati"!1 備考

Experiment 

N05; i001| 。付。山口 1 0.50 1 0.70 1 1.00 No. 
Remarks 

1 + + I + I + I + 1+1 

第 1 図 2 + + I + I + + I + 

3 I + I + 1+1 + I + I + 

1 十

: I : I : I : I 第 2 2 十 + + I + 
3 + + I + I + 

第 3 図 l ;|;|:l:[: 

0 .10% 迄は採準に比
して粉々劣るの感あ
る L 菌叢の全面Iに 亘
り安中菌i誌は給々多
〈愛育 し、 0.30ラG ，f，
H 後育稽々不良とな
り、 0 . 50% に於ては
小なる菌叢 を作ろ に
過ぎ?。

向上

向上
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1t!験回数

Experiment 

No. 

第企 図

林 業試験 報告 第三十五腕

iEt 皮 C%)
Conccntration 術i 考

Re <uarks

l司 上

前記し?とる成績を綜合ナるに周平培養基ブJ法に於て最も有荏性の大なるものは、界宗. ，レ

=ツト及び硫酸銅にしてクレオソー l、之陀次官.木タールは之より僅かに微弱にして市販のク

レオソ ート と綿する不良なる防腐資uは共の有毒性著しく徴弱にして 1.50% に於ても向且ク菌

の護育ずるを認めたり口三えに上記各諜剤が護育」を防止 したる濃j支を示せば火の如l しO

マレユツ ト 0.05%. 昇京 0.05%，

硫酸銅 0.05-0.10%. 不純クレオソート 1.50%(此の濃度にでも護育す)

純クレオソート 0.30%. 木タール 0.70% 

而して西門氏が Cel叫ostomcllc6 pin'i に 3討する硫酸銅及び昇京の有毒性試験の結果を見る

に .前者は 0.01%(10.000倍〕に於て .後者は 0.002-0.0001% (50.000-100.000佑〉に於て共の護

育は停止さ るが却きに封して . 著者のブナクワヰカピは硫酸銅は 0.10-0.05% (1000-2000倍) .

昇宋に到しては 0.05%(:2000傍〉に於て共の殻育乞停止するが如〈雨菌の琵育限界濃度に梢k

大なる相違通うるが如きも困門氏の使肘培養基と著者の培養基とは其の 1m多少相異.あり且つ使用

温度立立に菌も亦同一ならざるを以て共の問者を正確に批判するとと能はぎるも.ブナクワヰメl

ピは之等の有毒物に封 して C. pini VL比して大なる抵抗力を有するものなるが如し。

XVI. プナ困板に主主する愛色防止試験

前記したる各極薬剤の濃度は単陀埼養方法により検レたるのみにして其の結果は直にブナ丸

太に使用し難く . 殊に多量の水分を合有し、 且てコ共の合有成分も亦複雑なるブナ材に於ては使

)'1]襲J伐の濃度は更に稀部となり .或は難剛の有毒性化鑓化を来すととも想像さる可< . 殊に丸

太の木口が降雨に打たるる皮に7ki務 '1生の殺菌剤lは多少流失ずるととも考へらる可きととなるを

以て.之れがjfl捺の使用に首りでは如何なる濃度を油首とするやをタn る括め .ilíj記の薬剤j中の昇

宗. マレエツト及び硫酸銅の各築制は菌の護育を防止し?とる前記の最低濃度より甚しく濃厚な

おものを使用して鐙色防止試験を行ぴた り D

方法

.,;.r 

~ . 
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昭和 7 年 2 月後閑営林署部内より新らしく伐倒し?とる直1~S 10cm のプナ丸太を取寄せ. 之れ

を長さ 6ClIlに切り比較用のものは蒸潮水を放牧したる脱脂綿をイ11 き?とる二重綿子桜中に容れ.

高墜殺菌器を使用し 1200C V亡於て 3 日間 30 分間消毒し. 共の他の ものには先づ岡木口及び周

囲陀充分前記濃度の薬液を塗布し?とる後前記の如き硝子器内に零れ、 各材の表面に本菌の菌叢

を袋天と共に切り取り て接種し 2WC. の定温器内に置き . 接種後 10 日自に其の結果を翻終せ

り。而して前述し?とるが如く本試験材は生材な るがよ共の底部には蒸湖水を合有せるl此脂;Í':1Ìlを

有するを以て塗才Ij したる薬液は1庄しく稀i時と怒れるものなり 。

賀 験(日間I~ 7 年 3 H 11 日より同年 7 n 19 f-j) 

1. 昇京I'l:封ずる賞験

Ex:periments on Mercuric cbloride 

貨 験 回数 | 濃 度 | 君HJÆ FJf 来
Ex口erime四t I 仁必) I 

No. 1 Concentra1ﾏon 1 No. Results 

第 1 回 0.1 

封~ 2 回 0.5 

第 3 凹 0.5 

第 4 回 0.5 

第 5 回 1.0 

2 1 同扱共に接続黒占の附近に於て他少なあ 白色の菌紛の設育を認
1 1 め、 此の部分の材の水口百は赤字誌色に濃化す。

3 1I 

1 

2 各l)!}U与に菌叢の問図 ι 日菌需品の!a育を見ず し て菌は全 OE滅
ぜ あを認め 7こ り。

1 

1 

2 

3 各統J与菌乱告のE主育を認め ず。

4 

日

1 

} 1 及び 2 は菌紛の設育叫す。
2 

3 }~及ぴ生は接種黙の周闘に勉めて微量に蹴倒 ~~y'!' ~ f:
4 るも、材の縫色を認めず。

1 

2 

各抗共に 主主二 L 菌の王室育 を認めず。
3 

材の霊童色も亦認め られず。
4 

5 
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貨店童図蚊
Experiment 

No. 

濃 度|番絞 |
C%) I 

Concentration I No. I 

京古 呆

ReslJlts 

1 

2 
美
附
明
を

は
は
飽

材
一山
貨

の
金
給

分
の
の

部
口
数

の
木
銃
一

立
h
て
て

，
-

Eレ
p
u

b
」
、
e
w
LV
レ

iy
l
,T 

K

自
開
決

岬
屯
口
H
円
い

す

7
色

育
後
黒

溌
穫
は

の
接
部

総
つ
の

蘭
且
比

日
、
.
、

F
A恥
l
ν
H
J

ト
日
レ
u
乍
h
l

m
附
d
l

￠
l

穏
に
を

接
色
叢

に
補
菌

ルム
ハ
赤、今、
。

抗
告
厚
る

各
し
々
作

t~~ t平 3 

4_ 

5 

2. -yレユツト陀封する賀~~~(質験期間 l前記と同一)
;f 

Exp巴riments on Malenite 

1主総回数 波皮 番抗 幸吉 果
Experime 口t 匂の ー

No. Concentratiou No. Results 

1 

2 、 l仰l 師l 比して薗紘一一
第 1 回 0.1 日目に殆んど金節約に主主育 して』ぬの部分の本口は美麗なる赤

3 椀色 t 化ぜり。

品
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1il:験 回数 |波 皮|格統|
Experiment I C%) I 

No. 1 Concentralion 1 No. 1 

給 :tI~ 

Resultij 

1 

2 

;f，\~ i手 商品名は充分にま芝育して其の部は赤禍色より黒柄色、黒色に霊童
化す ろことはが]詑の如し。

3 

4 

5 

-_ 3. 硫酸銅にまIずる質験〔寅験期間前記と同一)

1'f験回数 | 後
Experiment 

No. 

第 1 回

買~ 2 回

fl~; 3 問

第 4 回

第 5 回

Experiments on Copper sulphate 

車f{ 来

H.esults 

和
押

菌のt
m由

f
f
 

他民
ハ

、
弁
」

4
0
 

見‘'
M
T
』

育設の付
制

萄ピカヰワ
。

グ
H
J

J
ノ
サ
t

プ
見

に
を

共
生

陸
正問
各
ω町

民
M
U
V併Z

各
の

、
B
B
I
L
l
-
-

司
&

O
白

q
υ

1 1¥ 

2 1 ト各抗共に本商並にア ヲガピ及びキカピ等を王室生ぜり。

3 l' 

1 1¥ 

2 1 ~本菌の菌訴は儲か!こ後育して材は鑓色すろと共に他の磁 も 他
[かに後生す。

5.0 

1 1¥ 

2 1 ~倒叫に本商の菌総王室生する に伴ぴ材は凌色 し、 キカピ及び
「アヲカピ等著しく後育す。

3 IJ 

7.0 1 1 1 各競共に本菌の愛育を見材 L 亦若草色す。其の他アヲカピ 、 キ
2 1 J カ ピの宣芝生を見7こり。

1 11 

ト 本菌の菌主主は他かに君主育す。
2 1) 

第 6 回 1 10.0 

3 1 、

} 本吉習の商事車は金〈 後育 -ti:1' o 他秘の菌は佑かに宝芝生す 0
4 1) 

I 1 I 
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2空験回数 |波 皮|番 lj)J~ I 
ιxperiment I C%) I 

No. I Concentratiou I No. I 

含:.I~
W也 B !lミ

Reslllts 

122 ffil r 

2 1 、

}閣総は眠慌に後育して共の部分はtJí;椅色乃至製補色に童書化す。

4. クレオソート(比重1.054) に劃する賀験 (買験期間 前記と同一〉

Exp日l'iments Oll Coal-tal' creosote 

sdJ 貸験回数|波
Experiment 

No. 

皮 | 存競
C%) I 

Concentration I No. 

也九 ，.

市町 果

H.esults 

1 

2 

3 

4 

5 
第 1 1.到 LOO 各l}JÆ共に本商のiMî総及び他秘のl笥類し 会〈号室育ぜ1" 0

7 

8 

9 

10 

桜 準! : ! }酬は叫に鮪川峨色す。

5, 木グールに封ずる宜ー験(貰除期間 前記と同一〕

Experimen民 on \司rood-tar 

貨 店金回数
Experiment 

No. 

波!必|番BJ，~
C%) I 

Concentratiou I No. 

和{ 来

Results 

: !}各献に本磁の閣総及び他の菌 L後生廿。

第 1 回 100 
3 11 

f本閣はE芝生ぜざる L fl[!，f患の商僅かに官芝生す 0
4 l' 

: I } 本商及び他酬の後生を認めずo
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食験 1m 数|濃 度|番 j沈 1
R羽田riment I C%) I 

No. I ConcentmtionI No. I 

幸吉 果

B.esn1ts 

標 準 1 : 1 I閣の拙及仰の凌色附前の場合同ーなり。

G. 市販不良クレオソ- L (性質の不良なるもの)(貰験期間 前記と同一)

Experiments on bacl creosote. 

波数
M

問
.
川
仏

首
凹
N

阪
町
剖mn
u
r

悼
A
b

寄託 来

B.esﾍJ]1s 

負ß ]閃 100 
1 11 

~ lMi総は1'~1 々挟しく援育し此の部分には無数の子袈殻を形成

2 1 1 す 。

第 2 回 100 
1 11 
2 I ì糊I多数混入の然め結果不明に終れり。

第 3 I日I 100 
1 11 

} 本"A'.f及び他稀閣の設生il'1< しO

第主問 100 1 l i--ろもアヲカピ及びキ川崎町
1 1: り 。

1J~~ f事
1 11 

tï剥I絡の~育及び材の縫色j[た態は前の場合主異なる所なし0
2 l' 

前記の貫験成縞を見るに昇宗は 1.0%，硫酸銅は 10.0%，マレ=ツ I、は 5.0%，クレオソート

及び木グールは共のものを塗布したる場合に於て初めて本菌菌綿の百芝生を防止するとと及び市

販の所前クレオソー 1、 と隅する不良なる防腐聞は全然之れが蛮生防止の殻果なきととを認めた

り。而して前記培養恭訟に依り買験したる場合とプナ固板を用ひて賞験したる場合とに於て.

木菌の蛮育防止の限界濃度の閥係を比較すれば次の如し。

薬 剤J I 府養基 l フナ 闘l 板

昇 示 | 口町 I 1% 

硫酸銅 I 0い0% I ]0% 

J J' 0.05瓦| 一 つ二

…ート〔比重1附 I O.~O% I 川
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薬 ~l ;倍 ヂ」也2き, ア ナ 悶 板

木担-}レ 100% 

市販不良グ レ オ ソート 試験の濃度にて問問。 [1…の後生を見芯 〕

前表tて於て昇京. 硫酸銅、マレェ ツ 干 の闘係を見るに培養基に混和する場合とブナ固板に塗

布する時とは，本菌の~生防止の濃度に於て甚大なる濃度の差あるととを知 る可し。 T台市販の

所謂クレオソー l、と稽して設費せら る る防腐剤中には共の防荷数力の疑はしきものあるととは

前記の結果よりしても之れを首肯し得るととなりとす。

XVII. 伐倒地に於ける賓地愛色防止試験

前記の如 く賀験室内陀於ける試験成積に於ては昇京 1% 液をブナの木口に塗布するときは.

ブナクワヰカ ピ其の他の菌の殻生を防止し得るとと及び其の他の薬剤に就きても亦鑓色菌護生

防止の濃度を知りたるを以て.之れを宜際に伐倒地の丸太に塗布したる場合陀如何主主る結果を

来すものなりや.叉冬季伐倒したる丸太が翌年鑓色菌の議生季節頃迄如何なる 7状態の下にある

やを知る強備試験として次の如き試験を行ひたり口本試験は樹齢約 100 年内外のブナを新に伐

倒して 1 メーグ ー の長さ陀切り.各薬剤を共の木口に塗布後林地に横たえ置き所定期間後雨木

口より の鐙色の深さを調査し?とるものなり白市して寅験首日 は寒気酷烈|符零甚 し くして各丸太

は林地に列べ繋商jの塗布を終るや蚊時聞にして積雲下に設し?とるが如き欣態たり。

ー 第 1 回賀地盤色防止試験

後閑営林署部内重富岡有林昭和 6年 12 月 5 日 伐倒及び塗布

昭和 7 年 6 月 17 日検査

木口よりの草壁色のj.~~

1 1ff: ~}tl さ (cm
f車 類 lく%)1 - ， - 目 ・ --- fl'" 叫 l 剛山|プナクワヰ力 1 ;其の 他 l 木口の 11ft態 君子抜プ且ナぴク類ワヰ似苗ヵ I ;其の 他

ピ の原悶

11 0-0 0-0 7 0-0 5-20 

各競共に 塁走
2 I! H 8 11 3-19 

殉lは完全に 3 /γ ノケ
13-!続共 に黒 9 I! 5-15 

昇示液 I 1 If斐i悶 し木口 色の総jlk菌
には会 〈 直言 4 I! ノケ

?Jf生すJ.， 1. 10 I! 3-21 
の後生を認 JJ包子型不明。
めず。 5 I! /1 11 盛-17

6 !/ I! 12 11 2-20 

I! 5 

I : I 
M 7 

各披共大部部分浸潤し I 2 I! 6.1 I! 5 

.t-
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薬剤の 濃度
昭和1 7 年 3 月四日検査 昭和 7 年 6 月 17 日検 査

木口 ι りの重苦色の深 木口よりの重量色の深

木口 の?な態 君子銃
さ (c田〉

木口の;伏態 番E定
さ (cm)

経ー 葉直に%) プナぴク類ワヰ似ヵ I j其の他の プピ且ナEクF類ワ似ヰヵ I 其の他の
ピ且 甜原 悶 首原因

木口には金 3 0-0 6.5 菌の後生を 9 。-0 8 
〈菌室童生ぜ 認め?。
ず。 4 11 5.8 10 Jケ 10 

木ター Pレ 100 
5 11 5.0 11 11 10 

日 11 5.0 12 U 5 

1 11 僅少 5 11 2-25 

不良なあ 各競;Jtに黒 2 11 11 
各腕共に菌 6 " 3-19 

市販のグ 100 色の菌総理占 綴不明なる
ν ォ y- 々として愛 3 11 11 

黒色14綜雪量 7 11 6-20 
ト 生す。 主主す。

4 11 11 8 /γ 5-19 

各競共に磁
1 11 ナ毛/ 4 1/ 20-30 

各島E共に~
生正 ~ 迎 。 種不明のm. 2 11 11 色の商品名多 5 11 5-60 

色菌f晶玉E生 くき芝生す。
す。 3 M fI 6 " 15-40 

以上の結果を遇質するに言地強丸太は積零下にありと雄も、比較的温暖且つ多添え主る矯め殺菌

カ微弱去る市駅の不良なるクレオソート及び無慮理丸太の木口には種麗不明なる黒色の菌締結

k として瑳生ずるも . 3 月頃迄は此等は単に徴量に護生すると云ふに止まり内方深く材を援

色せしむる程度に殻育せヂ且つプナクワヰカピと雌怜然其の登生を認め歩。越えて 6 月中旬

頃に至れば殺菌力の大なる昇宋液も殺菌カ徴弱たる市販の不良なるクレオソ -}も其の間陀於

ては大なる差遣を認めす言。無慮理丸太は 6 月中旬頃に至れば其の愛色は梢k進むと難も共の援

色程度は甚大とは稀し難< .且。鐙色菌の設生季節に至るもブナクワヰカピも之れが殻生を認

めす' 0

第 2 回賞地饗色防止試験

第 1 回の試験は逃材部に水分少なく気温極めて低き冬季の伐倒木に就き行ひたるも謹材・部陀

多量の水分を有する夏季伐倒丸太とは勢ひ鐙色菌の蛮生も亦異なるを以て.昭和 7年の夏季伐

倒のブナを直に 1 メ ーグー の丸太に小却し其の雨木口に女の 11 種の薬剤を充分塗布して其の

まま林地に横たえ置 きて風雨に曝して.同年 8 月即ち 2 ヶ月後に於て共の木口陀於ける菌の蛮

生閥係及び内方部の材の饗色AA態を翻察したるものにして共の結果次の如し。而して材の捷色

部は其のf鴎肱検鏡し?とるに第 9税築陀は全く菌を認め歩、して.純クレオソート〔比重1.054)

のものに僅かに認め其の外のものの鐙色部には多量の菌締の侵入せるととを認めたり 。
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後関営林署都内重富岡有林

伐倒昭和 7 年 6 月 17 日
塗::ffi" rfiJ 年 6 月 18 日
制登 同 年 8 月 18 日経過日数 62 日

木口 4 りの主主色の深さ (cm)

プナグワヰカ I 共の他の原因
ピ及び類似E宙

各車Jè;J t に木口は 1x黒色叉は黒色に 1 14-45 。-0

主主化 して各絡事草色"illîの愛生を認め 2 9-21 11 

待に第 1 銃:&.第 4 抗の童書色大なろ
Î'I'~ 1 百足 喜程 も其の他のものは比較的経微なり

3 9-13 11 

晃 支長 液 1% 然れども木口に於けあ重量色磁の後 d 11-60 11 

生大なる駄 L りして防菌力充分に 5 12-18 ‘ 11 

あ り とは思はれず。
6 10-10 /! 

各!JJ，~の木 口に はプナグワヰカピ大 1 30-100 11 

霊童生の然めt.l1\色に化し、殊 |こ倒皮 2 100-100 11 

主 木~部の畠界には スヱじロタケ
第 り 1!J，~ 喜是 多数に後生し内部の滋色 L 甚しく

3 100-100 11 

マ ν ニ Y ト 5% 補色の重量色吾[1は会話主材部に 1立ぷ。 4 25-48 11 

且つ木口に近告材の内部は次黒色 5 15-27 11 

を被ぷ。防i菌カ縫めて徴弱なり。
6 100-100 11 

各自~'f.共に木口にはプナグワヰ;lJ ピ 1 16-35 I! 

及び O'-ratostomella 菌の外各縫の 2 10- 12 I! 

賀5 3 lJI}� 楽 総j伏菌の五芝生の矯め甚しく不快な 3 13-5生 11 

硫酸銅 液 10% る 13.色となり内部の材の重苦色 L ー d 生1-100 I! 

捕より他端l こ惑する L のあり。 5 30-60 /γ 

6 18-36 I! 

| 械共に制部制色に化し此の 1 20-42 11 

鶏 I 部にアナクヲキ :JJ ピ9下敷湿の菌の 2 13-75 /1 

:“伊f 4 島足
資生をよ1 あ。木口 ι り内方に向ひ 3 22-34 I! 

4比 政 鉛 有主
〈水 1 チトにfl\~し枇酸 | 伐斑i伏汚鰯色の主主色部を形成す。 品 12-47 I! 

鉛 40 匁を混和し Tこ i
る L の。〉 5 10一生O /! 

日 14-32 I! 

各競共に返材と心、材部の中間部が 1 9-44 I! 

製補色を呈し必の部分に プナグワ 2 100-100 I! 

第 5 I l]I}i. 楽 ヰカピ 、 αratostomellα ， Penicillium 3 9-28 I! 

l鋹t 素 j夜 タ卜 2， 3 の南後生し材の内部の聖書 4 15-36 I! 

a痔
ー'

骨

~ 
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木口.í. 1)の聖書色の深さ (cm)

プナクワ牛カ|
ピ及び類似菌 I 其の他の原因t 
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前記の買地鑓色防止試験の結果を通路するに.無慮理丸太及び柴聞を皇室布したる大部分の丸

太の木口にはブナクワヰカピ及び α'1'atostomellαsp. ， G1'αphì'U1ηsp. 及び之れに類似せる慶色菌

の蛮生を認め.且つ謹材内ブ5部陀於ける襲、色も亦甚大にして無EE理丸太の如きは僅かに 2 ヶ月

の期聞に於て一端より他端に達する激烈たる愛色を来し. マレ=ツト 5% 及び市販の不良えにる

クレオソ ー干 の救果も亦甚しく徴弱tとして共の結果に於ては事lr;~理丸太と異ならざるが如き事:

買を示し. 特~マレ=ツト塗布木口 に於てはスエヒログケの蛮生を認めたるが如きは愛色防止

薬としてプナ材に使用したる場合に此等の菌類に到して如何に数果の徴弱なるかを推察するに

足るぺしo ~えに枇素液 1%. 硫酸銅 10% の故果も亦徴弱なるを認めたり。而して昇宗液の如

きは菌類に封して最も有毒tJ: りと稀せらるるにも係らゴド. 其の濃厚液 1% を主主布 したる丸太

の木口に著しくブナク'7ヰカピ外各種鑓色菌の殻生を見?とるは寧ろ奇異なる結果なりとする

も . 木 口内方部tて於げる鐙色は他の諜聞に比して比較的軽微に止まれり。其の他木グ ーノレ塗布

のものにも僅かに本菌の登生を見たり口

上記の結果に接 P 貰験室内に於ける昇宗.硫酸銅及び、マレエツ干の如き各薬剤む護育の限界

濃度も之れを宜|擦に丸太に使用したる場合には共の故果極めて微弱なるととを知りたり。

純クレオソー干には全然各種鑓色菌の蛮生無きも諜剤其の物tて因る鐙色相首甚しきを認め

たり.此の嬰色が菌の寄生に因らやして諜聞に因るととは. 着色部に於げる品邸故の検銃並に蟹

色部t亡薬剤の臭気を捜存するとと等より容易に之れを推定するととを得るものとす口 P!Ë裁に最

も興味を有する結果は第 9 ~虎繋が前記各種の薬剤と異なり全然各種菌類を蛮生せしめざるは

勿論.繋聞は完全に木口に密着し居ると共に 2 ヶ月の後に於てもクレゾールの臭ひ高< .且つ薬

剤に因る木口の費色も翠に木口より 3-5cm 内外が淡桃色に鐙イ七せるのみにして共の他はさをく

鐙化を認めざる黒t去りとす。斯くの如き結果は他種薬費u中共の比を見ざる所にしてブナ材慶色

菌類蛮生防止薬として最も数泉大たるものなりと認む。向第 9 ~;虎薬使用材を其の後 6 ヶ月自

に検したるも其の数果は依然として存続されたるを認めたり。

第 3 回貰地盤色防止試験

前記の試験結果により翻るときは第 9~虎築は本菌官芝生の防止上最も有数なると とを認占うたる

を以て. 更に共の数果を確むると共に一方に於て 9 月以降に於ても本菌の蛮生に因る慶色の有

無を検する矯め.同年 9 月 22 日後閑営林署に依!顕して本薬剤jを 1.8 m の製材用丸太陀塗布

し‘ 同年 11 月 に至り此等の試験丸太を縦断して本薬剤の数果並に無E監理丸太の鑓色AA態を検

したるに共の結果次の如し。

-l 

-' 
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後関営林署重富国有林

楽殉!の種類 木 口 の ;伏 態

各政共に楽列jは木口に密着してプ

第 9 富民 葵 ナグワヰカピ及び其の他の菌類の

王室生会《無し。

木口に粉々多くのプナクワヰカピ

事正 庭 王里 の結笈胞を認め木口は黒色に務化

す。

f:!i:倒及ぴ塗布、 昭和 7 年 9 月 22 日
調 査、 同年11 月四 日
経過日数. 62 日

木口 ι 明書き色の深さ (cm)

番~
フナグワヰカピ| ーの原因
&.ぴ類似-lÏf

1 0-0 2-2.5 

2 " 2-3 

3 '1 2-2 

4 11 2-2 

5 11 2-3 

6 M 2-2 

7 υ 2-3 

B 11 2-2 

9 11 2-3 

10 11 3-3 

11 υ 2-3 

12 11 3-3 

13 υ 2-2 

1 生 11 2-2.5 

15 11 2-2 

16 11 2-3 

17 11 3-3 

18 11 2-2 

19 u 2-3 

20 υ 2-2 

21 11 2-2 

1 15-18 0-0 

2 10-22 υ 

3 20-34 11 

d 13-17 11 

5 10-35 11 

65 

i3Pち上記の結果の示すが如く.無慮理丸太は共の木口に本菌の登生を見ると共に共の内方部

に向ひ 10-35cm 内外の鑓色を起さしめたるに反して.塗布丸太は薬剤に依りて僅かに淡桃色

に饗色したるのみにで全然ブナクヲヰカピ及び其の他類似菌の蛮生を認めぎる結果[モ操りても



66 林業試験報告 第三十五駿

本菌に;l?Jずる数果の如何に大なるかを賃設するに足るものと云ふペし。而してブナ材援色菌の

王室生は其の地方及び其の年の天候闘係如何に依りて一概に論定するとと能はさ、るい本試験地

方に於ては 9 月下旬頃に伐倒したるブナ丸太も之れを無庭理の僅に放置するときはブナクワヰ

カピ花園りて相官深く蜜色するととあるは上記の結果より容易陀首肯し得る事買なりとす。

第 4 回貴地鐙色防止試験

以上記述したるが如く伐倒地に於ける買地試験の結果よりして.第 9\].虎繋は本菌及び之れが

類似菌類の吉芝生防止上極めて有数にして鑓色の旺盛期節なる 6-8 月の候に於ても少くとも 2

グ月は完全に菌の琵生誌に襲色を防止する数力あるととを認めたると共に.水溶性なる昇京.

硫酸銅.マレニットの如きは般に相嘗数某ありとするも木材内に浸潤する清め爾後日時の経過

と共に其の木口に部裂を来し.殊に此の諮裂は無慮理丸太に甚しま1(以てプナ丸太の木口より

護生ずる愛色を防止するが矯めには其の木口を塗布 (End-coating) するが如き薬剤たるととを

結封的に必要なるt条件とするを知るに至れり口此の貼に関しては前記の第 9 ~虎薬は僅めて良

好なる性質なりとするものなり口而して伐木事業の如く大量に使用する襲剤としては薬剤債格

の可及的低廉なるととは事業賀行上極めて重要なる事項なるに劃して.第 9 競繋11:配剤せら

るム水酸化バリウムは防菌的見地よりして重要ならざるのみなら i". 其の債格は薬剤債格の

50-60 %. を占むる矯め薬剤憤絡は高{買となる不利の貼遣うるを以て第 9 競築以上に遁切にして

有数なる薬剤研究の必要を迫らる主 に至れり。

元来ブナ伐木事業に使用す可き薬剤として各種のt条件を必要とするも共の主たるものを列記

すれば女の如 Lo

1. 饗色及び、腐朽菌蛮生防止の数来大にして且つ其の持槙性に富むととD

2. 調製容易にして塗布工程の大なるとと。

3. 債格低廉にして鑓質せざ、るとと。

4. ブナ材を愛色せしめざるとと口

5. 塗布後成る可く速かに固化して水質を近接せしめざるとと。

6. 人踏に有憲主主ら歩、して金扇を腐蝕せしめざるとと。

依てコて大暗に於て上記のt条件に合致するが如き襲聞を第 9 lJ虎薬より第 25 l].虎薬迄(内第 16 強

襲は A， B, C の 3 種あり。〉 合計 19 種の繋剤佐倉IJ製して.冬季及び夏季伐倒丸太11:塗布し

て其の諜湾Dの鐙色防止数カ.伐倒季節と薬剤浸潤の闘係，各地に於ける箆色菌の蛮生期.旺盛

期及び終止期，薬剤の経携関係等其の他有らゆる事項に関して東京営林局管内後閑営林署部内

無多子山固有林.重富園有林.高田皆林署部内巣鷹山園有林.秋田営林局管内真室川営・林署部

門小松倉山閤有林.荷上場営林署鹿瀬内揮固有林.青森営林局管内野謹地営林署部内南天馬舘

国有林の各地11:於て製材用の丸太を使用し，昭和 8 年 1 月より試験を開始し同月伐倒の試験

丸太は同年の 12 月迄毎月叉は 1 ヶ月置きに調査の分を用意し. 3 月以降伐倒の分も亦之れに

'* 

、、

F 
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準じて用意して所定の期間経過後之れを製材工場に搬i会して縦断し.板叉はフロ ー リングに製

材して雨木口よりの愛色の深さ及び晶害等を調査し頗る大規模に亙る防止試験を開始したり。

而して本試験に使用したる各種薬剤jの種類及び之れが配合量娃に配合方法の要領乞示せば衣の

如し。

備考配合材料~I' の特殊のものは次の如し。

燃料用鐙性アルコール

岡松 H百

石ÿ(~女-}レ・グレオ y- ト

石 *1官 半分

薬剤の性欣及び
使用上の注意

話:
原 12[.&ぴ配合t則合

競 | 仁会堂を大徳100 と
しての重量翠位〉

樫料用主主性 21.0
T }ν コー)1./

国松 IJ日 36.6

生石友 2.9
第 9 鋭楽

水酸化パワウム 15.2

石料l 粉末 15.2

グレ )J"-)レ 9.1

揮官室ìJl I を有する燈用アノレコール。

テレピ Yを採りれるものにて粉末として使用す。

比重1.054 のもの。

粧品粉末l!kにして紡欣物を合ま?セメ y トの如争ものo末

配合方法

先づアルコーノレをプリキ{雌又
は瀬戸引き鈎に入れてグ v )J"
-)レを力"え、固松目白を粉とし
て入れf息苦手中に入れて加I i，~ し
撹持しつ L 間程 IJ旨の溶解する
を符ち(多くの場合過剰のも
のは底部に筏ろ〉、之れに生石
次、水酸化丹、l 守ム及び石料j
粉末を混じTころ後充分に撹w
すれ11.'可なり。

来初色粕籾な "h 液に して塗布
後固化早〈冬季容下 15'C. 内
外の寒気に於ては加湿するを
可とす。
材中に浸i悶ぜ?木口函に話題測
の厚}奇を作ろ。
若し固化 しれる場合は湿湯中
に容器を入れてi劇作ずる も の
にして決 して直接に火に接す
可からず引火の腐れあ 明 。使
用残りのものは密封するを妥
寸。

警料用滋性 30.0
T )Lノコーノレ

国松脱 35 .0

i古石次 2.4
第 10 統楽

水酸化バ リ ウム 15.0

石綿粉末 15.0
戸苛、

グレグ ー ノレ 9.5 

ドj 上

汚資緑色の粘籾なる放にして

皇室布後固化早〈材 中 に浸潤す

Jうこと少な〈 、 木 口前に薬剤j

のîl!1麿を作る。寒冷の侠に於

ても刷毛に て伎用容易な り 其

の他の鮎は前第 9 放と同一な

り。

燃料用主主性
アル 30.0 

コー- )レ

国松脂 35 . 0

第 11 ~虎薬 |消石次 2.4

石綿粉末 15.0

グ v Y'ゃ - Iν15.0 

JnJ 上

淡椅色にして前二者に比して

液は ïl霊〈立つ比較的材に浸潤

する性支あ日て、主主布ぜる木

口面は薬剤jの~hめ接し〈粗総

と化す。

其の他の駄は第95定楽に準ず。

第 12 披薬

口
季
木
時
。

て
の
ろ

し
冷
見

に
寒
を
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、
る

る
も
す

な
る
給

調
す
氷

粘
着
後

の
密
用

色
に
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熱
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水
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呑 法
事長洲の性放及び
使用上の注意

第 13 銃重量

| 原料及ぴ配合1liU合 | 
銃 I (会設を大憾]00 と | 

l しての重量単位コ | 

白鉛 .r<. :yキ 38.4

京・--! )レドÿu， 61.5 I 叶
, 0 

配 合方

塗:(ri容易なる も零下 15
0

0. 内
外に於ては塗布函に小なる亀
裂を生ぜり。木口には長〈密

着す。

W

I

T

C

 

h
F
の

,A
.

JU 

M仙
あ
の
.
す

定
相
川

所
持
貯

を
て
キ
れ
y

入

A

に

鉛
中
白
州
問

自鈴.r<. :y キ 30 . 8 I 先づホ・--! )レド制1 中に.r<.:yキを 1 ;反白色を是し塗1Íî容易なあも

第 14 銃否定|ポイ Jレドÿ，h 49.3 

グレオ Y ート 20.0 I す。

加 えて充分にi魔子I!ずるものと

終解し之れにグ Vオ Y ートを 1 :第 13 ()J，'e~混と同じく塗布後零

下 15
0

0. 内外の低甑にてはIJ、

なろ亀裂を生ゼリ。

白 鉛 .r<. :y キ 3おB 晶 | 白鉛.r<.:yキをMポイ Jルレ 円川附川l山炉削hド刊仲E片中!ド川3

許溶手!解呼 L 、昇完走を粉末j伏となし | 塗布容易なろも塗布面は亀裂
第 15 R皮革運 1 ，昇 栄 5.0

ホ・イ JレドiIIl 61.5 

混入す。 を生ゼ:1J。

第 16 獄事基

警告 T 警告 20・o 1 プリキ旬以は淑戸引告釧にア | 糊色にして窓冷の侠にでも

固 オ公 Jl旨 30.0
Jレコ-)レ及びグ ν ォ y ートを

入れ湿湯中にて加湿しつム、

};jl IJ 毛にて塗布容易にして:!!ii:(jÏ

而は速かに厚~暦をなして密

治固化し木材中に浸iJl[Jするこ

(Aコ 周松Jl旨の粉末を入れてi容解す l となし。

石綿粉末比0 1 ろを待ちて消石次、石綿粉末 | 共の他取扱上の注意は第 9 放
漢に準ず。

iW 石 決 10.0

グレオ Y ート 25 .0 I を加えて撹持すれば可なり。

第 16 m 薬

(B) 

樫料用盤性 12.0
T 1]/ コー 1"

波紋総 JJ旨 38.0

消 石 1ﾆ 10.0 

主県禍色の皮 (A)~JÆι り淡すく

液欣松nlH:t其餓使用すろを異|且つ波皮も紛々淡〈材中に徴
誌に設がj して (A)放の如〈厚

にするのみ其他の鮎は(A) と

同一。

、ヤ
官、

き!琶をなさず。酷寒の季節に

ても主主;{fi・容易なり。

共他取扱上の注意は (A)銃と

同ーな P 。

第 16 銃薬

(0) 

石綿粉末 15.0

グレオ y - ト 25 .0

樫料用 主主位 15.0
I 1レコー Jν

液状校Jl日 36.0

泊、石友 18.0

石料i 粉末 13.0

グ ν オ Y ート 18.0

同 上

第 16 抗覇基中濃度最大にして

低・湿なる季節は加湿ぜざれば

皇室布「充分ならず。

~楠色を曇 し塗1ÍJ'後薬剤の厚

!奇を作る。其他取扱は (A) ()J}ë

と同一なり。
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番
原料及び配給割合 | 

抗| 仁会設を大限10010
しての重盆単位コ | 

樫料用遺産性 20.0
T )ν コ - )レ

配 法方A
n
 

震基 ~J の性 J民及 cf
使用上の注意

国佼脂 30.0

淡皮大にして低湿なあ季節は

刈I ì混ぜざれ [1:塗布充分なら

第 17 WJë楽|生 石 友 10.0 I 第四抗重量 (A) と同一。
ず。

グ ν JI' Y - ト 25.0

果樹色を曇して塗布後磯拘lの

厚暦を作ろ。其他の取扱は第

16 統芸草と同一なり。

石綿粉末 15.0

第 18 ~)é 楽|消石友 4. .0 同 上

に
以
夏
な
に
品
開

節
を

0
日
却
中
乾

季
ろ
り
容
材
。
。

の
な
あ
て
て
る
す

冷
雄
姿
め
し
作
準

怒
凶
の
紐
渚
を
に

し
々
混
用
出
荷
岡
地
薬

ロ
壬紺
加
伎
に
告
放

を
布
て
は
口
一
厚
。
9

色
塗
に
て
木
ず
り
第

絞
は
湯
於
の
也
な
は

茨
て
淑
に

o
材
開
か
扱

汚
於
て
季
り
木
浸
法
取

体料用 車主 性 26.0
7' )ν コ - )1ノ

国 松 目白昼8.0

石綿粉末 10.5

グレす Y ー ト 10.0

時料用 苦差性 20.0
アルコール

国花~ n旨 30.0

消石灰 8.0
第 19 5};~草壁 同 上 第 17 自民楽と異なる所なし。

石綿粉末 15 . 0

グ ν JI' y ート 25.0

組製Iill枇酸 2.0

ミc

プリキ鮒'Kx は瀬戸引き鋭中 l こ 初めは黒色粘籾なるも塗布後
" v オ Y ート 62.0 て熱湯に刻l湿しつ主因松脂粉 童文時間にして木材中に法制 し

到~ 20 ~)é 楽 |
を入れ:JfU*す 1.> 10 告は完全に て溢材部のみは背黒色を帯

回 干~ 目旨 38.0 
終解す。 ~:。

燃料用 渡 性 27.0 I プリキ銭又巾iJJH~~Þ に 木口面より直に E及牧され外観
ア pレコール

アルコー ル2えぴグレオ Y ート 上グ V オ Y ート 1!fl.用なるが如
第 21 WJë梁|グ V オ Y ート 33.0 I を入れ湿湯l二て力H溢し、次に

図松脂を入れて撹持するとき
〈重量布後長時日経過する I時は

固 松 脂 40.0 I は完全に務f砕す。 内方深〈浸潤するこ主あり。

前記各種聖書i脅jの各配合材料の割合を表示すれば次の如し。
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各 種 薬 開

~~酬の額類
~~9 YJ/~~ ~12抗~ß ~'t1 3統誕 第14乱時5 第15~i磯 買316A抗議

配合材料
~ 

燃料用務性アルコ ー ル 21.0 30.0 30.0 20.0 

lJ レ ョt Y - 1・ 一 一
20.0 

一
25.0 

仁比重 1.05の

悶 松 1l日 36.6 35.0 35.0 一
30.0 

波 j決 主~ 1lm' 

生 石 1f( 2.9 27.5 

水酸化バリウム 15.2 15.0 
一 一

石 綿 粉 米 15.2 15.0 15.0 
一

15.0 

グ L〆
y、

F Jレ 9.1 9.5 15.0 

水 72.5 一 一

自 鉛 Jミ コ'" キ 一
38.4 30.8 38 .岳

S司. * 一
5.0 

消 石 1釆 2 .壬 2.4 一
10.0 

粗 製 堕 枇 政 一 一
.r 

ボ・ イ 11ノ I111 一 61.5 49.0 61.5 

オミ 占実 ー Pレ 千

松根 ピ y ザー
一 一

lJ' ー ^ 一 一 一
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配

2216B aE礎

25.0 

38.0 

一

15.0 

一

10.0 

A 
口

第四品目草壁
C 

18.0 

36.0 

13.0 

一

一

18.0 

孟 表

第17抗楽 第18 fiJ，~楽 第19M薬

20.0 

25.0 25.0 

30.0 48.0 30.0 

10.0 

15.0 10.5 15.0 

一

一

4.0 8.0 

2.0 

一

一

一

tJ'，20 l!JÆ襲 tJ'， 2 1披楽 第22~見葵 第23~虎楽 ~~24~/~話題 賀~25 fiJ，~楽

27.0 25.0 29.4 

62.0 33.0 5.0 

38.0 40.0 55.0 70.6 

一 一

v 

一

一

10.0 

一 一 一

一

5.0 5.0 
一

一 一

69.0 

26.0 

薬開会布嘗月 は晴天又は曇天に して降零はなき も試験地は積雪は約 4 尺， 気温零下 15"C. 内

外に して木口商は凍結せり口市して此の季節に於ては第 9~虎繋. 第 17 ~虎薬. 第 18 \)虎襲. 第

19 ~虎薬は 熱湯を用ひて薬剤を温む る にる らざれぽ塗布充分な らや。
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番高 鮒の 主E行
種類 本数

第 9 ~~薬 14 

第10放楽 14 

tI~11~応礎 14 

第12統楽 14 

第13 lJÞ~楽 1丑

第14 lJÞ~襲 1生

第1 5統芸語 14 

第16~楽 1生

~17 ÐJ.ß礎 14 

第18~虫薬 14 

賀~20 lJÞlt梁 1生

吉正五是正型 14 

林業試験報告 第三 十五放

第 1 試験 東京管林局後関

同年 3 月 8 日 -14 日 検査 周年 5 月四日-16 日検査 問占f. 6 月 9

木口 ι り(霊c童m色} 木口 ι り主(c主m色) 

木 1=1の
のi来苫 の 深 さ

木口の j伏態
状態

番!lJJl 木口の状態番目足

ぺ其の他ヰぴ類カ似ピA菌 )京 凶 ヰぴ類カ似ピ及薗 の原図

基署列jは密着 1 0-0 0-0 
薬剤jは i1ft皮般をな

3 。-0 2.0-2.0 語草剤は大部分離股して剥げ心材は次
し菌の愛生 白色、 泌官材主は友術 して総裂甚大、 菌
な し 2 " 0-0 色、 菌の生なし 4 " 1.7-2.0 の後生なし

1 0.5 阿上にして磁の後 3 1.5-1.0 
大部分渚'f J., L:剣

11 11 げれる部分に鵠裂
同 J:: 生なし あり 、 菌の宣芝生な

2 11 0.5 4 Jγ 2.0-1.5 し

1 11 0.5 礎到l は上叫I省l史主的主良〈 3 ノケ 0.5-2.0 
同 上 密着す、 当ミゼ 同 上

2 jγ 0.5 す- 品 υ 2.8-3.0 

1 。-0 3 11 0-0 
大部分治するもー

M 端は全部Wffi).除す、
問 上 戸j 上 此愛の告生fl重量色大、菌

2 11 11 4 11 0-0 の なし

1 11 11 3 11 1.5-2.0 密着す、総裂あ り、
同 上 同 上 菌の五量生な し

2 " 11 4 1/ 2.0-1.5 

1 1/ 0.5 向上なおも木口に 3 1/ 1.0-1.5 浸潤す、昔話裂甚大、
lf� 上 都裂多し、南波生 菌のまE生なし

2 11 0.5 てます、 4 11 0.7-1.0 

1 11 0.5 薬翌剤差jは符・治す 、 箇 3 ノγ 1.5-1.0 密着し総裂なし
同 上 の生なし 菌の~生なし

2 Jγ 0.5 4 1/ 1.5-1.5 

。-0 心材部自削除して i路 3 1/ 1.5-2.0 
同 上 裂会主主ず、 1誌の後 間j 上

2 1 11 11 生なし 4 11 2.0-2.0 

1 " " 3 I1 1.0-3.0 
同 上 府j 上 同 上

2 11 I1 4 υ 2.0-1.7 

1 11 11 楽朔jは統治すiliî の 3 I1 0-0 
同 上 五量生なし 前j 上

2 I1 I1 4 11 0-1.0 

1 11 11 3 11 9.0-20 
同 上 問 上 防] 上

2 '1 11 4 U 6.8-18,2 

1 '1 0.5 薬剤は法制す、心 3 11 2.7-4.2 浸潤す、告書裂な と、
情j 上 材部に~~t裂を生す 菌の五芝生な し

2 11 0.5 4 11 1.2-3.4 

菌の後生を 1 話基材議材罫iミに心材に近 3 11 0-0 i硲裂与甚え皇大、 心材に
告 は熟柿色を ili 材は補色を

認めず 曇す。器占々黒色の 曇 し、 議材ï~fには駄2 11 I 0-0 菌資生す 4 I1 0-0 々黒色の 宮芝生す

、F

J 
d 
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管林署重富園有林 昭和 8 年 1 月 16 日-23 日1t行

日-13 日総査 同年 7 月 10 日-16 日 検査 同年 8 月 12 日 -17 日検査

木口より蓄(cを凹色) 木口 4 り重(量cm色) 木口 4 明書草色
の深さ の l?f<さ の深さ (coo)

番務 木口の;決態番鋭プナグヲ [ 木口の紋態 番扱

牛カピ及 主主の他
ヰぴカ額似ピA描 の原因 ぴ類似菌 の原Il-J ヰカピ及 の原因

ぴ類似菌

5 I 0 - 0 5.3-9.0 昔菌剤はの裂大後粉苦1生1 分な々剥 7 0-0 38-48 薬剤は密t着悲 して菌 9 。-0 80-180 
くや、総 多 の宣芝生を め?

6 I 11 7.0-10.0 〈、菌し 8 " 84-85 10 " 180-180 

5 " 1.7-6.5 7 υ 29-43 9 " 52-84 
IRJ 上 同 上

6 " 1.7-6.5 8 " 40-80 10 柑 90-180 

5 " 3.0-18.5 7 p 73-76 9 " 87-180 
同 上 同 』二

6 " 3.2、9.2 8 ノア 70-79 10 " 73-98 

5 " 7.6-15.0 大部分着、 ま総E裂少 7 (/ 30-60 檎々密着し諮材部 9 " 80-180 
な し、菌の生な は赤禍色に化す

6 " 4.7-16.5 し B " 35-45 10 " 50-68 

5 " 2.1-5.0 lifi着す、強裂な《 7 " 68-67 密着して菌の資生 9 " 26-42 
菌の王室生なし なし

6 " 4.5-8.0 8 " 19-40 10 " 14-34 

5 " 5.5-9.0 密着す 、 翌総芝裂生甚大 7 υ 81-83 心材部剥げ』誌生の部す 9 " 70-73 
にて菌の なし に黒色の菌後

6 " 3.5-15.3 B 11 28-49 10 " 57 - 8生

" 9.0-8.0 7 w 13-20 密着して磁の後生 9 " 31-34 
同 上 なし

" 7.5-9.0 s " 28一品5 10 " 22-30 

5 " 3.8-8.9 一審ß利く\総裂及 7 " 40-86 多数のぬ裂?を生す' 9 " 10-70 

ぴ菌を認めず 菌を認め
6 " 1.7-5.4 B " 28ー必 10 w 10-57 

5 " 3.7-4.0 7 " 20-25 密荒するも中には 9 " 80-130 
防j 上 心材部のみ剥く'

6 " 4.7-6.5 8 " 20-39 10 " 77-180 

5 " 2.0-5.8 密着の後す、 総裂7J<_ぴ 7 1/ 17-18 密着しI賓の滋生な 9 " 3-3 

l衛 生を認めす桐 し
6 " 1.3-5.8 8 " 3-5 10 " 。 -4

5 " 20.0-22.0 7 υ 40-53 一部剥ぐる L 菌を 9 U 20-52 

同 上 認めず
6 ノγ 18.6-22.0 8 " 32ー必 10 " 20-23 

5 " 3.5-14.0 浸潤す、総裂健司少. 7 " 3-8 浸潤 して菌の後生 9 " 88-180 

I誌の後生なし を見すも

6 " 4.5-10.6 B " 14-20 10 " 55-80 

5 6.7-17.0 金i硲骨裂量材甚は淡白色、 7 31-34 
木口は茨黒色主化

9 " 180-180 
" 大にて黒色 " し殊に皮都[，倍近滋

日 17.5-21.6 
の菌黙々と して設

8 60-90 
色甚・しく、大小の

10 " 180-180 " 生す " 黒色駄を作る
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第 1 試験 東京営林局後閑営林署重富閤有林昭和 8!.-p 1 月 16 日 -23 日貨行

問 "Iò 10 J~ 25 日 -31 日検費 同年 12 月 16 日 -23 日検査

木日正り鎚(cm色) 
木口 ι り 主主色

薬剤のJ-!行
の i~~ さ の深さ (cm)

種 類本数 木口の日制フナグワ l 木口の欣 1~ 呑BJ2 7. ナグワ
牛カピ及一 其の他 牛カヒ・i ~毛の他
ぴ類似Wí の原 l週 ぴ類似菌 の原 It\l

!!ìH引j は>>，!，Ij 々才、リIf.
11 0-0 18b-18O4b農U揮k剤口込位大都糊 \" 1 13 

。-0 180-180 
丸太の側面及び水

t;; 9 W)Ë薬 14 口にスヱじロタケ
.�. 1)の腐朽甚

を宣芝生す
12 1/ 180-18 ものあり U 11 180-180 

向上の外カノ、ラ評 11 /γ 180-180 大部分活ーすろも腐 13 11 180-180 

封1;10統芸5 1 1生 ヶ後生す fJilt:幼ミし
12 1/ 180-180 1生 I! 180-180 

，崎

11 1/ 180-180 11 180-180 

~11統楽 14 I司 上 ji';J 
12 11 180-180 14 1/ 180-180 

…\ 14 11 ノγ 180-180 密着すí) b 木口に 13 1/ 180-180 

Il'J J二 は I賓の後生を見ろ
12 11 180-180 14 11 180-180 

密着す木口 には菌 11 1/ 180-180 13 ノγ 1180-180 

第13披築 14 なき L 月]悶に スヱ Il'J J二
ヒ ロ タヶ官芝生す 12 11 180-180 14 11 

11 11 180-180 13 M 1180-180 

第14獄楽 14 fi1J 上 ji';J ーと
12 11 180-180 14 /γ ¥180-180 

11 11 180-180 13 11 

第15m梁 14 伊] J~ 同 上
12 1/ 180-180 14 11 180-180 

一部分1[<1]げ丸太の
11 1/ 180-180 大部分剥ぐ其の宮i[S 13 200-200 

周図にはスヱじ口
11 

第16~築 14 タヶ後及ぴカハラ担
分友製色に化す

ヶの 主i三 たなり
12 11 180-180 14 1/ 200-200 

一部分剥げ周図に 11 11 30-180 1/ 180-180 

第17統楽 1生 スヱじ口担ヶのす主 阿 上

tt大なリ 12 1/ 33-180 工品 | 1/ 200 -200 

続支fす、 l心図に ス 11 /γ 10-50 密着 して菌のを芝生 13 1, 
ü-~18~出禁 14 ヱじロタヶ王室生す を認めず

12 ノγ 不明 14 11 不明

一部手IJ ぐ周図にス 11 1/ 28-43 各所に離脱:部を生 13 // 90-200 

Jf~19抗礎 1生 ヱ b ロタケ琵~，g三す じ此の昔!Sb正黒色に
12 11 43-91 化す 14 11 200-200 

法制す、木口 に菌 11 // 180-180 大部分渋潤 し磁の 13 1/ 180-180 

~i， 20自主楽 14 な告も周後悶にスヱ を芝生を認めず
じロ』ヌケ 生す 12 U 、 90-180 14 1/ 200-200 

木口は1J<.白色又は
11 180-180 木口金骨flb正黒色又1J<.黒色 に て~色菌

ノγ 13 1/ 180-180 

無 5是正盟 1生 の至宝生大周闘にス は黒色に化す

ヱ b ロタナ後生す 12 " 180-180 
14 1/ 180-180 
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第 2試験東京営林局後閑営林署重富岡有林 昭利 8 年 3 月 8 日 -13 日'Q'l行

同年 5 月 13 日 -16 日検査 同年 6 月 9 日 -13 日検査

木口より滋(cm色) I 木口より溌(CD色1) 
護費IJ の j~行

の深さ の深さ

稼 類本数 木口 の ;民 態存競プナグヲ 【| 木 口の;決態呑5J.ß プナグワ I
キカビ・及実他の t 牛カピ及 主主f也の
ぴ類似欝原因 ぴ類似I蜜原 1:&1

薬剤は殆んど剥げ
1 0-0 1.5-1.0 草総壁剤裂は大部分剥ぐ 3 Tころも礎の呑 [J.高

第 9 抗言語 12 〈禍色を墨し鵠 多く 、菌なし

裂、 l賓共になし
2 1/ 0.8-1.7 4 11 i6 -9.5 

�o 1 11 1.0-1.0 i薬協剤裂あ大部分剥ぐ 3 11 

第10~主薬 12 fl'iJ 上 はり、菌な し
2 " 2.0-1.2 4 11 3.0-5.7 

離股ぜず、話量材部 1 11 1.5-2.0 2争J鷲す、総裂なし、 11 

第11~J~葵 12 は禍色、 菌の王室生 菌なし
なし'Kíi裂もな し ， 2 11 2.0-1.7 υ 

1 11 0.2-2.0 密着す、都裂は中 3 11 0.3-0.2 
第12統芸E 12 共に官主主主ゼ 心部にあ り、菌な

2 1/ 0.3-0.5 し 1 11 。-0

1 I! 3 11 

第13 1JJi楽 12 戸] 上 なし
2 1/ 1.0一一1. 4 ノγ ι5-4 

向上位し ，.l:'\材部に 1 11 1.5-2.0 3 1/ 2.5-11 

第14~業 12 \I'1ì裂を生す・菌な し 同 」ニ
2 1/ 0.5-1.0 1 " 6 -2.7 

自ft股ぜ?、総裂、 1 1/ 統治す、1iíi裂なし、 3 11 3.5-14.7 

:$15$J~否定 12 菌共になし I表な し
。ー !/ O.生-2.3 4 11 3.5-12.8 

駄々刻t股す、 総裂 日 11…搬な11 3 // 

第16披楽 12 及び菌の後生なし し、商なし
(A) 11 2.5-1. 4 11 2 -3.8 

語f~股ぜず. 告~ì裂&.. 1 I! 2.0-2.0 統治す、総裂なし、 3 1/ 3 -8.9 
第16披礎 12 ぴ菌のを芝生なし ~î な し

(B) 2 11 1.8一-2.1 品 1/ 1.5-3.2 

黙々浦fU泣す、総裂、 1 1/ 2.0-10 3 11 1.7-6 

第1(6C統)楽 12 強の後生なし jfiJ 上
2 1/ 2.5-1.8 生 11 2.3-4.5 

大部分首位!股す、菌 1 fI 2.0-1.5 11 

第17~礎 12 の~生なし あり、簡なし

4 i 2 11 0.8-1.8 11 1.5 -0.5 

大部分離股す、菌 1 ノγ 2.0-3.0 一分割;剥く" i!m裂 3 11 

第18統楽 12 の後生な し なし、南l なし
2 11 1.2-2.8 4 fI '2.5-2.5 

1 11 12.9-8.0 統治す、%tì裂な し、 3 11 

主主19放革連 12 !O)~芝生なし 菌なし
2 11 10.0-10.8 4 11 15.6-27.2 
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第 2試験東京営林局後閑営林署重富園有林 昭和 B 年 3 月 8 日 -13日賀行

同年 5 月 ]3 日 -16 日検査 同年 6 月 9 日 -13 日検査

木口 4 り 縫(cm色) 木口 ι り 聖書色

話題 列l の j.~行木口の i決態
の深 さ の深き (c皿)

者干鋭 木口 の 欣態 番統怨 実質本鍛

牛カピ菌及 !京 11iI 
ぴお1似

ヰカピ"& 原凶
ぴ類似繭

出H~股ぜす、 総裂儲 1 。-0 3.8-4.5 密着す、i硲裂なし、 3 0-0 3 .2一生

~~20 5>>~薬 12 少、菌の後生なし 菌なし
2 I! 4.0-2.C 4 // 6.2-20 

崎民

1 I! 2.5-1.5 3 // 4-8.5 
~21 !!J}é若返 12 ドヰj 上 問 上

2 I! 2.0-1.5 4 I! 3.5-10 

溢材は禍色9J!<に心
1 // 。-0

i格裂甚大、溢材と
3 " 8.9-18.6 材部主裂の鏡大はil..~禍 心材の鋭欄色、主主

無民主迎 12 色、筋 、菌な 材部には黒色菌を
し

2 // 0-0 重Bミす 4 " 11.0-18 

悶 !fF 7 月 10 日-16 日検査 同年 8 月四日一17 日検査

木口より 重(c量m色) 木口 LPEh草色n) 
薬剤の賀行

の深さ の深さ

till 類本数
木口の 7状態 君子抜 7':;1-Y ?I ノ| 其他の 木口の欣強制…l

ヰ ，カピ及 原因 牛カピ"& 其他の
ぴ類似菌 ぴ菜了Ifl以菌原因

大部分剥<.， 主主材 5 0-0 60-84 全部辛口'迭材黒色 7 0-0 43ー73

第 9 駿築 12 告f，禍色、菌なし 化す、腐朽ぜる部
6 // 31-38 分あ り 8 " 80-180 

5 // 31一品1 大部分剥ぐ差益材部 7 // 53-100 
第10~Jî楽 12 IfiJ 上 次補色、 腐朽部あ

6 // 18-38 り 8 " 68-180 

大部分着す、総裂、 5 // 29-30 
粉々 7S生す、心材

7 1/ に紫色の I務総あ
第11放蓄基 12 菌なし り、木口に腐朽ぜ

6 // 9-42 る {問 J!Jj- あ り 8 // 62-110 

密着す、総裂Mなαcrし08、- 5 // 12-43 密員昔、心材郊にZR 7 " 51-68 
君主12 !!J}é楽 12 心材部に 色ïïi あ り

poriu刑務生す 6 1/ 6-12 8 υ 40-84 

例議 I 12 
1奇策.総裂及び菌 5 I! 7-13 ~荒す、 l{なし 7 I! 25一品。

なし
日 " 生ー-7 8 I! 63ー70

5 。 14-51 密着、心材部に位 7 I! 46-88 

ま存14~U長 12 問 上 か lこ黒色菌主う り
6 // 32-70 8 // 37-60 

5 // 18-20 7 // 49-53 
第15誠楽 12 同 上 F員1 」二

6 " 8-15 8 /1 不明

一部分刻 々告書裂、 5 // 7-8 密着、但し一部剥 7 // 10-12 

第1(6AE〉E薬 12 菌な し 々、菌な し
6 // 8-12 8 I! 13-30 
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第 2試験東京営林局後閑営林署重富閤有林 昭和 8 年 3 月 8 日 -13 日 j~行

rn]~ 7 月 10 日ー16 日検査 同年 8 月 12 EI -17 日検査

木仁I J:り若(c草m色) 木口J:. 1)主(c主m色) 

薬剤の 1'!l行
の 1架さ の深さ

程 類本数 水口の日蹴フナグワ | 木口の ;決態番銃
ナグワ 1 JL他のヰカピ&. 其他の

ぴ類似磁原 Iß ヰカピ及品開 1M 
ぴ#1ft似菌

第16搬 I 12 
主主荷IJ は 5附皆、 総裂 5 。-0 13-20 抜剣!は向上な る も 7 0-0 10-66 
及び菌なし 剥げにろ部分裂色

(B) G 11 7-20 甚大 8 I! 79-100 

5 1/ 4-27 粉々 多 〈剥く'、剥 7 1/ 30-91 
第165Æ楽 12 同 」二 げ 1: る部分主主色甚

(C) 6 11 3-5 大 8 11 8一品5

向上亀裂を生す白 5 11 5-5 " 20-52 
第17 w，~築 12 府] 上

6 11 32-32 " 2生-39

一部制<. ， 扮裂な 5 11 25-61 大部分剥ぐ、此の 7 " 70-70 
~~ 18放藻 12 L 、 ref な し 部分û'fの宣芝生大な

日 I! 4-26 り 8 /γ 180-180 

I! 26-40 偽甲型にキ，u \・ 7 I! 51-69 
第19~葵 12 f,,] 

1/ 26ー丑O 8 " 30-49 

統治、 総裂、菌な Jゲ 20-49 浸iU~J す、菌なし " 73-180 

~20 !i1Æ薬 12 し
1/ 9-47 /γ 180-180 

5 I! 6-32 7 " 180-180 第21 J)J}i.薬 12 i'i] 上 同 上
日 1/ 12-32 8 " 53-90 

木口は黒色を曇し 5 心材部次黒色、是主 7 I! 51-100 

'Î!\~ -"是正ill 12 プナグワヰカピの 材部には白色I盗多
王室生大なり 6 51-90 I I! 童文宣芝生す 8 " 180-180 

同年 10 月 25 日 -31 日検査 同年 12 月 16 日 -23 日 検査

木口 ι り 餐色 木 口 より遜(cn色1) 
薬剤の 賀行

の深さ (cm) の深さ

1霊!Jfjj 本数
木口の J決態 番wê

ナグ pl 帥の 木口の ilk 1~ 赫ブナグワ|
ヰカピ&. 阪 1z;I ヰカピ及 :fl~他の
ぴ類似I筒 ぴ類似菌 腕( 1i;1 

連E剤は大部分剥
9 。-0 180-180 覇基郵jは大部分剥 11 0-0 180-180 げ、 木目黒色化し

第 9 wJ~楽 12 側前にスヱじロ タ ぐ、友黒色の菌玉造

ヶ後4.1" 10 I! 180-180 生大、 f~寄あ り 12 " 180-180 
大部分剥げ、木口
に白色の菌紙及び 9 " 180-180 11 I! 180-180 

第10Wí言語 12 じイロタヶ後生 問 上
し、側而にスヱ b 10 M 180-180 12 I! 180-180 

ロ 評-7後生す

9 " 180-180 11 " 180-180 君主11 @]l楽 12 同 上 t司 上
10 " 180-180 12 " 180-180 
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第 2試験東京営林局後閑営林署重富陣l有林 日百年11 8 年 3 月 8 日 -13 日 22行

何年 10 月 25 日 -31 日検査 同年 12 月 16 日 -23 日 検査

木口より 聖(c書E色J) 木口 LH E(c2m色) 

薬剤 の 3本T行
の 深さ の i討民主

~:ffi類数 木口の 状 態糊フナ FPI 木口の状態番WÆ
フナリ|州のヰカピ及 共他の

ぴ類似商 阪 |必
牛カピ及阪凶, 
ぴ類似菌

重量 ~11J は主を;着、議色
産I及びムラサキ守 9 。-0 180-180 11 。-0 180-180 
ロコ 事ケ苦主主大、 rnJ 」二
側首fに スヱ b ロ タ 10 I! 180-180 12 11 180-180 

-7後生す

齢、 木吋依i 180-180 :!Í'，' i苦 し菌 13i かに後 11 11 180-180 かに資生す、側面 9 I! 

第13就葵 12 に スエじロタヶ渡 生す、iËil，筈 あ り
生す 10 I! 180-180 12 H 180-180 

9 1/ 1180-180 筏着、菌なし、議 11 // 180-180 
第14~薬 12 同 上 干写稀なり

1/ 1180-180 12 1/ 180-180 

密着、木口及び側 9 ノゲ 180-180 密主着主、木口に菌他 11 1/ 180-180 
~~15a虎薬 12 而にス""E: t ロタケ か生す

査量生す 10 // 180-180 12 '1 180-180 

大部分剥々、 側面 9 1/ 180-880 一部分剥 <: ， 菌の 11 I! 180-180 

第1(6ABE〉薬 12 にはスヱじロタケ 五芝生綿々大なり
愛生す 10 // 180-180 12 /1 180-180 

大部分剥く\側面 9 // 180-180 11 I! 180-180 
第16扮築 12 に はスヱ Eユロタケ 同 上

(B) 音量生す 10 1/ 180-180 12 1/ 180-180 

9 // 58-64 向上なるし最寄な 11 1/ 180-180 

第1C6CbE〉楽 12 wu 上 し
10 11 180-180 12 11 180-180 

9 11 180--180 大部部分剥く ， !比の 11 11 180-180 
費H7銑草壁 12 同 」二 は菌の宝圭生甚大

10 11 180-180 なり 12 11 180-180 

‘ 

大部分剥く\其部 9 1/ 180-180 11 11 

第18自民楽 12 銀色化す fl'iJ 上
A 

10 /ケ 180-180 12 11 80-180 

経i甲状に剥く\ 黒 9 11 68-70 11 I! 180-180 
宣U9統楽 12 色菌及びスヱ b 口 同 上

担 ケ苦量生す 10 1/ 180-180 13 11 180-180 

浸i悶す 、 木口には 9 1/ 180-180 大部分吸収さろ 、 11 I! 180-180 
第20~楽 12 前l なし ílli なし

10 '1 180-180 12 I! 180-180 

9 I! 180-180 11 /γ 180-180 
第21~蓄基 12 [司 上 問 上

10 1/ 180-180 12 1/ 180-180 

黒色菌及び白色菌 9 1/ 180-180 必材友補色、 議材 11 I! 180-180 
告u窓辺 12 締官芝生す 黒色、 白色の菌品名

10 /f 180-180 新々護主主す 12 I! 180-18b 



プナ ヨLった材凌色の !東 l河 をなす"''''' ド コニデイすフオラー及ぴ之れが後生防止に閥す芯研:究 79 

第 3 試験 東京営林局後閑営林署重富固有林 昭和 8 Ój三 5 月 10 日 一 13 日 食行

同年 6 月 9 EI -13 日 検査 同年 7 月 10 日 -16 日検査

木 口 4 り 霊(c童u色1) 木口 ι り 主(c主m色) 
基5 剤ノ 'ß~行 の深さ の 深さ

稲類 本数木口 の M 糊フ ナ タワ| 木口 の ~U~ 態 番掠

ヰ カ ピ及 其他の
a ぴ類íNl翁 震f 凶 ヰピカ及 原 岡

ぴ類似菌

楽殉jは密着王、室fESi三裂 1 。-0 1.5-2.8 薬剤は密着. 部裂 3 。-0 3-5 
t{} 9 統芸E 10 なし、 菌の ~三な な し、 -JÏ{ な し

し 2 I! 1 -1.5 4 I! 2-6 

1 11 0.5-1 3 I! 31-45 
第10披幾 10 前j 」ニ IfiJ 上

。“ I! 1 -1.8 4 I! 20-28 

鼎1裁判 叩
1 11 1.5-3.8 

形態不明の菌王室生
3 I! 4.5-8 

上
2 I! 1.8-4 � 4 11 6-10 

密着、 ~t裂なし、 1 I! 密着、 ~;裂甚大、
3 3-::'2 。。

~;12抗楽 10 心材部 l こ黒 色の ïïi
アナ グ ワ ヰ カピ&

後生す 2 I! 
ぴMαcrosp01旬間後

4 13 -14 11 
生す

松葉、 総裂な し 、 1 11 2-2 !lfì策、総裂及び菌 3 。-0 8-17 
銘 13~点薬 10 菌の後生なし の後生を見 ろ

2 11 1.2-2 4 I! 13-20 

同上但 し総裂多大 1 I! 3-18 3 I! 17-20 
第14~虎薬 10 同 上

2 I! 10-20 4 Jγ 18-59 

同上但し総裂11盛少 1 " 5.5-13 3 ノγ 14-3生

第15 l)t楽 10 同 上
4ι 3 11 3.2-15 4 ノγ 38-39 

ム
密着すろ裂も亀裂を 1 /ノ 3.5-5 向上但し勉裂 を 生 3 /1 3-8 

第16放楽 10 生 "j' ， \協 、 I誌の ず
くA) ~生なし 2 11 4.2-6 4 11 6-7 

2E?靖、 書評裂及び-~i 1 ゲ 0 ,8-0.8 2賢治 、 お裂な し 、 3 I! 4-6 
第16~，泥梁 10 の後生なし 菌な し

(B) 2 11 0.8-1 4 ノツ 3-7 

1 I! 1.3-4 3 11 3-7 
第16 Wí1楽 10 [古j 」ニ 悶 上

(C) 。“ I! 3 -4.5 4 11 4-9 

1 11 0.8-1.4 向上但し亀裂を 生 I! 3-7 
気'}17統楽 10 IfiJ 上 ? 

2 I! 0.5-1 11 品-9

1 I! 2 -3.5 密着、 'írtì-裂及び菌 3 /! 4-25 
第18 2'1楽 10 開] 上 な し

。“ 11 。-1 4 /! 3-28 
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第 3 試験 束京営林局後閑営林署重富閣有林 I1H利 8 年 5 月 10 日 -13 日 3雲行

整列長 |認l 木口の j民態

問年 6 月 9 ト13 日 検査 | 悶年 7 月 {10 日ナ16 日検査

木口よリ 霊登色
の i~~ さ(Clll) 

関 上

30-45 

上

木口の ;伏態

若返拷Ijは密着、 i撚裂
tJ'U9統楽 I 10 1&ぴ前のf芝生な し

36 丑8
F 
'句

~"';21統芸E

29-41 

10-13 

4-11 
同 上 同 j~. 

グ 1 3-10 

梢々 j協裂を生?、
総庭迎 I 10 I J・ナグワヰカヒ明占

セ 宮芝生す

0--0 Iプナグワヰカピの
後生大なり

。-0

// !I 

同年 8 H 12 日 -17 日検査 l 問 年 10 月 25 日 -31 日検査 l 同年 12 月 16 日 23 日検査

町
山
山

作
仇

の口木

色
川

一
の
凶

嬰
代
、
一
他

り
さ

「
国
岡
1

4

2

-
ワ

及
油開

1
m

一
ク
ピ
似

ポ
の
一
円村崎

番
抗出

い
1
'
 

比
仇の門H木

一
賀
行
本
数

一
の
類

一

期

一

礎
知

_)._ 

不明

180ー180

グ 1180-180

I! 旬。-2ω

I! 1180-180 
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昭和 8 年 5 月 10 日一13日賀行東京営林局後閑営林署重富固有林第 3 試験

同年 12 月 16 日 -23日検査同年 10 月 25 日一31 日検査同年 8 月 12 日 - 17 日検査

n
u
 

可
i

-
生

着
後
少

密
に
僅

は
か
生
向

醐
剛
他
滋

築
菌
L

m山
川

w
h
υ

明
以
内

4

一
一

o
o
n
o
 

q
o
q
o
 

n
U
 

n
u
 

ヴι・51 0-0 149-841 

nu 
後
寄

の
議

商
、

・
2レ

若
な
し

市
街
生
な

m
M刷

n
u

引μ
0
0
一
一

d
品
百
円
。

2

2

 

I! 

上[ffJ 
25-79 11 6 

上戸j第1丑抗議 110:

君、

不明

/γ 

180-180 

120 -120 

lPO-180 

180-1加

180-180 

I! 

I! 

I! 

J: 

円4

0
0

h縞
菌
あ

、
し

、
在

位
ず
品

、
生
、

請
を
L

(
抗裂
な
り

l
q
d

訓

n
p
r-

円4

一
一

民
U
A

法

吋
ム
守
ム

5-13 

!nJ 

9-131務着、商II.L-、 1 7 
ff!，t， 筈あり

」ニ

上

上

同

rnJ 

同

11-12i 

11一一38

20-39 

9-12 

I! 

/1 

I! 

I! 

ゲ

I! 

'1 

l続浩二、菌の議 1 5 

角;\;1 5抗楽 Id1ミ大

日

上

」ニ

問

filJ 

-

n

u

-

n
U
 

一
司

i

一

守
ι

一

毅
一
築

-
綜

u
ル
、
J
J

-
b

u
H畑
、
‘
ノ

一
切

B

一
切

C

一

'
t
r
t
、

一

r
v
t
r
l、

一

1

ム

-

1
i

一

第

一

第

-A 
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第 4 試験東京営林局後閑営林署重富図有林 昭和 8 ~~ 6 月 13 日 袋行

周年 7 月 四 日 -16 目線査 l 同年 8 月 四 日 -17 日 検査

L
)

一
の
凶

R
」
n

-
u
u

帥
鐙
以
h
h、
一如
原

よ
一
ば
一

口
羽
羽刺f
一玄
グ
ピ
似型

一

木
の

一ナ
カ

類
一

一
プ
牛

ぴ
一

れ
》
山

町
似呑庖

面
、
，
a

仙
凶の口.1. 

行
政

氏
本

の
類

制
川薬

組

書} 9 抗葵
8 1築矧鮒は筏楠着 しl \紛叫硲

2及kぴ菌菌-な し 1 2 

~';10~議 1 8 I [fiJ 」ニ

3 グ 1 10-34 

第ll lJJÆ楽 1 8 I 同 上

3 

~\12抗議

l筏着し\1(fÌ-裂なし 、
8 1 :'・ナ グワヰカピ及
ぴ Mαcrospm'ium
愛生す

木 口 の;伏 態

0-0 2-3 I築聞は街活 し心材1 3 
部に黒色の菌資生|

2-3 Iす 1 4 

木 n .í. り 鑓色
の深さ (co1)

存蹴 | ー・・ 均一 白
J~:_~ ~ I 其他の
牛カ ピ及|

1 I京凶ぴ類似菌l

0-0 0-0 

I! 

1 5-7 

// 5-18 

H 

同 』二

3 5-9 

2 6-10 

/f 

4 グ 1 9-27 H 

1 2-2 

生 グ 1 11-21

// 

市j 上

4 

省主ま し \!:fi裂及びW~1 1 I 0 -0 I 2-4 1統治すろ L プナグ 1 3 110-80 1 0-0 
第1 3放楽 I 8 1なし 1 1 1 ワヰカピ粉々多< 1 . 1 一一

2 1 I! 1 2--3 I後生す 1 4 1 2�-56 1 // 

2 2-2 

~14 1JJÆ楽 1 8 I JnJ 上

// 

1 I 14-16 I 0-0 
問 上

1 グ 1 2-5 (密着するもプナグ 1 3 1 30-60 1 // 
l ワ牛カピの矯め友1 1 

グ 1 10-12 I紫 色 と 化す I 4 I 57-76 I 11 

1 グ 1 34-30 

2 I 5-8 I 汐

2 

上

3 1 27-34 1 ρ 

宮U6腕楽 1 8 I 悶
(A) 

上

/ﾏ.J 上
4 I 36-40 I I! 

3 I 0-0 I 24-24 

生 |ρI 10-22 
_). 

2 I! 1 20-29 

第16 ~IJf楽 1 8 I 伊j
CB) 

上

グ 1 13-19

~~;16~Æ裟 1 8 I 同
(C) 

上

tJ'';17 !!ßt薬 I 8 I 同 」二

I! 

第18抗重量 I 8 I InJ 上
// 

1 3-JO 1街活しl笥なしH 

2 3-6 // 

1 グ 1 0 .5-1

l靖J 
2 グ 1 3 .5-5

1 

,"J 上
2 

1 2-8 /1 

Ji�J 上
2 力 12 .8-4.5

1 // 16.5-8 
I司 上

2 汐 13 .5-7

グ 1 5-8 

3 14-21 I! 

4 日-7Jγ 

3 グ l ' 9-18 

4 7-9 I! 

3 7-17 

品 7-10 
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第 4試験東京営林局後閑皆、林署重富園有林 昭和 8 ~Jô 6 月 13 日J.!r行

何年 7 月 13 日 ー16 日検査 同年 8 月 12 日一17 日検査

木口.r. 1) 謎(cm色) 木口 L り霊登色

量産売j の 1霊行
の r:!t~ さ の深さ (cm)

種類 本鍛 木口の J伏態番披 7' ナク I 木口の状態 番Z1Jê
-r -)-~ワド毛他のヰカピ及 共他の

び類似菌原因i 
ヰカピ及 原 l週
ぴ類似菌

モぅ

8 薬剤は密着し総裂
1 。 -0 17.8-29,5 

薬剤は統着、 菌n
3 。-0 10-20 

第19統芸革
1t. L. 2 1/ 17-19 し 生 11 17-29 

1 ノγ 3 11 10-17 
~20披礎 8 同 同 上

2 1/ 1生-20 生 11 15-20 

1 11 8-13 3 1/ 10-41 
第21 自主務 8 rnJ 上 l司 上

2 " 9-15 4 1/ (不明〉

プナグワヰカピ及 1 18-20 0-0 プナグワヰ力ピ及 3 丑7-61 0-0 

告事虎王w.
ぴ類似菌の後生大 ぴ類似衡の矯め木

8 にして黒色を墨す 口黒援す
2 20-32 // 4 5'] -65 f/ 

同年 10 月 25 日ー31 日検査 悶年 12 月 16 日 -23 日検資

木仁I S，り 聖(c書凹色) 木口の;日 [ 蹴| 木口 υ遜色
の深さ の深さ (cm)

星誕列j の賀行木口の J決態 1 .帯抗 1
徳 業R 本数 ‘ 

薬剤は密着し商似| 5 1 0-0 1 不明 l悲劇は筏鷲し繭の| 7 1 0-0 1180-180 

第 9 ~}l楽 1 81かにす芝生す、最寄
ありて此の部は嬰
色1 ノY /180-180j 8 1 1/ 1180-180 

密着すろ も心材に 5 H 8-23 同上なるも最寄稿[ 7 1 // 1180-180 

第10統楽| 8 1!造かに巣色菌音量生 々 多し
す、菰客あり

日 ノγ 17-31 8 1 /1 

密着し一白 5 // 180-180 H 

賀111統楽| 8 1答々多あくり 王室生す、 議 Jl'iJ 上

6 // 180-180 8 1 f/ 1180-180 

続完奇すろ\， 7・ナグ 5 1180-1801 0-0 締ぜ る も衝の後l 7 1 f/ 1180-180 

:;i~12銃楽 | 8llcPr ヰカピ北ぴ，11，αー 主l三大 l こして熱波す
o'poγ i叫m の 1~ め

よ民主主す、議書あ り 日 180-180 1/ f/ 

5 トHO-1801 M lrL制約| 11 

第13抗議 | 8 I rnJ 霊童生す、最寄fも
/1 f/ 180-180 
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第 4試験東京営林局後閑昔、林署重富固有林 昭和 8 年 6 月 13 日食行

同年 10 月 25 日 -31 日検査 同年 12 月 16 日 -23 日検査

木 口 よ り E(cEm色) 

薬剤の |附| l i vH、巳 V J| | | の深さ種 類本数木 口 の J決態呑披ブ.ナグワ | 制'JH. ("t'\木 口 の状態番抗 7・ナグワ I 其他の
ヰカピ及 原因
ぴ類似商

日 |献して鵬、 地|
: ¥ 0ナ m第14~楽| 8 I 同 上 | | 寄共になし

" 
8 I I! 1180-180 

,.(. 

密着し菌ない稀| 5 I 0-0 I 50-75 I! 32-65 

第15 5，践重軽| 8 11 こ議書あ P 同
52-73 I! 60-180 

儲し菌なし鼠| I! 向上なろし蛸あ| !! 

第1嚇| り

(A) 
90-180 8 1 I! 1180-180 

精し黒色1叩 | ノツ 同上なろ L 識寄梢| 7 1 !/ 1180-180 

第四鵬 | 81 1~後生す 、 併な 々ブ立なり
(B) 

30-120 I! 

一|同上なるも問! !/ 

第時楽 1 81 1こ蹄あり
(C) 

42-9品

l…j…も縮尺| 7 !/ 180--180 
~jn7披誕 | 81 同 上 |

59-18 8 1/ 180-180 

!/ l 不中上…制 !/ 

第四抗議 | 8 I rr,] 上 |
!/ 50-60 !J 180-180 

、、、

子園』

向上位哨有なし| /γ 120 33 |密着して菌，&= > 11 7 I! 5丑-180

第19 ?J，\:重量 l 8 I 害共 l こな し

" 8 !/ 50-180 

!/ 

| 60γ…引く 7 " 180-180 第20Vb~楽| 議答1'\'1少

!/ 180-180 8 !/ 180-180 

" |180-181 同 M 

第21抗築| 8 I 向
6 " 180-18 1/ 80-180 

プナグワヰカピ及| 5 118山 7 1180-1801 ト
無 虎迎 | 8 1~類似官官の~め梨

渡す、iÍi!1答あり
!/ 
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第 5試験東京営林局後閑管林署重富閣有林 昭和1 8 年 7 月 1品 目覚行

鼻、

同年 8 月四日ー 17 日検径 l 同年 10 月 25 目 -31 日検査 l 同年 12 月 16 日 -23日検査

番|否定LJ紅I 番lEV151 |番l zzLJ 営)
-，-1 木口の扶態 1 1 一一--，一一-!水口の欣怒 1 1一一ーで一一一

自主1 ;;店長 |其他のI 鋭1522: |其他のI 披l ftC2|其他の
ぴ類似削原 凶 I 1 "'"1ぴ額似f占原 凶1 n c;:矧似甜|原 凶

鯛IJtìW若し11計|山 |盈一6 1~矧い朔剤j は筑硝、指着しl l31 山 110一品朔型l2悠空空巴剖~ 1 5 1山ん|い1 0-ト一-0 !1いι180ルmト一
菌な し . 1 1 1 1熊旦色菌f俺革由か‘に 1 1 1 I削り日C旦巳，叫ムで

第 9蹴 1 61 11 1 12523齢11 I 1 Iヨ諮懇
21 ρ 1 0-2 1 叫 1 41 fI 1 25-3RI り 此の部 4 り 1 fll // 11RO-1Rn 

u ・ I 占 1 .. 1-- ~~I:1l華 色す , ~， 山山

向上 f,,] J二

51 // 1180-180 0-8 

向上

。-0 61 グ 1 180 -180

7-10 グ 1 180-180

0-0 180-180 

~16~縫楽 1 6
(A) 

0-0 I溢材に紫色菌 31

締役生して黒1 v
l 

色化す、心材
l当色 . i!iA答あ
り

F
b

e

ρり

色
て
す
議

思
し
化
は

に
生
色
銃

部
俊
終
日
し

材
ω開
館
第
な

溢
首
会
唯
中
一
円

n
u
 

守
ム

n
u

一
一

ハ
U
n
u

マ
ム m

 

l
 

n
u
 

nd
 

J
 '
 

カ
め

ヰ
筑

ワ
の
す

苧
生
化

ナ
夜
色

プ
ピ
別
出

Q
U
 

柑
開

放n乙守
I
L

μ川府

8-10 

円
d

円t

一
一

戸
、υ

ハ
U

寸
ム
の

r


L
y
t
 

蹴
下ん
制捌
山民
間

て
盟
…

に
て
す

世
間
し
成

上
と
形

間
々
をρ0

 
市
栄

抗η0
 

1
ム

ム
民AVE

 

品-8

4-12 

MJ;7在し菌なし 1 1 1 0-0 1 ぺ

2 1 ρ10-2 

9-101統治し菌な告 1 51 グ 113-53 
も 封\t ilヰ 1t'1iか l こ
あり
向上なろ L 議

19-481寄を認めず 1 61 // 1 5-10 

3-7 20-30 

~~15統楽

180-180 

11 1180-180 

生-10
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第 5 試験東京営林局後閑皆林署重富岡有林 昭和 8 年 7 月 14 日賀行

同年 8 月四日 -17 日検査 同年 10 n 25 日 -31 日検査 同年 12 月 16 日 -23日検査

2主主 木口より重苦色 若手木口より遜(cm色) 木 口 L り 蓄量色

務剤の 2 木口の欣
番の執E さ (cm) の深さ 番の i来さ (cm)

1正類 木口の株態 木口の;氏態

量t 統汁其他の 放出品|共他の 放叶其他のヰぴ傾カ似ピF3E:!京 凶 i ぴ頗似 原凶 びヰ鎖カ似ピ及描 原 因

11 0-0 0-0 310-0 0-0 薬剤は密荒し 510-0 不明

賀n6披楽 6 悶 上 同 上 吉宮のす主生なき

(B) 七議寄大
2 11 。-0 4 1/ 0-0 

~ 

1 /f 0-0 3 1/ 9-16 5 11 不明

第16披楽 61 Jl'iJ 上 同 上 同 上
(C) 2 11 0-0 4 '1 10-13 6 11 不明

1 11 0-0 14-20 5 11 不明

~fi17統楽 61 Jl'iJ 上 If�J 上 同 Jニ
2 /1 。一日 4 11 15-47 6 " 不明

0-6 3 11 16-23 向上なろも第 5 u 。-4

~185Þ~楽 61 Jl'iJ 上 [i� 上
5 放は歳者な
し

2 11 。ー-10 盛 11 。-0 も 11 180ー180

1 11 10-29 3 /f 。-10 2谷清し官{の設 5 11 20-21 
生なきも貫主 5

第19 !ib1t楽 61 [flJ 上 問 上 腕は t弘幸ヰな〈
fF:; 6 枕は 1，\寄

2 11 8-9 4 11 12-5 大 不明

| 川向上川1 1 1 9 一山一 0 浸潤す 、 商な 3 H 7-14 吸牧され菌の 8-14 
Tこ わろ故、 7・ し、裁客あり E芝生なし 、 議

第20放楽 6 ナグワ牛カピ 寄イ些少
駄々 a生す

ノア 生 11 6-12 6 ノア 8-10 

110-4 11 3 ノγ 12-40 l汲l吹 き れ爾の 5 11 5-10 

~"21統楽 61 fi'iJ J二 防] 上
宮差益三ない議
容な iきかXは

21 0-6 11 4 11 10-27 稀少 6 11 8一品。

プナ'7)7ヰカ 116-7 11 プナグワヰカ 3 5-7 0-0 溢材部はプナ 51180-180 。-0
ピ及び類似lltî ピ&ぴ類似~f

グワヰカピ&.

無庭迎 6の E童生大にし のおめ黒色化
ぴ類似菌の免

て1J<.黒色又は し 、 又 )J ロコ
め烈色化す品

，w.色と化す 216-8 If プ担ケ E童生す 450-60 グ 干ヰ大 . 腐初 L
11 

甚大
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第 6 試験 東京営林局後閑営林署重富国有林

昭和 8 &jミ 8 月 12 日 賀行 昭和 8 年 10 月 31 日 n行

同年 10 月 26 日ー31 日 検査 同年 12 月 16 日 -23 日検査 同年 12 月 16 日 -23日検査

2え= 木口￡り 愛色 木 口 ι り重量色 香木口 ι り 凌色
薬剤の 21 木口の 7状態

番の深 さ (crn) 番 の深さ (C01) の I来さ (cm )

種類 木口の欣態 木口 の;'Jk態

数 枕汁其他の 波汁其他の 放 プナ?他のヰぴ類カ似ピ及葺 原 因 ヰV額カ似ピA蔚原 凶 | ヰぴ類カ似ピA甜 原 因h守

重軽剤は 5賢治 し 11 0-0 6-10 礎朔jは密着 し 310-0 8-8 礎馴酬品識a 到剤l は符糊治J 。-0 0-0 
菌な し 菌2kj奇t害な-ð 官主客なし

~t9~築 G も最寄あろ部
‘ 分の聖書色散在

2 11 4 I! 15-20 6 11 0-2 

草f，'五年するもプ
同 上 1 1/ 10-18 ナグワヰカピ 3 // 20-30 5 11 1-1 

但しプ十グヲ 他少に殺生し
第10絞殺 6 キ カ ピ Hiかに 地帯亦僅少に 同 上

2量生寸 して此の部分
2 1/ 10-15 ι り華草色部を 4 11 15-30 6 1/ 0-1 

見ろ

1 I! 。!献 し荷な き 1 18-30 5 11 。 -0ー も劇部にペ ρ
封~ ll放礎 6 同 上

かに;?.J，害革連 色
l司 上古1\ あ り 、 X ;ì昔l

10-19 干ヰな告 も のも 4 // 23-45 6 11 0-0 
あり l 

密着 し荷なし 1 ノγ 0-3 2賢治 し荷 な 3 M 5 11 。-0
し 、 稀に 長虫干存

第12~君主a 6 t極微なるか叉 rnJ 上

9-18 は議容なし 品 11 23-62 6 11 0-0 

1 /1 18-20 清治し菌なし 3 λr 23-31 5 I! 2-3 

第13~底薮 6 同 上 議古 t; し r;,J 」二
h 

2 11 18-20 d I! 23-35 G 11 3-5 

1 11 17--28 3 11 20一品5 5 I! 0-4 

tj!; 14 lfJÆ革連 6 肝j 」ニ !f;J 上 rnJ 上

2 11 10-11 4 1/ 13-28 白 11 0-4 

1 /1 33-37 3 1/ 29-36 υ F 1/ 。-5

第15競葵 日間 上 |討j 止二 l可 上

2 // 2生 -35 4 1/ 36-42 6 11 4-9 

1 1/ 5-14 2賢治 し I若 なき 3 υ 16一回 5 11 0-2 
L 識得草草色剖l

第1日披薬 6] lfiJ 上. 各[j)j'に あ り 、 開] 上
(A) 「密着し札議 丑 11 25一品7 日 11 0-2 

答な し



88 林業試験報告 第三十五盟主

第 6試験東京営林局後閑営林署重富閤有林

昭和 8 qニ 8 月 12 日食行 昭和 8 年 10 月 31 日貨行

同年 10 刃 26 日 -31 日検査 l吋年 12 月 16 日 -23 日検査 同年 12 月 16 日 23 日検奈

1主
木口より縫色 本木口 ι り 主(c主m色j 番木 口 L り 霊(c童m色) 

量産弗l の 京木口のi伏態
番の深苫 (cm) のi?1~さ のìJ1良さ

種類
木口の;伏態 木口の i!k態

数 統…l叫の 統ぺ其他の 銃一|兵他のヰぴ類カ似ピA副A 院( 12,1 ヰぴ類カ似ピ 」甜え l京 Itsl ぴヰ類カ似ピb苗t 原 1M 

110-0 10-10 惑星拘lは密着 し 310-0 24-28 

tÎH6~1虎薬 6 同 上
商少なし

lfiJ 上
(B) 

2 11 13-18 4 !I 30一品。 日 I! 。-1

A 

1 11 5-H 3 1/ 14-20 5 !I 1-1 

賞116披楽 6J lfiJ 上 同 上 同 上
(C) 

2 11 7-11 生 1/ 10-16 6 II 。-1

1 1/ 10-21 密着 し積書な 3 // 8-16 5 !I 1-2 

告も事flîに治t干写
~p7放楽 6 同 上 重量色苦ßあ り 、 同 上

向上な あ も路
3 υ 6-37 害なし 品 /1 11-13 6 !I 0-2 

1 11 13-18 統治 しiî な き 3 Jγ 3-19 5 I! 。-0

も 稀に主弘主存主主
~18放裟 61 I口j 上 色あ り、向上 同 1ニ

な る も fff~客な
2 // 4-18 し 4 /1 9-20 6 M 。-0

] /1 15-22 向上なろも金 3 1/ 22-25 5 I! 10-14 

1tn9統楽 61 tnJ 上 ¥ fffÚ\ 'i~・ 1t. し IffJ 上

2 !I 23-23 4 !I 25-26 6 1/ 6-12 

.). 

浸潤す、商な 1 11 1040!糊し峨 さ 3 !I 20-23 向上なあ L 議 5 I! 3-16 
し れi4.m寄な し 寄部に重量 色ぜ

第205J}l~ 6 ろ個所稀にあ
リ

2 1/ 8-191 ~ d 6 // 2-5 

1 1/ 21-25 3 1/ 30ーム払細書 5 ノγ 。-0

第21脆薬 6 同 上 問 上
部あ り

2 M 23-46 4 1/ 38-50 6 ノア 。-0

プナグワヰカ 1120-24 0-0 プナグワヰカ 3140-180 。-0 プナグワキカ 5 1/ 0-0 

無五色迎 ピ及び類似菌 ピ及び類似菌 ピ及ぴ類似菌
6 のí~ め然色化 の1~め木 口 は の後生&ぴ地
す 2127-40 // 祭事遣す 4140-50 1/ 害な し 日 !I 0-0 
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第 7試験東京営林局高岡営林署巣鷹山固有林 昭和 8 年 6 月 9 日公行

〈丸太の会長は1.80-3 .80 m) 

昭和 8 &1:三 9 月 26 日 検釜 昭和 8 年 9 月 26 日検査

木口 ι り 聖書色 木口 4 り 宣告色
議 殉j のl'r行 の i宋さ (crn) の深さ (cm)
種 類本数 木 口 の;伏恕 糊フナグワl 木口の欣 番lJJ，~

フナグワ| 州の牛カピ及". 其他の
ぴ類似首~I J京 /:i�1 ヰカピ& 原 |珂

ぴ類似商

本 口 の楽朔jは密 7iま 1 0-0 8-10 7 。-0 18-2:3 

ずるも一端又は扇
。> 11 10-23 8 " 18-30 

端に ~~?I 色の総!/);�!t{ 
第16W/~薬

を徽設にまE生し叉
3 1/ 18-22 9 11 20-50 

12 1呈 と 同一
CB) プナグヲヰカ ピを 4 " 18-30 10 11 11-40 

能力、 にま芝生し 1: ろ
5 11 10-57 工1 11 23-62 

L のあり
6 11 不明 12 11 17-53 

1 11 12-48 7 11 6-7 

主主殉jは絞殺す芯 も 2 11 24-28 8 11 5-18 

tß16~X藻 黒色の百直f告かに知
3 11 不 明 9 11 23-50 

12 
々 と渡益三すろを認 t�'. 1こ 同一

(C) 
4 11 11-16 10 11 20-47 

め 1: U 

5 11 13-34 11 h 14-25 

/1 10-18 12 11 7-36 

1 ノ/ 10-13 7 11 18-34 

2 11 不明 8 fI 20-30 

薬剤jは符若し1l1ìの 3 11 13-28 9 11 15-18 
~1; 18gJ，~礎 12 左 と 同一

λ ~Æを会〈認めず
4 11 10-25 10 11 7-80 

5 1/ 10-25 11 11 9-16 

6 Jγ 11-18 12 11 90-100 

1 11 50-33 楽河jは完全に木材 7 11 27-36 

中にì9: ì問し、木口
s 33-63 2 U 48-75 11 

薬剤は完全に内部 には黒色の紙!IJ、商

に設潤し木口には 3 11 38-39 心材部に王宝生大な 9 11 20-43 
~"i20説草壁 12 

るもの及びプナグ紫色の需品i伏菌駄々
4 11 28-35 10 11 13-33 

とし て愛生す
ワヰカピ皮部に近

5 11 28--45 〈主主 61ミぜるも のる 11 11 20-32 

り
6 " 25-59 12 11 24-26 
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昭和 8 年 9 月 2日日検査 昭和 8 年 9 月 26 日 検査

木 口 ι り 事l!!' 色 木口 ι り 霊童色
礎拘j の貸行 の深さ (cm) の深さ (CIll)
総 類本数木 口の 同制フブグワ| 木 口の欣態糊 プナ グワ l

キカピ及其他の ヰカピ及 :tt他の
ぴ~fl frl一伊[ 原 ltil び司類似ïi!f 康 弘l

講話列lは完全に法i悶 1 。-0 11-44 7 

し水口 に は他かに 2 /ノ 34-84 s グ i 17 -30 

黒色の記事i伏菌及び 3 1/ 34-68 9 M 13-28 

t!~ 21 !iJ}ê袈 12 左 と 同一
プナ グワヰカピ}笥 4 11 不明 10 1/ 

121-37 

も他かに主主生す 5 1/ 33-64 11 11 28-40 

6 1/ 34-98 12 υ 20-60 

プナグワヰカピ及 1 80-120 。 -0 7 

ぴ類似I主J王室生のft 2 9品-94 1/ 8 45-180: 1/ 

め木口は暗黒色と 3 90-106 υ 9 40-180 // 

無底辺 12 左 t 同一
化し、内方都は腐 4 60-90 // 10 180 -180 1/ 

朽ぜ ろ L のあろを 5 180-180 // 11 98-180 I! 

認め t: 1) 6 94-180 1/ 12 30-66 11 

第 8試験 青森営林局野漣地営林署南天閉館園有林 l昭和 8 Ô]: 5 月初日 12行

(各月検ù'の丸太の 'I~~誌は泌材 のみ、 とl~童文は全部をQt;([J'し Tこ るものな り〕

同 (O l ~ 6 月 22 日 -2壬 日 検査 同年 8 月 26 日 検査

木口より E(c2m色) 木口より 努(cn色1) 
薬剤の袋本数行 の深さ のl?I'ioさ

種 類 木口の i民怒容品E プナグ.17 1 木口の状態 番bE

牛カピ及 ;Jt他の
ぴ恕[fJ以前 J]j! 1玉l ヰカ ピ及 l京 阪l

ぴ繍似前 A 
1 0-0 2.4-2 草谷清d あ L 2 本の 7 0-0 10-25 

九ったの一端の木口
ロ // 1.2-1 に ス"' '''ロタケ溌 s Jγ 25-80 

生して此の部の聖書
薬剤は密治して菌 3 // 3.8-4.1 色大なり 、 皇室;ffiぜ 9 // 19-50 

第16披楽 12 ぎろ 心*1・郊には 7・
(A) の後生を認め? 4 // 1 -4.6 ナグワヰカピの主主 10 // 3-25 

えドー大、他の部には
5 '/ 首なし 11 // 9-15 

6 // 0.4-3.8 12 // 13-26 

1 // 1-1 側I町&.ぴ一端に λ 7 n 11-48 

2 // 0.8-0 "' '''ロ タナを王室生 8 // 50-80 
ぜ る も の並に心材

3 // 1-5 
部に腐朽部を生ず

9 // 8-12 
第16~:J~楽 12 fl'�J 上

(B) 4 // 0.6-1 る も のの材の盟主色 10 υ 10-36 
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同年 6 月 22 日 - 24 日検査 同年 8 月 26 日 検査

木仁li り 霊lc登m色) 木口より 鐙(cJU色) 
革運 河!の 品毎"'川a二二 木口の;民強 容貌 の深さ の t架さ

種類 本mk ブナグワ | 蜘の 木口の川棚フナグワ|
牛 :h ピ及 其他のヰカピ及 原 1M
ぴ類似T笥 原凶ぴ類似l諮

5 I 0-0 0.1-1 特に大なり . 心材 11 。- 0 23-10 

に はプナグワ牛カ
υ 0.'1-0.8 

ピの王室生大なり
12 1/ 65-85 

1 " 0.2-2.6 塗;(rj -tC!:さ' 芯 心材部 7 " 4-5 
にプナタワヰカ ピ

2 " 6-6 官室生す 、 他部には 8 " 17-35 
菌なし 、 第 8 統の
一端l こ スエ b ロ担

基~jÌ'm は密活してïi\î 3 " 6-7.6 ケ吉造生ぜる f芯め重苦 9 " 9-30 
第18~時i~ 12 色大、第 9 放の主主、

の E芝生を認め?
生 " 2-3.4 色大なろは心材部 10 " 6-10 

附近の主主材を残ぜ
ろ Eめなり

5 " 10-18 11 1/ 6-7 

6 ノア 4.6-9.4 12 " 7-9 

1 " 10.4-10.6 7 u 40-110 

。“ ゲ 10.6-10.8 8 " 75-87 

全磁の丸太の一端
3 " 7.8-14.2 9 " 36-53 

第四抜高E 12 問 上 に多少づっ白色の

4 !/ 6.4-8.4 
菌紙袋生ぜり

10 " 21ー但

5 " 8-9.4 11 " 27-33 

6 " 8.1-10.生 12 " 31-63 

1 11 0.4-2 は… 7 " 50-58 

2 " 2-2.4 11 こスエじロタケ滋 8 " 33-75 

浸潤して木口には 3 " 1-1 益三す 、 木口側面に 9 Jγ 19-52 
第21統楽 12 

n\î の五芝生を認めず 4 M 3.8-4 は-lMî の王室生な し 10 " 不明
5 " 0.4-2 11 " 43-71 

6 υ 0.4-1.4 12 " 

1 0.8-0.8 。-0 丸太は全部返材会 7 50-100 0-0 
プナタ?ヰカピ其

2 2-3 " 憶にプナグワ牛カ 8 50-100 " の他類似菌各政j.に
3 2.1-5 " ピ及び類似菌大後 9 65-100 " ~Þlnで 12 後生 して灰白色叉
4 1.6-1.6 " 生ぜi)~め黒色に 10 100-100 " は黒色のlllîmを作

" 雪量化す 11 63-100 " る
6 10.4-0.4 " 

12 70-36 " 
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第 9 試験 青森営林局野法i也管林署南天閉館図有林

(各丸太の長さ 2n】〉 昭和 8 年 2 月四 日 -25 日伐傍l及び塗布1在行

rrrJ 年 5 月 20 日検査 同年日月 22 日 - 24 日検盗 同年 8 月初日検査

2定 1゚: 木仁I t.り 主主色 r 木口 ι り 霊(童CJIl色) 
木口 L リ 主主色

築費Ijの 宗木口の欣
の深さ (cm) の深さ 番の深さ (cm)

:flll類
木 口 の;伏態 木口の状態

抗手ぴ類:似22苗 I其原他凶の盟I 放…|其他の 波叶其他のぴヰ類カ似ピZ菌吐 l京 凶 ぴキ類プJ似ピ?苗" 原 l羽

各自主共に木口 110-0 3-5 各自E芸1<に草壁列j 510-0 2.6-6.2 大部分刻々 . 910-0 40-98 

の楽掬j は金書[1 2 11 1-5.6 は全部活fli !lll:す 6 11 0.4-2 剥げに あ部分10 u 15-20 

第 9 放m~ 12 出ifli剥す、 菌な I省なし に 白色菌王室生
3 1/ 3-4 7 // 2-6.4 11 11 60-77 

し 大

4 1/ 1.5-1 8 1/ 10.2-10.4 12 1/ 37-75 

1 1/ 1.6-2.8 大継続着すろ 5 1/ 2-6.6 大部分着する 9 11 12-63 

大部分剥げす 2 1/ 1.5-2 Lør 々に剥げ 6 Jγ 2-2.4 も剥げれ る部10 1/ 10-25 
第16見!ë~産 12 

(A) 
簡の後生な し

r~ 1.> Jjfiあり、 分に 白色商王室
3 1/ 1.5 -2.8 7 1/ 6-6 11 1/ 28-50 

菌な し 生す

4 11 2-1.8 8 1/ 2-12.3 12 1/ 42ー必

1 1/ 1.5-0.8 大部分刻々、 5 1/ 0.6-2.4' 大部分剥げ必 91 11 125-180 

密着す、 磁の 2 1/ 1.7-1.8 菌なし 6 1/ 1.9-7 の部分に白 色 101 1/ 95-180 
~~16 5JJ~若返 12 

(B) 
後生を認め?

菌五芝生す
3 11 1一一1.2 7 1/ 2.6-5 11 '/ 60-80 

4 I! 0.8-2 8 11 3-9 12 // 70-115 

1 // 4-8 大部分請すあ 5 大部分着、 但 9 1/ 8-22 

2 /1 10-13 b 4与 ørに剥げ 6 し 1 本の一端10 // 50-110 
第19抗草壁 12 悶 」ニ

r~ 1.> 所あり、 全部剥げれり
f 

3 I! 19-12 7 11 1/ 25-28 
W\î なし

品 ノア 4-6.5 12 1/ 22-30 

0.5-1.3 全部に浅ìf1J す 5 1/ 2.2-6.2 木口 ! こ駄々白 9 1/ 85-90 

2 1/ 0.8-1.2 
極一 なし

6 U 品-8
色I宜!Ji生す 10 // 3品 75

第21 J}J，~~ 12 密着 し菌なし

3 // 1.5-2.3 7 Jγ 4-6.4 11 1/ 54-70 

4 1/ 0.6-1.2 8 // 10-8 30-100 

話量材赤褐色 t
1 I! 0-0 

主量材赤摘色 k
3 M 

16 2E司41木口 l二黒色を 5 // 180-180 

7民虎迎 6 墨して白色菌
化し菌な し 2 1/ 0-0 化 し菌なし 生 I! 18-2 の後生大 6 1/ 180-180 
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第 10試験秋田営林局荷上場営林署鹿瀬内津間有林昭和8~F5 月 10日伐倒及同月 15 日塗布

(各月検査丸太の さp滋は心材 を残し建材部のみ塗;ITì し箆りは全面塗布ぜりコ

同年 6 月下旬 検査 同年 7 月下旬検査 同年 8 月 20 日 - 21 日検査

TZ 木口より~色 木口 ι り 主主 1'"
主寄 木口より 遜(cm色) 

薬剤の 2 木口の扶
T昏の深さ (cm) 番の深さ (CIl1 の深さ

種類 木口の;民態 木口の欣態

数 統叶其他の 銃…l其flllの 統一其他の| れぴ類似ピ及間 際 li;1 ぴヰ類カ似ピ及m l J京 Il<j | ヰぴ類カ似ピ苗及 l京 1m 

71 0-0 10 .2-1. 5 全面塗布は密131 0-0 1 3 .5-防.5

// 2-32 8 グ 0.5-5 着、但し不完141 " 111.5-82 

酬t主輔 1P 16 酬哨 全部に菌室芝生
91 " 10.5-~.5 す 15 グ 2-76.5

~~16~;虎議 18 10.5_7Iï誌の~生を認(A) 菌のE室生な し 11 0.5-7 めず 101 11 10.5 -3.5 返~>1 皇E 市は密16ρ2-93 

11 0.5-0.5 171 /1 11.5-52 

121 /1 11-21 ナグワキカピ
苦量生す

1 7 11 。.5-17 金而塗司Tは wi 13 11 5-65.8 

2 11 .0.5-1.5 8 11 0.5-19 治、菌のE芝生14 /1 1.5-37.5 
Tょし 、

3 w 0.5-0.5 9 1/ 0.5-28 15 /1 3-82 
jj116銃重量 18 伊j 上 fi'iJ 上 込材部塗布は

<B) 4 11 。-0 10 11 0.5-28.7 
話量材部&ぴ心

16 11 2-98 

5 u 0.5-1 11 11 0.2-3.5 材部に L醐|:7 /1 3-96 

6 F 1-10 12 11 1.5-36.9 々多くl&Æす 8 11 1.5-100 

1 11 0.6-1.2 7 /1 1-9 会而塗布は密if 13 " 1.5-76 
2 

" 0 .5一日 8 11 1-12 完j: ， 菌なし、 1丑 11 1-81 

3 11 0-6 9 11 1.5-36 逸材部塗布は 15 " 1.5-41 第17Nb~ ;葵 18] FnJ 上 l fi'iJ 上
心材部にプナ4 ノγ 0-14 10 /1 1-14 16 11 1.5-33 
グヲヰカピ&

5 11 0-10 11 /1 0.5-8.6 
ぴ他穏菌[後生

17 11 2-82 

6 11 0.5 -0.5 12 11 1-32 す 18 M 1.5-69 

会問問|1 11 :0.4-3.1 1.1-40 治、プナグワ 13 ノγ 180-180 
キカピ以外の

2 /1 2-50 81 /1 4.6-45 菌粉々宣芝生 14 11 10-180 
す

3 ノγ 3.5-50 9 ノア ι5-100 返材・塗;(jîは絞 15 /1 180-180 
~19\)J，:薬 18 問 上 同 上 着、 繭木口に

4-16 10 11 3.6-40 他1書菌霊童生し16 11 品-95

1:1. つ側而にス
5' 11 2-35 11 w 5.5-53 エ b ロ担ケ王室17 /1 5-82 

生大.心材・に
/1 2-6品 12 " 5.2-96.7 プナ~ヲキカ 18 /1 2.5-90 

ピ後生大

1 11 1-11.5 7 υ 1-73 会?而塗耳'Ir はlií\' 13 11 5-88 
7~~f 、 プナ苧ワ

2 " 0.5-60.5 8 u 2-28.2 牛カピ及ぴ白 14 11 4.5-97 
色のl笥多く後

~;20枕楽 18l [i許] 上 3 11 1-19 fi'iJ 上 9 11 1.5-28.7 生ゼず 15 11 4.5-110 
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同年 6 月下旬検査 同年 7 月下旬検査 同年 8 月 20 日 -21 日 検査

3雪 番木口より霊(c童m色) 香木口 ι り重(c量m色) 番木口より渡(cm色) 
楽凋! の 2 木口の欣

の l~~ さ の深さ の深さ

積類 木口の;伏態 木口のJ決態

数 放叶其他の 続問タワ|其他の 銃ぺ其他のぴヰ類カ似ピ皮苗原 因 ヰぴ類カ似ぜ及苗 l反 凶 持活原因

41 0-0 0.5-18 
100-0 1 2s 3g4n 赫越材塗布は他 161 0-0 2-110 

の白色の菌
5 11 。-10 11ρ 1.1ー 粉々多く後171 11 2-1C2 

す
6 11 0.5-8 121 11 1 1ー 181 I1 4-95 

プナグワヰグ 11 2-13 。-0 木口市に磁の 710.3-18.2 0-0 各自足共;!4~の木 131230-230 0-0 

カピ俗少づっ 212-8 /" 後主主を認む、 81U-36 11 口はプナグヲ 1417.5-1C6 11 

各丸太の木口 3! 1-12 1/ アナグワキカ 911-23 11 ヰカピ及ぴ類15 不明 11 

無底辺 18 
に官芝生す 品 0-0 /1 ピの菌ま*なる 1010.4-6 11 ftJ.菌室芝生の続 162叩-230 11 

512-17 " が虫日し 工10.5-30 11 め ZE援す 17 5-78 u 

610・5-11 11 1210.6-24 11 181 4-1CO u 

前記各地に於て各季節に於ける試験用丸太 1，264 本にまう}ずる賀験成績を通躍する陀冬季伐倒

丸太に封して直に薬剤lを塗布する場合は丸太木口 の凍結立立 に薬剤其の も のが凝固する矯め . 塗

布工程意の如く進捗せす、市して是等の丸太は襲剤を塗布するとせざるに関せすな 3 月上旬頃迄

は内外共に特に嬰イ七を認めヂして. 唯無鹿理丸太の木口には比較的多数の舘裂を生じたる程度

に過宮ざるも気温上昇して 4 月及び 5 月の候となるに従ひ. 薬剤中には亀裂を生じて木口商よ

P 離脱する個所を生巳而かも此の部分より 盤色を蛮生ずるものを見るに至れり。此の愛色は共

の後時日 の経過長きに従ひ主主k荏しくたり 8 月頃に至れば薬剤の殻果を記、むる能はざる迄に饗

色ずるもの多数あり。市して1H~鹿理丸太の木口はE互に部裂を増大するのみにして饗色菌の蛮生

季節なる 6 月- 8 月の候に建ずるも漁潤去る状態の下に置かれたるものの外之れが費生を認

むるものは僅少なり 。 市して 6 月上旬頃迄は各丸太の木口よりの愛色は特に探をも のに於ても

22cm 内外に過ぎされると とは各試験丸太の検査の結果により明かに之れを認むるを以て. 冬季

伐倒丸太た して翌年の 6 月上旬頃迄に製材するものに釘しでは . !持に薬剤J塗布の必要を認めざ

るも 7-8 月以降に至れば鑓色は著しく 進展し. 殊に 10 月頃に至れば丸太の木口及び周囲に

スヱヒログケ立立に其の他の木材腐朽菌の官芝生を見ると共陀筈轟の被害も漸次多きを加え製品の

憤値を甚しく失墜せしむ るに至る。故に斯 くの如き丸太の縦断面を検せは・遺j、オ全部は汚褐色と

化 し木口 より深く友白色の腐朽斑献を示し且つ法材部より深〈轟孔を生歩、るに至るなり。

以上は冬季に伐倒し?とる丸太に塗布したる場合の薬剤jの附着y状態及び殺果に就き記述したる

ものたるが 5 月以降に伐倒したる丸太の場合は前記のものと其の趣を異にナ。卸ち此の季節に

建せば薬剤も剥脱ずるととなく 完全陀木口面に附若し. ブナの迭材中には多量の水分を有する

」そ
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関係上浸透性の精強き第 20 ~虎薬及び第 21 ~虎薬の如きは完全に木材内方に I汲J放さる L を認め

たり。而して本試験に使用したる各種の薬剤jの内第1l~虎繋より1Jf~ 14 抗薬に至る各襲商jを除

くの外は塗布木口面化於て約 2 ヶ月内外は全く菌の費生を認ゐざりしも ， 無慮理丸太の木口に

は漸次費色菌類の小なる次白色の菌叢の蛮生を認めて木口部を慶色せしめ.殊に 7 月伐倒の無

慮理丸太には伐倒後 7 日目に其の琵生を見ると共に.内方部にも深く鐙色し行き 8 月頃に至れ

ば木 口 rmは黒色に饗化して内部の鑓色著しく進み 10 月以降比於ては.全遺材の箆色を見甚し

きに至つては共の木口よ り腐朽の浸入するを認必たり。無虚理丸太が斯くの如き激烈なる愛色

を起すに釣して各種の薬剤中第 13 蹴襲(数果は時に不定なり λ 第 16~虎襲。)，第 17 ~虎薬.

第 18 蹴柴塗布の各丸太は 8 月下旬に至るも其の雨木口陀腐朽菌及び費色菌の蛮生もない叉

謹材部陀も僅に薬聞に因る鐙色を認めたるのみにして共の放果責に大なるととを認め. 特に第;

18 説襲の如きは 10 月に至るも他種薬剤に比して鑓色少なきを認めたるも此の季節に至れば

丸太の周囲に鼠害を認め . 其の他スヱヒロ グケの如を腐朽菌も登生ずる矯め充分の放果は認め

難きを以て 5 月伐倒丸太にまM して第 18 ~虎築を塗布したる場合の放果は先づ 3-4 月内外1é之

れが有数期間と見る可きものとす . JI住本薬剤と雄も使用丸太に依り時陀薬剤に因る饗色を柏々

深く認むる事あるも 止lニの愛色は木材の乾燥と共に不鮮明となり製品の憤絡に影響する所なし。

而して上記の閥係は 6-7 月伐倒の丸太に於ても大同小異ーたる事は前記の後閑営林署. 高自営

林署. 野進地営林署部内t亡於ける各閣有林(前表委照〉の貰験成績を重主将、するも大韓に於て首

肯し得らる主事にして. 唯秋田営林局管内荷上場部内に於ける貫験は薬剤l塗布のものも薬剤に

因る愛色甚大となれ充分なる数来を奉ぐるとと能はぎりしも 、 同年引き箇き秋田皆林局在勤

安部投手に依額して賀行したる第 18 ~.虎薬の放果は前記各地に於げる結果と大陸一致したるを

以て木南jのブナ丸太材饗色防止上の数果は確買なるも のと信歩口向後関営林署都内t亡於げる貰

験に擦れば 7 月伐倒の丸太は共の樹皮著しく剥離するを以て此の季節のみは伐倒を中止するを

有利なりと思考す。

ヨえに季節も漸く進みて 8 月に達せば丸太V亡封ずる害援の蝕害も稀とな るか. 叉はさをく之れを

認めざるのみえとら-p無庭理丸太には盤色菌の蛮生を見ると雌い蛮生後に於ける菌の蛮脊季聞

は比較的短くして巴に秋冷の候に主主するを以て 12 月に至るも極めて軽徴に終るが如き欣態t:r.

p 放に此の季節に第 18 ~虎薬1é塗布したるものは首年内は勿論翌年 6 月上旬頃迄は腐朽慶色よ

P 完全に保護せらる L 事を認めたり . 尚青森営林局管内野進地営林署部内陀於ける笠験t亡依れ

ば、 薬剤経僚の白的よりしてブナ丸太の心材を塗布せざるととは此の部分に木材鷹朽菌の議生

を*して甚し く不良なる結果を招致するととある を以て木口聞には建材心材共にきさ布ずるを有

利とす。

以上各季節に調査したる結果に依り第 18 ~虎薬を塗布したる場合伐倒後の有数期聞の大韓の

傾向を示せば衣の如し。
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伐倒 季 節"&ぴ広迎{方法 ギ了 まt 期 日iJ
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夏季f:!(倒丸太第 18 !iJX霊長塗布
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l 鐙色蔚及ぴ腐朽I請のE芝生甚大にし

2 1 1 て識筈なし

I! 200-200 

H 200-200 

以上各地に於て冬季服装の候に伐倒し塗布したる薬剤の多くの物は気温上昇すると共に漸:;7(

離脱して其の数果を持続し能はぎると とは0"百年の試験結果と同ーなるも . 日住本年使用したる薬

剤中第 24 抗薬は全く離脱せヂ完全に密着して 242-2-17 日の長きに豆九木口より の腐朽及

び慶色を防止し得たるも此の期聞に於て丸太の周図より.侵入し来れる腐朽菌及び筈晶の1.lbめ .

此の部分工り慶色せる も D棺k多きを認めたり。I3Pち第 24 \j，虎葉は冬季塗布すると隊も完全に

木口 十亡密着する も冬季は寒気酷し し 殊陀積零深き地方に於ては冬季の塗布作業は工程の進展

せざると と大なるを以て. 冬季伐倒丸太陀直に薬剤jを塗布するととは事業賀行上幾多の不利と

'‘ 

困難を伴ふものなり 。

ヨえに前記試験地陀於て荷上場部内 tて於ける fiil問金地は全く 日光を透さざる 日 蔭地の協潤えとるに

反 して野進地部内の試験地は通風日光共に 自 性! なる卒垣間部地なり . 然るに前者に在りでは各

丸太に甚しき害晶の被害を受けたるに反して. 後者は全く共の被害なきととは丸太の取扱上議

害関係より見て興味深きととなる可し口
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第 2試験 冬季伐倒し融雲後 (4 月中下旬〉塗布

索、体32、若号 音|毒剤宗 l 糊 木口の欣態

木口￡りの重量色
の深さ (cm)

アナグワ|其他の
牛カピ及|
ぴ類似蘭|原 因

東京営林局後陣j密441署重

富図手:r+.九 〔試験地前表

参照〕
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2 1 ) 木口 4 習内方郊の!お何深し
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勝林署 別、 伐倒、 塗|薬 剤 の
私 自司査年月日 | 種 類 1 呑披

秋岡 J益体局荷上場管林署

鹿瀬内i率図有林(試験i也

前表参照〉

f比例 、 昭和 9~三 2 月 1 日

塗布、 I! 4 月 25 日

制査、 グ 9 月 29-30 日

{ 伐fmit 242 日
経過 日 童文 ，i 
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塁手林聖差 別、 伐倒 、 塗 I ~終 列j の
私語司 益基jミ月 日 | 紐 類|番鋭 木口の欣態

木口 ι りの 喜重 色
の深さ (cm)

プナグワ I ~'l: 他 の
ヰカピ &.. 1
ぴ類似菌|原 因
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上記三営林署ーに於て 1 月下旬乃至 2 JõJ 上旬に伐倒したる丸太を共のまム 山地に放置し. 4 月

下旬頃 (融雲後)に塗布したる結果を見るに第 24 ~Jî繋を除くの外は冬季塗布するに比して附

着良好なりしも野進地営林署部内に於て賀行したる第 18 披繋は殆ど全部離脱したる矯め. 共
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の数J長は不充分に終れり口之れを要するた本試験に於ては第 22 ~虎繋.第 23 眠薬及び第 25

蹴襲は放JJ県微弱にして第 18 ~虎薬は離脱せざる場合は放果大なるも時に離脱するととるるを以

て本季節の使用薬剤としては確買なるものとは稿し難し、 然るに第 24 ~虎築は附着も良好にし

て全然離脱せす~而かも薬剤の矯め木質の内方部に饗色を'*すとともなく饗色防止上の放果極

めて良好なろととを認めたり。 故に冬季伐倒したる丸太Rxiして融雲後直に塗布する襲剛とし

ては第 24 蹴諜を趨嘗とするものにして本薬剤の使用に依り.丸太は其の年の 9 月下旬頃迄は

木口より侵入する腐朽愛色を完全に防止する事を認めたるも.同時季に至れば所に依り姦筈甚

しきととあるを以て 8 月下旬頃迄十ては庭介するを安全とす。而して荷上場営林署部内に於ける

試験丸太は冬季塗布の揚合と同じく轟害大陀して薬剤の放果を充分に比較するとと能はぎり

きD 叉向地に於ける無慮理丸太に菌の蛮生もなく . 且つ品害も無くして材は甚しく美麗陀保た

れたる理由に閲しては之れを明にするとと能はや。

ヨえにブナ丸太の樹皮が材の麓色防止上如何に故果大なるかに関して記述す可し.従来過去 2

グ年間に豆りて後閑. 員室川、 荷上場、野逃地の各営林署部内十て於ける捷色防止試験地は何れ

も伐倒地か. 又は伐倒地附近に於て樹l監を有する林地なるに劃して偶然にも昭和 9 年に於て賀

行し?とる野越地部内の試験地は林地と稀するも皆伐されたる卒垣間部地にして. 試験丸太は終

日日光を受け且つ通風自由なる個所なり，叉同年青森営・林局大畑営林署に於ては之れと同一保

件の下に在る同署の貯木場に於て賀行したるものにして. 其の結果を翻るに同一丸太にして池

田に接する側と上面とは樹皮のi伏態に著しき差遣を認めたり . i3Pち地面t亡接する下側の樹皮は

其の年の 9 月下旬叉は 10 月上旬に至るも . 向冬季伐倒昔時の如くして内部は毒も箆化せやし

て木質部に密着せるた反して上表面tては各種の腐朽菌設生して樹皮は木質部より離脱し.此の

部分より内方に向ひて慶色と軽徴なる腐朽とが稜生ぜるを認めたろなり .従って是等の丸太忙

して其の雨木 口 を第 24 ~虎襲にて塗布したるものを縦断して内部を検するときは. 丸太の地面

に接する側の逃材部と上両に近き側とは其の慶色程度陀著しき差違を認むるなれ卸ち前者陀

於て控材部が極めて美麗なるに反して後者は甚しく饗色を来せるととをと認めたり . 叉青森皆本~

局戒能投手の寅験に擦れば同局の貯木場内に堆積しあるブナ丸太にして. 其の上表部のものは

樹皮離脱する関係上援色も亦甚大となるも下層部陀於けるものは之れに反して殆ど襲化を認め

ざるが如 し。 斯くの如き事買を比較考察するときは樹皮を完全に保護して置くととは少なくと

もブナ花関しては周囲より侵入する鑓色及び腐朽を防止する上に於て甚大なる数果のあるとと

は否定し能はざる事と云はざる可か らす'0

第 3 試験. 夏季伐倒 し夏季塗布

以上は冬季伐倒の丸太に直〔に薬剤jを塗布するか. 又は融零後塗布して其の主党果を検し?とるも

のなるが. 更に夏季伐倒の丸太に塗布したる場合特に第 24 lJ.虎諜の如き黒色の薬剤が材の内部

』て侵入するや否や陀聞しても更陀賀験したり。

,,; .Þ 

'‘ 
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塁手林署 別、伐倒、| 謙抑j の
塗私制査何月日 | 紐 類|番銃 木口の扶態

木口 L り喜重色
の深さ (c皿)

・ナグワ | 其の他の
ヰカピ&. [
ぴ類似1省|原 因

秋凶営林局荷上場:z;，ç林者

)l)!.百五内海図有林

{比例 . 昭和 9::ド 6 月 3 日

塗布、 周 年同 月 6 日

間査、同 年9 月 29-30 日

経過日童文、 117 日
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備考本表中(F) とあ るは 7 ~・ Jレマリ :;/1% 液を塗寸f後:ïJfに第 18 放を塗司~î しれるもの。
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密林署別.伐倒、塗 | 薬剤の l 呑放
布. 調査丘l~ 月日 1 1:重 類

木口の;決態

木口 ι り若草色
の深さ (cm)

フ.ナグヲ |
，，-其の他の

牛カピ及 |
品 | 原因

ぴ類似商 |

jp;18 f1t!l築

1 1\ 薬剤は密着.理iの髭生なき も第 2

2 1' 1波は品寄大なろ~め不明 となあ

0-0 12-16 

fI 不明

第18~'ë築
仁Fコ

第22放革連

秋江I ~寺林局長室川信号林選

小松倉山閣有林

伐倒、昭和 9 年 6 月 9 日

塗布、同 年同月 10日|第峨薬
調査. 同年9月 27-28 日

経過 日数、 112 日
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界お署Jリdpp-昔|器測量|容腕 木口の ;伏態.

木口 ι り~色
の深さ (c凹)
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備考前表に準ず。

11 



プナ丸太材重量色の原閃をな寸 = 0/ ド コ ニ デ 4 オフオラー及ぴ之れが霊童生防止に閥す 1.，研究 109 

以上四個所の各閣有林に於て鐙色旺盛な る期間 105ー1 29 日に於ける試験成績を見るに . 民

室川及び荷上場開営林署部内の責験地は全〈 日光を透さざる樹陰地にして. 君主!jへ首年は降雨連

日に亘り ?とるま号め 6 月伐倒の丸太は . 其の年の 9 月下旬に至るも木材内部の水分を失はす写 して

;!tの木口 よりは癒合組織の蛮逮を見潜伏芳三が琵育伸長したるが如きj伏態化て. 無庭理丸太の雨

木口 にはブナクヲヰカピ蛮生して良黒色を呈したるにも係らす~.逸材部に於ける水分過剰の矯

め薬剤l庭理及び無庭理丸太の聞に於て愛色上大なる差別の献を認むる事能はぎりき。然れども

若し之れが常態の場所に置かれたる場合は. 1!!f;鹿理丸太は木口に琵生したる鑓色菌の詩め甚大

たる費色を来たすととは既往に於ける多くの貫験丸太の示す所なり とす。ヨえに後関.野迭地雨営

林署部内に於け る無鹿理丸太及び数果少を第 25 披薬は著しく慶色したるは勿論. 甚しきに於

ては共の木口より腐朽を来したるに~:tして第 18 ~虎築及び第 24 競薬を塗布したるものは菌の

警生もな れ 薬剤に因る鑓色も亦僅少なるも夏季伐倒丸太に封して第 24 5虎薬を塗布する場合

は其の築向lの駕め. 木材が鑓色するとと有るを以て同時季に伐倒する丸太の使用薬剤と しては

第 18 競繋を以て趨嘗とするものなり。而して前記の場合に於ても卒垣間部地主主る野進地部内

の試験地にては全く害誌の被害7尽きに封して他の試験地殊に買ー室11 1. 荷上場部内の~.~m金丸太は

害轟の被害特に大友る事買は誕陀記述せし揚合と同-'!，r.りとす。

以上記述したる如く過去 2 ヶ年陀豆りて各季節各地に於ける貫地盤色防止試験の結果. 冬季

伐倒丸太陀は第 24 競築. 夏季伐倒丸太には第 18 蹴繋を塗布する揚合は数果頗る大なるとと

を認めたるを以て. 著者は将来使用の便宜 t前記の第 18 蹴築を北島第 18 蹴築と し第 24 蹴

築を北島第 24 披襲と呼稿せむと欲す。

XVIII. 薬剤の使用量及び債格

前記各項に亙る試験の結果プナ丸太材の鑓色防止上適切にし て有数なる薬剤!北島第 18 蹴

繋. 及び第 24 披繋の丸太材積 1 rn3 ~亡封ずる使用量1立に繋剤憤格に就を著者が後閑営林署部

内に於て行ひ?と る試験結果は次の如し。而して下記の使用量及び債格は貴行者の技何及び材料

の債格に依りて一定するとと能はざるを以て唯大鎧の標準を示すに止まるのみ。(薬剤調製材料

は東京にて購入したるものとして計算す〉

市
，

n凪市
文

所のタメ方立句
よ類$

u
u
 

d
4
 

の剤薬 ff~ 絡 111/1 考

北烏~.. ; 18 !1L'"楽

北島~~ 24 ll!Æ楽

0.632 kg. 内外

0.874 kg. 内外

10.32 銭内外

11.02 銭内外

制製並に塗布に妥する 人
夫究を合まず

向上

f台日間119 及び 10 年度に於ては青森営林局管内各皆林署に於ては. 前記聞薬剤を多量に調製

して之れを賀際陀使用して良好なる成績を得た り(後表参照)。同表中より前記薬剤債格を摘錯

すれば次の如し。
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'ir..方米岱り経費

磐 名 | 年m:I j誕 測の王手;類| 側i 考

務似 lm 賃| 言1・

〈円) I <円〉

企 9 0.069 

~ 10 

盟主 24 披 草壁 0.091 0.034 

1: j } 第吋 礎
0.197 0.046 

野 話主 地|
0.163 0.050 0.213 

9 

I } 第四腕礎|
0.180 0.037 0.217 

JJI 内|
0.160 0.025 0.185 

9 0.184 0.029 0.213 

大 ユ0 0.125 0.029 0 . 15品

第 24 抗議題 0.106 0.036 0.142 

10 l 第 24 W,'à ~~ l' 0.107 I 0 .0品5 I 0.152 

9 0.364 0.051 0.415 購入薬剤少量のおめ高償

佐 井
となろ

10 0.199 0.047 0.2益6 , 
, 

9 第 18 f)JJe 革連 0.250 0.075 0.325 
大 I河

10 
一

9 
)IJ チト

10 第 18 腕 蓄基 0.123 0.046 0.169 

9 
一JII 尻

10 第 18 統芸思 0.123 0.071 0.194 

9 
水 iJ* 

10 第 18 抗 草壁 0.163 0.018 0.181 

日

司3事マ 石 10 第 18 抗楽 0.163 0.018 0.181 

10 ~ 24 披革連 0.144 0.042 0.186 

上表の示ナが如く之等隔築制の 1ru3 に要ナる債格は材料償絡の高低陀依り不定なるも大躍に
於て第 18披繋は 20 銭内外第 21Ø虎繋は 15銭内外tとして、 之れを水中貯木する事に依り 1m3 歯
り約 50 銭内外の経費を要ナる事に比較し極めて廉債なりと云ふ可し。
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XIX. 研究結果の摘要

前各項に亘りて記述したる研究事項を摘録すれば衣の如し。

ブナ丸太盤色の百芝生季節及び\柊止季節は地方に依りて異なると雄も.東京営林局管内後閑高

田岡営林署昔11内に於ける著者の研究に擦れば大世に於て 5 月より 9 月一10 月の候に豆h 特に

6 月 -0 月は共の最も旺盛なる季節にして.此の時季に於ては無定理丸太は約 7 日一10 日内外

にして共の木口に鐙色菌の琵生を見Eてつ箆色を;J]すものなり。

ブナ丸太材の変色は病理皐上記t院なぎ Endoconidiop7w l'Ct Bunαe nov. sp. 菌に因りて琵生ずる

外本菌と形態的に明ít官なる区別主有する αratostoηlella sp. 並に Graphi'Um sp. の三菌に依り

てE芝生ずるものにして.走等の三鑓色菌i'土人工接種試験の結果明に愛色の原因をなすものにし

て Endoconicliopho1・α Bunαe nov. sp. は CC1・atostomell(t sp・及び Graph Ï'um sp. に比して護育

甚しく迅速なりとす.而して前者に劃して著者はブナクヲキカピと命名せり。

ブナクワヰカピの寄生を受けたるブナ材が念敢なる慶色を起すは.主として本菌の菌総より

分泌せらる L 酸化酵素がブナ材中に含有せらる l îj'l.寧類似の化合物を酸化するに因るものなる

も.其の他荒褐色を呈する菌締が導管内に侵入するとと及び髄線細胞内陸中に褐色物質を形成

するととも其の一原因をなすものなり口

冬季伐倒したる丸太は其の木口を乾燥する矯め.費色菌の費生季節なる 6 月 -8 月に至るも t

共の木口には本菌の琵生せざるを通常とするも特にi新聞なる所に置かれたるもの.又は多量に

堆積されたる下方のものには之を見るととあ P 。

接種試験の結果に操れば本菌はプナ材を費色する外ナラ.ケヤキ.ホホノキ.セン.サハグ

ルミ.イグャ.カツラ等をも艶色せしむるを以て鑓色季節に此等の丸太を多数に伐倒し?とる場

合は慶色防止用の架部]途司iの必要ありと認む.而して本菌はアカマツ材を壁色せしめ-j.o

本菌は醤油寒天.馬鈴薯寒天.人差是寒天の各培養基に於て最も良好なる琵見をなすものにし

て特に馬鈴薯寒天培養基に在りでは培養後13ー7 日にして多数の子謹設の形成を見たり。市し

て玉罰黍寒天培養基に於ては空中菌赫の費生量極めて僅少なり.備本菌は Ricbards， Knop 氏

等の液瞳培養基には殆E殻育せざるも Zapeck 氏の液には僅に護育し Peffer 及び Currie 雨氏

の培養基には粕々良好に珪育し.菌叢vì 凡て液中に沈下して全然空中菌締を建生せしめや。

本菌の琵育上酸素は極めて必要なるものなるも.酸素キ:J:;f.芭の下に 7 日間内外置かる与も死滅

するが如き事なきとと及び前記 Peflêr 氏. Currie 氏の液瞳培養基中にて菌の護育を途ぐる結

より考察せば微量なる酸素にでも蛮育ずるものなるが如 Lo

本菌はブナ材の含有揺広 15% 附近に於ては琵育せざるも ~2.9，j 内外に於ては微量に珪育ず

るも.材の箆色もなく子'~~1買の形成もなきも 37% 以上に於ては旺盛なる珪育をなし材は褐色

に愛色すると共に子禁致の形成せらる L を認めたり。
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本菌をブナ材及び各種潤葉樹材に琵生ずる α1'atostomellα 及び針葉樹材を青控せしむる向ー

屈の菌と混合培養する場合には常に大部分の Ce1叫ostomellα 菌を被浸して琵育し.他菌は全然

珪育を停止するか又は登育甚しく不良となるも唯 C. ljilifel'α のみは本菌の下側に在りて依然

として蛮育を植樹す。而してフ・ナ材に琵一育ずる木材腐朽菌の場合に於ては常に之れと反到にブ

ナクワヰカピは時朽菌締に依りて被覆せらるム所となり本菌は全然蛮育を停止す。

本菌は揖氏 0・-5.C. 附近に於ては蛮育せざるも 12・ C，前後上り漸次琵育良好となり 26・ C. 附

近に於て共の蛮育最も旺盛となり 30.C. に於ても相官良好に蛮育するも 35'C. に達するときは

杢〈琵速を停止するものとす。

本菌の殻育に射して荷荷栖.ffi.f.糖.婆芳:糖.宰L'f，[lfの 4 糖類が其の蛮育上1'1:及ぽす影響を翻る

に.菌設を増大せしむる上に於て著しき箆化を認めさ・るも葡萄糖は 0.1-3%. 斐芽糖は 0.3-

0.5%の時比較D物に比して極めて多量の空中菌綿を形成したるも乳糖及び鹿糖は昼中菌締の量

も比較のものと殆ん E其の直別を認めや。

本菌の培養試強の結果に依り昇京.硫酸銅.マレ=ツ h 及び石茨グーノL クレオソート(比

重1.054) 等は夫々 0.05%. 0.15%. 0.015% 及び 0.3% に於て菌締の珪育を停止するし是等の

濃度にてはブナの生の固板に塗布しては本菌の登育を防止するとと能はす=して昇京は Í%. 硫

酸銅は10%. マレェツトは 5% に於て之れが護育を停止したり白然れE も費地にては是等の濃

度に依るも倫且つ共の放果を認むるとと能はや。

ブナ丸太材の鑓色防止上ペンキは共の数果少〈石茨乳は材を鐙色するとと大にして.クレオ

ソートは防菌上の設果は大なるも薬剤に依る艶色甚しく、其の他の薬剤も各k不利の貼有 P し

も唯著者の創製に因る北島第 18 競薬及び北島第 24 競繋を使用する時は大なる数果あるもの

にして.前者は夏季伐倒の丸太に使用し後者は冬季伐倒の丸太に用いるものにして是等の薬剤!

は債格も亦低廉なりとす。

冬季伐倒したる丸太忙して 6 月上旬頃迄に製材するものは.木口は庭理ずるの要なきも 9 月

下旬頃残ずの要ある場合は 4月一5 月頃(融雲後〉第 24 ~虎襲を塗布するものとナ。此の場合

冬季の雲又は運搬設備を利HJ して.伐倒後は成る可〈貯木場迄搬出して堆積して塗布するとと

は塗布工程上有利なるととなると共に関朽愛色防止上有，放なる樹皮の保存上極めて必要なりと

す.叉伐倒後樹陰地に長く放置するときは轟害を甚大ならしむるものなり。

5 月-6 月以降の伐倒丸太に釘しては玉切後成る可く早〈北島第 18 競葉を塗布するを要ず

るものにして斯くの如く監理したる丸太は愛色の旺盛なる 7月 -8 月の候と雑も 3 ヶ月-4 ヶ

月間は伐倒地に放置するも腐朽琵色土 P 完全に保護せらる与ものとす.唯稀に本薬剤tて依りて

木口上 P 税i氏をなして鑓色柏i架き丸太あるも.之れが鑓色はプナクワヰカピに因る鑓色に比し

て極めて淡くして材の乾燥に伴ぴて不明瞭となるを以て製品の債格に影響する所砂なし。

7 月は樹皮甚しく離脱し易すきを以て伐倒せざるを可とす.市して 8 月以降に伐倒して薬剤l
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を塗布したるものは共の年の 12 月に至るも愛色するととなし。

北島第 18 競架は夏季伐倒丸太に使用するものにして.之れを冬季の丸太に塗布するときは

剥離する結果長期に瓦りて築士立を保持し能はす九叉北島第 24 競薬は冬季の丸太に用いるもの

にして之れを夏季丸太に塗布する場合は材を蟹色せしむるとと有るを以て注意を要す。

XX. 本研究結果賓行上の効果

巳に緒言に於て論述したるが如くブナ丸太を夏季伐倒ずる時は造材工 P 製材期間!'l:於て.山

地又は貯木場fて於て甚しく共の木口より愛色腐朽を来 L. 之が製品に及ぽす影響は甚大なりし

話め.夏季に於ける伐倒を全然中止し秋冬の{民に於ける伐倒童を激増して翌年初夏に至る迄の

製材量を準備するが如き不合理なる努力の分担をなすか.又は康大なる貯木池を築造して大な

る労力と経費とを投じて貯木ずるの外方法当Nきが如き扶態なりしなり。然るに本研究に依り冬

季伐倒の丸太を堆積し置き著者の創製に係る北島第 24 ~虎薬を塗布する時は.其の年の 8 月頃

迄は完全に掲朽鑓色よ P 菟る L 事を得ると共に鑓色の旺盛なる夏季と雄も北島第 18 ~虎薬を使

f[jずる事により伐倒地に世くも 3-4 ヶ月聞は甚しく有数なる事を琵表せし以来各皆林署に於

て薬剤の調製と塗布と?と2・T行して之が殺果を翠げつムあり。

~llち前記したるが如く昭和 9 年度に於ては.青森営林局管内川内営林署の北島第 18 統楽調

製高は 1，494 立 (8 石 3 斗〉にして之れが塗布材積は 2，356m3 に達し.共の後同署は北島第

24 ~虎薬をも塗布し.是等の丸太は多数青森営林局貯木場に堆積し有るは著者の常に目撃せる

所にして同局製材所戒能投手の買験に操れば薬剤j塗布丸太は甚しく腐朽憂色軽微なるが如 Lo

又昭和 10 年東京営林局水上営林署tて於ては同署長川原技師及び署員中堀重治の岡氏は第 18

競薬を 228kg 調製して 513m3 に塗布し之れが結果を東京営林局報に殻表し.第 18 蹴袈I土気

温高き時は築舜uの延び良好にして丸太の木口百に完全なる援色防止の膜面を形成するととを記

述したり。三えに昭和 9 年誌に 10 年に於て青森営林局管内の各営林署にてフ守ナヌL太費色防止の

目的を以て調製されたる諜剰の調製高及び塗布材f_i!!共の他に関して同局の調査成績に依り表記

すれば衣の如し。

1.北島第 18 ~虎奨

塗布地|所要楽朔 Ilfr 要人夫賃|功 程|立方米首経費
材積トーー 1 I _. . _ . _ .. .: 
(m3)' I 童文量|金額|人失致金領 1....11 .,1 ~人111 楽債塗布賃|I x-\.~ 1"lJl. 1U¥ I/'\./'~~ :...tl.. 1U\含り|合 I "''' ,., =""... I 計

(/) I ([q) I (人) I (円) I (m3) I (mり! (円) (円) I 

寸 0.317

12.951 

64.77 品。 1 20.500 5 0.386 

今別

64.77 401 20.500 5 .0.386 
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創刊所要薬剤所要人夫賃功 程 l 方米常経費礎
生年林袈名|年度|材積 一一ー一一一一一←一一一一

(1113) 獄畳|令制人央動|令制，..11 [1 人1日磯仮 I 塗羽f 賃 I 計
CfGl 1 cm 

: 1 … l 19| 日 2001131| 0.0生日 0.243 

里í.ill地[ 10 [ 514.80 3日01 83.970: 32' 2,,_r;nnl l_A~ミ 16.09 0.1 0.050 0.213 

0.1 0.013 0.22 ,1 

810 17岳 .150 79 35.550 1.20 12.27 0.130 0.037 0.217 

川内 I 10 I 605.0 450 96.750 33.5 15.070 1.3壬 18.06 0.160 0.025 0.185 

1,574.0 1.260 270.900 112.5 50.620 1.25 13.96 0.172 0.032 0.204 

712 369; 130.990 20.5 20.500 1.93: 3474 0.184 0.029 0.213 

228 82, 28.610 6.5 6.500 35.0 0.125 0.029 0.15品

釘|159 日00言「 910 27 2'� .000 0.170 0.029 0.199 

9 4,1 37 16.000 3! 2.250 1.19 0.364 0.051 O.生15

佐井 I 10 239 14益 47.650 15 11.250 1.66 15. 0.199 0.047 0.246 

言T 283 181 63.650 18 13.500 1.56 15. 0.225 0.0 主S 0.273 

9 204.72/ 叫566i …| 171 日 3801' 0.83/ 0.325 

大間 1 10
204.721 245.66; 51.1801 

171 15.3801ωl 0.325 

川井 1 10 498 375 61.170 0.0生日 0.169 

498 375 61.170 341 22.900 1.33 14.65 0.123 0.046 0.169 

9 

川尻 I 10 

11 叶 321 「 21
11.26 0.194 

百十 366 1611 45.0001 32.51 26.0001 2.27 11.26 0.12 0.071 0.194 

9 

1.11 30.30 0.163 0.181 

言十 2 ，196.5岳 1 ，97丑.421 358.900 72.51 38.880 1.11 30.30 0.163 0.01 0.181 

9 
一

953.63 244 219.070 4壬.4 37.190 3.91 0.269 

言十 953.63 2品生 219.070 44.4 37.190 3.91 21. 0.2 0.0 0.2日9
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16.211 0.197 0.237 

合計 20.711 0.168 0.201 

19.151 0.177 0.212 

官出 考佐井密林署昭和 9 年度分の翠債の高告は購入材料少量なりしがtt めなり。

2. 北島第 24 競築

所要薬剤 所要人夫賃 功 干主 立方米合経費

数量 l 金額吋金額 1t|1山 楽償|塗布賃| 計
(1) I (円) I (人) I (円〉賞(m3)。官(m~)り 〈阿) I (円〉

0.125 

同部 110 6.40¥ 2.0 I 0.152 

2長イ 1 長生| 0.142 

雫石 110 [1 ，0吋 刊日2.48[ 叶 44.47¥ 1.591 0.18日

百十 110 [2,256.601 吋…! 87.801 1.631 0.160 

前表の示すがま口く昭和 9 及び 10 の雨年度に於ける青森営林局管内陀於て調製されたる第 18

競繋の調製高は宜に 5，500 l 以上に遣し之れが塗布綿材替、は 7，928m3 以上に及ぺ P 。而して第

24琉築は第 18 競薬に比して研究蛮表の遅延せし箆め.昭和 9 年度に於ける成績なきも昭和 10

々-に於て前記 4 営林署の組計は調製量 1，300 l にして塗布材積 2，256rn3 なれ 即ち是等の事責

は前記開墾色防止繋が造材上如何に使用されつつあるかを最も t佐野に物語るものにして之れが

数果に閲して青森営林局の報告する所を見るに無庭理丸太は伐探後 3日ー7 日聞にしてクワヰ

カピの琵生を見るに反して薬剤塗布丸太は 4 ヶ月乃至宇年を経過するも極〈僅に然も謹材部の

みに蟹色及び腐朽を見る程度にして大なる被害を認めざる事を貰験したり。

命昭和 9 年 5 月北海道函館市にありし日本ぺ=ヤ株式含吐は嘗場に劃して.同社が大畑営林

署及び川内営林署より購入したるプナ丸太合計 5，000 石に到して費色防止繋の調製誌に塗布を

依顧し来れ P 。元来同丸太は前年の 11 月頃に{え倒したる丸太なるを以て之が慶色防止の妓果

を完全ならしむるには融雲後第 24 競薬を塗布するを必要としたるも嘗時は己に季節遅い加

ふるに薬剤の研究未だ完成せざ P し怨め差し首り第 18 競築を調製して塗布したるものにして.
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共の成績に閲して同合市上の原木主任佐野吉太郎氏の記する所を摘持すれば失の如し。

(前略) 5 月下旬大畑営林署にて第 18 競薬を使用して貫地指導を享け.吾祉の資材約

1，000 石の塗布格る、更に同地土り碑じて川内営林署に赴き前記同様貫1訟を行ふ.併して

吾祉は同署より貰梯のフゃナ資材約 4，000 石1'L ft して薬剤j塗布をなしたるに共の結果として

7. 8, 9 月の腐何愛色の最盛期に際して前記 2 箇所よ P 函館工場に原木を廻迭し、消費せる

に綿材積の約 8 制強の饗色腐朽を菟る。

以上記述したるが如く著者研究のプナ箆色防止薬を丸太の木口に塗布するときは.之れが慶

色防止上に及ぽす殺果は甚大なるものにして.安慣にして且つ有数なる本薬剤を埴用ずる事

は. 1m3 官り約 50 銭lス]外を要し、市かも地理的関係、に工りでは全然貴行し難き水中貯木に比

して極めて樫密的にして且てコ宜行し易き援色腐朽防止の方法なる事を確信するものなり。著者

は昭和 10 年 7 月京北地方を放行中第 24 ~虎薬を塗布したるフ4ナ丸太を覗察したる事ありしが

塗布せられたる右第 24 ~虎薬は調製不良にして全然木口百を被覆せやして殆E全部木口商工り

浸潤せし認め妓果不充分なる質例を見?でるととあり。故に本薬剤jの調製と塗布とに注意を扶除

する場合は草lτ菌に因る嬰色防止の放果微弱となるのみならす~.薬剤jに因る琵色も亦梢々大と

なるを以て前項詳述したる方法を厳守して賀行ずるを必要とす。

(昭和 11 年 3 月〉
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XXI.附図説明

第 1 園版木口の腐朽慶色甚しきプナ丸太

A. 昭和 7年 11 月伐倒.同 8 年 8 月 25 日の状態

B. 向上丸太の一部臨大

C. 昭和 7年 6 月 18 日伐倒.同年 8 月 18 日の欣態

第 2 園版

A. 盤色丸太より製材されたる費色床仮

B・ 丸太の木口に王室生したるブナグワヰカピに因る饗色{昭和 S 年 5 月伐倒}
\1司 "J~ 7 H の状態/

C. 控色部組織内部に登育したる木菌の菌訴の状態(x 570 E. Leitz) 

D. 醤油寒天培養基に登生したる虎欣物を有する老成菌綿(x 570 E. Leitz) 

第 3 固版

A. プナ国肢の木口に菌叢を接種し菌締の護育に伴なふ材の蟹色駅態

B. プナクワヰカピ￠若き子製殻(x 100 E. Leitz) 

C. 同成熟したる子諜殻 (x100 E. Leitz ) 

D. 同子褒殻刺毛の殻生扶態 (x400 E. Leitz) 

E. 同子葉穀の子葉胞子l噴出の状態 (x100 E. Leitz) 

F. 向上子嚢胞子 (x570 E. Leitz) 

第 4 圃j院

A. 子褒殻の笠{部先端に在る鞭毛(稀に著しく仲長せるものを示す) (x 840 Service) 

B. 老熟せる子襲殻球部に有する刺毛〈短きは刺毛の若きもの.) ( x 840 Service) 

C. 子襲胞子 (x840 Service) 

D. 醤油寒天培養4らに琵生したる捨子桓 (x 1,000 E. Leitz) 

E. 内生分生胞子 (x 1,000 E. Leitz) 

F. 小型分生胞子捨子梗の梢々大なるもの (x 1,000 E. Leitz) 

第 5 圃j仮

A. 醤油寒天培養基に建生ずるプナクワキカピの菌綿(x 600 E. Leitz) 

B. 向上柏々成熟したるもの(x 600 E. Leitz) 

.第 6 園!祝内生分生胞子の護芽

A. 8，7b の Kepler 氏萎芽胞液を用ひ捕氏 260C. にて 3 時間後に於げる紋態 (xl ，OOO E. 

Leitz) 

B. 同 5 時間後

C. 同充分に琵芽したるもの(x 1,000 E. Leitz) 
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D. 馬鈴薯寒天培養基I!C蛮生したる大型分生胞子及び捨子梗(x 1,000 E. Leitz.) 

第 7 圃版

A. 馬鈴薯寒天日平培養基に蛮育したるブナクワヰカピの菌稀(温度 26・C. 培養後 4 日目)

B. ブナクワヰカピの登育に劃する阜寧酸の影響(酸化酵素の作用)帯。必 oZぷZ
C. プナクワヰカピに封ずる各種菌の混合佑養

r ブナクワヰカピ×プナクワヰカヒ.，ブナクワヰカピ x Ceratostomellα 日p.，プナク
上段 i

\7 ヰカピ xGI'αphi"l!m sp. 

i プナクワヰカピ×カヒガラグケ.ブナクワヰカピ×アラグカハラグケ.ブナクワ
下段 1

、ヰカピ×カハラグケ

第 8 園版 プナ材の含有揺度に封ずるブナクワヰカピの蛮育関係

1 12.33% 1 22.63% 1 37.85% 

2 13.02// 2 23.731.' 2 40.28/1 

。，、 13.03/' 3 25.90/1 3 42.03 '1 
A~ B C 

4 13.111/ 4 27.03 " 4 42.85/1 

5 13.63/1 5 29.70/' 5 43.14/1 

6 14.69/〆 6 31.99 か 6 44.87ρ 

第 9 園版 プナ丸太賀地費色防止試験

A. 冬季試験(昭和 8年 1 月.束京営林局後閑営林署無多古山閤有林〉

B. 夏季試験(昭和 8年 5 月.向上重宮岡有林)

C. 夏季試験 (昭和 8 年 5 月.青森営林局野適地営林署甫天閉館園有林〉

第 10 園版 プナ丸太貰地愛色防止試験

/昭和 8年 5 月.野遺地営林署南天間舘固有林.向って右 3{回は北島\
A. 夏季試験 {第 18 ~虎薬を木口全閣に塗布したるに劃して左の 2個は擬心材部の i

\み残したるものにして共の部分にスヱヒログケの吉芝生を認めたり。/

B. 向上試験 (如庭理丸太忙して木口はブナクワヰカピ大沓生して黒愛し且タ白色}
\の木材腐朽菌の琵生を認めたり口 j 

C. 冬季試験 (無庭理丸太が 7 月頃に於ける状態にして木口には多数の諮裂を生じ}
\且てコ謹材部は著しく費色す。}

第 11 園版 プナ丸太貫地慶色防止試験(瓦季試験)

( 1.同年 7 月内方の朕態1
A. 北島第 18 競築塗布(昭和 8 年 5 月)~ ~ ~全く髭色せ十

l 2. 同年 8 月内方の欣態j

(1.同年 7 月内方の欣態(木口よりの蜜色棺大)
B. 無庭理丸太(昭和 8 年 5 月 )1

l 2. 周年 8 月内方の扶態(木口よりの壁色甚大〉

第 12 園版 ブナ丸太3聖地艶色防止試験

A. 冬季試験 J 1. 2 月伐倒.無慮理‘周年 10 月上旬の扶態(需朽援色甚大)
(野進地営林署) 1 l 2. 2 月伐倒、 4 月北島第 24 競築;塗布， 10 月上旬の欣態(腐朽費色軽微)
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( 1. 1 月伐倒. 4 月北島第 24 ~虎架空布、同年 9 月下旬の欣態〈腐朽費色

B. 冬季試験 j
〈後閑営林署)� 全く無し〉

C 冬季試験

~ 2. 1 月伐倒無虎理.同年 9 月下旬の吠態〈腐朽蟹色甚大〉

1. 2 月伐白J. 4 月北島第 24 競築1主布.同年 10 月上旬の欣態(上側は

地面に接ーしたる側にして樹皮密著し腐朽饗色唖微なるも、下側は表面

なりし包め樹氏剥離し腐朽鐙色甚大)

(野遜地営林署) I 2. 2 月伐倒・向って左端には北島第 24 競薬を主主布、右端は無庭理.同

年 10 月上旬の71犬態(岡端に於ける時朽箆色の差甚大にして上聞は地

面に接したる側にして鐙色なし〉
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Researches on the Discolorations of Logs of F，α.gus crenαtα 

Blume caused by Endoconidiophorα Bunαe， n. sp. 

and on its preventive Method (R駸um� ) 

By 

KIMTZO KrIAJIMA 

It �8 common know1edge that fresh1y cut ends of 10gs of 七he Fagus C1'enatα B\ume 

get bad1y stailled through some unkn�l1 cause，乱nd in case of severe staining the 

entil'e sapwood be rapid1y affected, causing intcrior staining of the. sapwood of 1ogs, 

whereby considerable damag巴 to the grade and va1ue of timber has been brought about for 

many years. 

According to my observations in many different nationa1 forests, this disco1oration 

8eems to be caused by some staining fungi which are not recognized during ぬe winter 

8el¥80n on account of the weather conditions distinctly unfavorable for the growth of 

staining fungi, b凶 ít �s very heavy from May to September especia1ly from Ju1y to 

August, hecause the warm wet weather and high humidity at such periods are highly 

favorable for the deve10pment of these wood-stai l1 i 口g fungi, and under 自uch favorable 

conditions 七his stain may deve10p with a surprising rapidity, appearing on the freshly 巴ut

ends of 10gs within abouむ 7 or 10 days after cutting, and great deterioration will be 
brought about main1y through a disco1oration of sapwood with the result of co口siderab1e

financial 10sses. Though it is unable to estimate exactly the 10ss su民red from this 

discoloration, yet considerabl日 damages must probably be caused hy stainil1g fungi every 

year, but little work has beel1 done to determine on the cause al1d m抗hod of contro1ing 

this discoloration. 

Late in the y白乱1・ 1931, the writer's attention was called to d日termin巴 the cause of 

this disco1oration and an effective pr日ventiona1 method, and after four years, he not only 

has determin巴d もhe causa1 organisms by detailed ll1icroscopica1 examinations and inoculation 

experiments, but a1so discovered a satisfactry remedy by app1ying a particu1ar mixtures 

to the cut 巴nds as 500n as practicable after 10gs are cut from fallen trees. 

According to the writer's il1vestigations thr巴e apparent1y important fungi have been 

fOllnd to associate with this brown discoloration.τhe one was found to be n白\V to science 

identi五ed as the species Endoconidiopho1'α Bunαe n. sp. by the writer and the two other 

自pecies wer巴 determined to be the Ceratostomellαsp. and G1'α:phiwn sp. Stlldies on the 

., 
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morpbology and pbysi010gy of tbe latter two staining fungi are in progres8 in my 

laboratory. Tbis present paper, therefore, deals cbiefly wiぬ the expel'imental resu1ts on 

the discolodng fuugus, Endoconidiophorα Bunae only. 

The myce1ium infects the newly cu七 ends of 10gs soon after cuもtillg， appeal'ing as 

a grayish wbite colony to the naked eyes in tbe woods in もbe summer season and severe 

brown discoloration may take p1ace in tl.Je infected areas. This discoloration prog1'esses 

much mOl'e rapid1y in the longitudina1 �recticn of ぬe 10gs 七han in the radia1 direction 

and is of quite a striking coloration distinctiv日 from natural faint yelJowish white of 

sapwood. 1n severa1 weeks the su1'face of 七he attaked ends may be cove1'ed wiもh a dence 

black surface growtb of myωlium and peri七becia， and in such stage 仙巴 surface of the 

infected ends may be disc010red turning into a da1'k 01' da1'k brown co101', and a noticeable 

brown and usually streaky discoloration may frequellt1y be recogniz沼d entirely a11 over 

the sapwood, The deeper brown stains are due to the growth within the wood of もhe

minute ye11owish-b1'own threads of this fungus and discoloring もhe wood st1'l1ctur・e by 

means of co10ring matte1' prodl1ced by the action of oxidizing ferments sec1'eted f1'o01 the 

myce1ium of this fungus. 

Since the wood fi.bres a1'e not appreciably impaired by the g1'owth of this stain 

f ungus, there shou1d be no apparent 10ss in the strength property of the invade� wood, 

but tbe presence of much st乱in will se1'iously prevel1も the use cf timber for pu1'poses 

where co101', textüre, alld clearness of grain ar邑 of prime importance・

The aeria1 mycelium of the present fl1ngus g1'owing on culture media varies 

according to tbe media used for experimen旬.τhe hypbae grown on soy-aga1' are at 

五rst ， colorless, and as tbe cu1tures age gL"adually become ligbt bro羽 n . 111 tb巴 young

stage they a1'e 2.0-2.5μin width, but when old th巴y are 4.5-6.0 fJ. Peritheci乱 al'e flaskｭ

shaped, dark in co10r, and are easily pr吋uced on potato・乱，gar ove1' the sl1rface of tbe 

media in 3 01' 4 days at 26"C., Iying ou 乱gar slaut witb long beaks proj巴cting upwal'd 

at au angle; もhe bases of ぬe periむhecia are spbaerical and measure 104.4-243.6μ111 

diameter, and are covered with numerOl1S brQwn bristles, measuring 84.6-124.3μin 

lengtb. 

The ne氾ks of pe1'ithecia are b1ack in color and vary in Jength, that is 304.5-

fìQ9.0μand gene1'ally they a1'e abou七 3 times the diameter of tbe basal part of perithecia. 

Ostioles are surrounded by a few (7-21) hyaline 五Jaments measuring 10.5-63.0μi n 

l印刷J. Ascospores are of kidney sbape, by乱line， one celled , and tbei1' sizes are of 3.90-

4.80 x 2.25-4.35μ ， they are covered wi七b mucilaginous substance, and 巴jected f 1'0 111 tbe 

apex of the necks of perthecia. Endoconidiophol'es can be seen two kinJs，も，be one is 
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shorter (1'a1'ely long), and attelluate to small diameter at the apex, alld it is 28.0-29.7μ 

in length, 5.36-5.40μin width a七 the base, byaline, alld produce na1'row, hyaline and 

cylindric endoconidia. Endoconidia a1'e 7.00-7.84μin lellgth and 1.42-2.22 μill w冝tb. 

The other is longer and enlarged slightly above, measuring 7.2 -8.4 x 63.0 -70.0 fJ, 

producing hyali ne, thick-walled, ovoic1-sbaped ma♂roconidia. Macroconidi乱 are 7.2-9.6μin 

width aud 8.4-14.4 μin lengtb・

From tbe morpbological ch乱racters above mentioned, tbe fungus can be recognized 

as a species of Endoconidiophora wbich was fÌrs七 described by MiilJch in 1907, aud so 

fa1' as the writer i自乱war・e ， among the species of Endoconidiopho?'α， known as the causal ず

o1'ganisms of discolo1'ing the fl'esbly cu七 elld of Fagu8 crenatα01' otbers, 1 have not 

been able to fﾌlld any sp巴cies which exactly agrees wiぬ the mOl'ophology of th巴 writer 's

fungus. Howeve1', the fungus somewbat 1'esembles Endoconidiophorα monilijo?'mis (Hedg.) 

Davidson which was fﾌl'st de酒cribed by Hedgcock in 1906, by tbe name of α'?'atostom.ell(t 

mon必ず'orrnis Hedg. causing もhe brown stain of gUll1 wood, but the la抗日r species is 

obviously differentiated in pr吋ucing ぬe large barl'el.shaped anc1 thick walled endoconi-

dia which are ejected out of the short cOllidiopbores alld in covering coa1'sely with short 

needl日咽like bristles al'ound tbe basal part of the perithecia. 

1n comparing with the previous descriptions regarding tbe morpbology and 

physiology of several species of Endoconidiopho?'a, it is consider吋 tbat tb臼 wl'iter's fungl1s 

in question to be a new species and the writer wishes to app�y a new n乱me Eju10ωηidio・

phOTCt B'Un日6 日. sp. to it and the following diagnosis is givell. 

Technical description : 

Endoconidiophora Bunae. Kitajima. n. sp. Mycelio in agaro (80ya) primull1 

hyalino, dein pallide brunnescente, hyphis bl'uneis 4.5-6.0μdiam.; peritheciis nigris, glosbosis, 
ligno, carbonaceis, 104.4-243.6 μdiam. ; rostellis perlengis, 304.5-609.0μ ， circum ostioll1m 

7-21 fila凶ents， 10.5-63.0μlongis; ascosporis membl'ana gelatinosa vestitis, renifol'mibus, 

hyalosporus, 3.90-4.80 x 2.25-4.35μ， microconidiophoris parvis, 2き.0-29.7 longis, e basi 

5.36-5.40μ， attenuaむis， hyalinis; conic1iis endogenis, by乱lins， cylindricis, 28.0-29.7 x 

5.36-5.40μ; macro-conidiophoris, 63.0-70.0 μ longis ， e b乱si 7.2-8.4 μ， hyalinis; conidiis 

elldogenis, hyalinis, ovoicleis 7.2-9.6 x 8.4-14.4μ. 

1so1ated from Fag'us c?'e間的Blume 10gs at 8bigetomi n a,t iona1 fO l'est, the Minol' 

Forest Offi閃 of Gokan , Novelllb日r ， 1932. 

As above mentioned, the causal organism was provecl as Enclocon剖iopllOγα Bunω

戸・ー
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whieh has been identified by the writ冶r as a new speciω. Tbis species is easily differentiated 

from CemtostomellcL in that conidia are fo.rmed endogenously. Exω:pting above fungus 

the αratostomella sp. and Graphi'Wn sp. were also pro.ved to. be o.f great impo.rtance in 

causing severe bro.wn s t.ain , but the resnl七o.f the stuc1y o.n tbe micro.sco.pical and macro.ｭ

scopical cbaracters o.f these fungi will b白 published in near future. 

According to. th巴 results o.f ino.culatio.n experiments carriec1 out o.ver and o.ver 

again in o.rder to. determine the disco.lo.ring nature o.f the mentio.ned flln呂l1S， the sapwo.od 

of several species o.f tr日町 such as Fc伊IS crencda Blume, Que1'C'tlS glαnd'ulijem BI., ZellcowcL 

αcum仇αtαPlaucb， J.lagnoliα hypoleucαS. et Z., IúLl伊CLnCLX ricinifol i1ωMiq.， PtercCLrycL 

dwifolicL S. et Z., ACe1・ pict'Llm Thunb・ var. typicwn K o.idz., Cel'cidiphyll'U1n Japαη2・cum

S. et Z. se日日Jed to b巴 p乱rticularly sllsceptible to. the fllngus, but the degree of susceptibility 
somewhaむ varies aillo.ng th日 species. The fllnglls has no. po.wer も0. stain tbe sapwood o.f 

Pinus densifiorcL. 8. 

Among the facto.rs inflllencing the gro.wth o.f wo.o.d-staining fungi, temperature is 

the most impo.rtant; 乱nd no.t o.nly does it aff鐵t their rate o.f gro.wth, bllt also. it influences 

the rate of discoloring o.f 吐1e logs. 

A detailed 白xaminatio.n o.f tbe rate of mycelial growth o.f the fllngs has been carriｭ

ed o.ut o.n tbe plat臼 cultllre in Petri disbes, containing ne乱rly eqllal volumes o.f media. 

In tbe experiment, two di丘eren七 culture media bave been llsed tbaも are 8o.y-agar and 

potato・agar. Each plate wa8 in o.Clllat巴d cent1'ally 8o.o.n after the medium had set dow口，

with small transplallts o.f about 2 mm. square, cu七o. ff from actively growillg cultures o.n 

the other plates. These inoculated dishes were. placed fo.r 4 days in tb巴 variollS incubators 

m乱int乱ined 乱t the di 紅白1'en七 temperaもures， immediatly aft日r inoeulation. At the final days, 

tbe llleaSllfm巴nts of the diameters o.f tbe co1onies ,,'e1'e m乱de a10ng t¥Vo. diam日ters at right 

a口 gles ， and tbe r巴SllltS we1'e averaged. 

Acco.rding むo above mention巴d experim日nts， it may be concluded that this fllnglls 

does not grow at under 5' C., and もhe rate o.f growth is very slow a七 still 12'C. bu七

gradually increases till IIp to about 20'C. anc1 gro.¥Vs most vigorously at 26' c., bllt ぬB

growth som白what drops o.ff aも 30'C勺 and is entire1y inhibitecl at 35' C. 

J llc1ging from this resll1t i七 may be notecl tbat the funglls g1'ows at a おmperature

l'anging from 10' to 30'C. 乱nc1 its' o�timll�1 temperatllre lies at abollt 26'C. 

The growth o.f the wood-staining fungi in wood depend upo.n a certain amollnt 

of moisture. If too little mo.isture is present, fungi canno七 grow， and if a large 

percentage of mo.isture is presen七 in wo.od, fungi are also unab1e to grow. Therefor・6

the minimllm and optimum contents o.f moisture of wo.od is o.f immediate interest f);om 
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a practical stal1dpoint in hal1dling lumber. For this purpose 1 h乱V巴 carried out the 

accLlrately controlled tests to find the optimum and the lower. limit of moÎstur巴 for the 

growth of the staining fungus. The wood used for th巴 tests felled in late March, 

1935. A short log was cut from a tree ancl th白 ends of the log were thickly coat吋

to retard moisture los8 with the mixture No. 18. suggested by the writer. 80 fal' as the 

wl'iter is awal'e, no infectiol1 with staining 01' wood-d白stroying fungi took plac日 beれ!\'een

the tirne of falling and the test. 

From the result of my expel'iments this fungus exhibited no signs of growth at a 

moisture content of 15 pel' cen色 01' le88, oven-dry ba8is, bu色目巴乱rcely grew at 19-25 per 

ce凶 aroul1d 七he inoculaぬd area, and in case of 31 per cent the wood remained nearヤ

unstained while scant mycelium grew on the sUl'face of the tested wood, but at a lIloisture 

cOlltent of 37 per c白nt 01' above, th白 mycelium grew vigorously and the wood was stained 

heavily, and nUlI\eI・OU8 perithecia wel'e formed. 

From this data it would seem safe to aSSUlI¥e that at 乱nd below 乱 moisture cOlltent 

of 20 per cent of th日 oven-dry weight, th巴re will be no danger of the developmenむ of

8ap-staining fungi on wood. 1t me乱ns that proper air-seasol1ing 01' kiln-drying to such 

a low moistul'e contenむ insur明白e wood against subsequent staining dUl'ing the storage 

of th巴日tock， provid巴cl the stock is kept dry. 

On the cut ends of the great m乱.jority of ぬe winter欄cu七 logs， the growth of this 

fungus i8 110t generally seen cluring the summer time，白羽泡pting in the piled on自由 in a 

highly moist place. This is apparently due to the fact that the winter-cut logs have an 

opporもunity もo s巴ason under tbe conclitions 1ess favorable for th日 fungus growthl and by 

the time warm weathel' arrives the ends of logs will get dried to a degree which will 

render them less susceptible to fungi. 

The pure cu1ture of this fungus was started by transf白rring a single peritheciulIl 

with a sterilized needl日 on the soy-agar plate medium in Petri dishes directly. In order 

もo compare the growing habits of the mycelium fourte巴n differeut kinds of agar ll1edia 

were used, and arnong them the soy-agar, potato四agar and carroトagar show邑d the most 

favorabl日 result沼， especially the potato-agar proved to b白色he best, ancl were produced 

numerous perithecia in three or four days aftet. cultured. On corn-meal-agar showed 

a sca凶 growth of surface mycelium and the aerial mycelium does little or no dev日lop.

Of various liquid media, the Richard's , Knop、 Czap巴ck's， Peffer's and Currie's 

801u七ions were chosen. Among these in the Richard's and Knop's solutions 110 mycerial 

growth waS seen at all bu由 the growth in 七he Czapeck's solution was slightly better than 

that in Richard's and Knop's, forming a small grayish mycelial mass in tbe solution. 

骨V
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On the otber hand the Pe佐r's and Currie's solutions seemed comparatively suitab1e for 

tbis fnngus, forming 8ubmerged, 1008e and semicircular masses in the solutions.. 

In gelleral, the mycelial growぬ was not 80 good as in the case of the solid media 

used in my experiments. 

It is a well known fact tha七 oxygen is e8sential for the growth of mycelium, but 

from the wr咜er's experiments, it may be s邑en that this funglls grows in a poor condition 

of oxygen. 

Accゅrding もo the cultural e玄perimenむs with gallic tannin and pyroga1ic acid, using 

Bavend乱mm's method, this fungus appears to secrete some vigorou8 0玄ydizing ferments. 

1n order to observe 出e growing relation in the m喆ed cultllres between the present 

fungus and othel' related one3, also between the present one and some 0出er wood-destroyｭ

ing fungi growing on beech wood, di丘6rent experiments were carried out. 1f two 

colonie沼 of writer's fungus grow in contact with each other, in the absence of light, the 

mycelium of the two i凶ermingle thorollghly wi七hout 乱ny inhibi七ing effecむ on f orming an 

uniform mycel�al mat on the 8urface of the plate agar ju抗 as in the case of a single 

inQculum. When the colonies of the present fungus and of any other αraiostomella 

species are. cu1tivated mixed together in the absence of light, the mycelium of ぬe former 

grows over tbe colony of 色he la比er that is considerably inhibited by the former witb 

tbe exception of C. pilije1'a whicb continues its growth. But on the contraly, wben ぬis

fungus was cultnred mixed with wood-destroying fungi in the same condition, the colony 

of the fomer was entirely overgrownd by the mycelium of the latter and the growth was 

completely inbibited. 

The writer studied about the effect of glucose, sucrose, maltose, a疆. lactose on the 

mycelial growth of this fungus. On 七he who1e, these sugars showed no remarkable inｭ
flnence on the growth of the diameter of the colony in comparison with the control, but 

0.1-3.0 per cent of glucose and 0.3-0.5 per c日口七 of maltose proved 七o be comparatively 

suitable for producing an abundant aerial mycelium, whil日 lactose， S¥1crose and the 

control were found very poor in this respect. 

Tests were made to determine 七he to玄ic action of mercuric ch1oride, copper su1phate, 

∞乱1・tar creosote (Sp. gr. 1,.504) and malenit upon the present fungus by the Petri-dish 

metbod，乱nd altbougb 0.05 per cent of mercuric chloride, 0.5 per cent of copper sulphate, 

0.05 per cent of maleoit, and 0.3 per ωnt of coal-tar creosote considerably retarded the 

growもh of mycelium, but in case of using these preservatives on 七be fresh1y cut ends 

of logs of Fagu.s crenatαBlume in natural condition, even by using solutions of tbe 

concenもratíon of 1 per cent, 10 per cen七乱nd 5 per cent respectively, i七 was unable to 
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prevent the illfectﾍon of staillﾍllg fungi. 

The writ冶r carried out a set of field ex:perirnen旬 on a large scale in the nationa1 

forests at Tokyo, A kita, and Aom�i prefectllres in order to determine the effectiv日

endcoating mixture inl1934 and 1935, and for the purpose of these experiments about 

2000 10gs were used. An idea1 endcoating mixture for tbe purppose followillg specifica・

tions may be needed. 

1. 

2. 

To be e丘ective il1 preventing staill and rot fllngi. 

To be easily mixed and applﾍed. 

3. To be che渇Pland not to change its quality~ 

4. Not to be poisonous, not corrosive, wiぬout clisco1oring woocl. 

5. To be easily coagu1atable in a short time after being applied witbollt remoτa). 

6. To be water-proof. 

Wi七b these sp巴cifications in mincl, 24 kinds of mixtures suggested by tbe wl'iter 

wer白古ested， ancl two kinds of tbes巴 mixtu l'es ， ,,'bich a1'e No. 18 and No. 24 seemed to 

be most effective in preventing the entrance of fungi from the log encls by app1ying 

with a stiff brash on the l1ewly cut e口ds .

These e偽ctive mixtures we1'e named Kitajima's No. 18 and l{itajim乱'8 No. 24. 

Tbe cos七 of tbe fortoe1' was about 20 cell臼 per 1 m3 alld th日 1atter was about 14 cents 

pel' 1 m3• alld the formllla a1'喧 ruade "}) as follow~; with the proportions given by w巳ight.

Denatured Alcohol 26.0 

Rosin 4>2.0 

No. 18 Slaked Lime 4.0 

Aspest Powdet. 10.5 

Coal Tar Creosote 10.0 

69.0 

26.0 
)W∞ 
Pﾍne Pitch 

Slaked Lime 

No.24 

5.0 

Accordillg to my practical experimellt8 fol' two years with tbe mix七ures above 

melltiolled，もhe damage clue to tbe sap-staill was proved to be great1y l'educed by applyillg 

following treatments. 

If the winter-cl1も 10gs are sawed up before tbe beginnillg of June, tb日 log ends are 

no色目白氾ssari1y be coated with these rnÌxtures, but 凬 the 10gs need むo be left in tbe foresも

or yard untill tbe end of October, tbey should be coated with ぬe mixttlre N 0・ 24 by 

円炉
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means of a stilf brush dll1'ing Ma1'cb 01' April. The logs subjected to the treatm阻む will

be kept in good condition free from any stain, rno1d 01' 1'ot until1 the end of August 

01' the beginning of Septernber. The tests indicated that if ぬe rnixture N o. 18 is used 

dll1'ing this period the ha1'dened sll1'face cracks irregllraly and separates gradually frorn 

the coa七ed ends. 

F.or もbe sumrne1'-cut logs, it is very elfective to 乱，pply the rnixture No. 18 as soon 

as p1'acticable after the logs bave been cuも from the fallen t1'ees. Tbis rnixture will adbere 

tightly to the cuも surface of the logs as slow drying takes p1ace, even to tbe fre坦bly cuも

ends of fallen trees during surnrner time, thl1s the sapwood will not discolor. Aも tbe

treated ends witb this rni豆もure developed neither this stain no1' other discoloring no1' 

wood-1'otting fungi for tbree or fourrnontbs even ill tb日 season whell tbe natl1ral condition 

is tbe most favorable to the g1'owth of those species of fllngi above mentioned. 

If the rnixture No. 24 is applied during this season, the sapwood will often be 
stained in a dark color starting frorn the log ends by mi玄tllre its日lf.

According to tbe writers experiments lthe bark seems to be tbe most e民ctive to 

prevent 出自叩もrance of stain and wood-destroying fungi from the sides; for this 1'eason, 
it is no七 recommended tQ cu七 down Fagus crenαtαBlurne on J 111y when the bark is 

most easily separ乱ted.

Illustrations of the Plates. 

Plate 1. Showing tbe Fag'tls crenatαBlume logs beavily sap stained and considerable sapｭ

rotted by fungi during storage ill the yard 01' woods without anyend-coatings. 

A. Showing the badly attacked ends of the logs after just a year fallen in 

November, 1931. 

B. Ditto enlarged. 

C. Badlya幻tt凶acked log e飢叩nd by staning and de邸s品山tr可ring fungi 乱f仇ter 3 rnontbs Cllt 

in J l1ne, 1931. 

Plate II. 

A. Discolored 丘ooring汚 p 1'oducedlf1'om the infected logs. 

B. Cross section of an infected log 巴nd after 3 rnollths fallen in May, 1932. 

Showing a severe discoloration by Fj，ηdoconidiopli即α B1tnae Kitajima. 

C. Vertical section of discolor吋 sap wood of Fagus crenαtα Blume. Showing 

a deep b1'own hyphal growing in むhe ves~el. (x 570 E. Leitz) 

D. 01d hyphae of Endoconid'iopho1'a Bunae Kitajima producec1 on soy-agar. 

Showing the enormous c10ts developed on its sunaω. c x 570 E. Leitz) 
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Plate nr. 
人. Discoloration of the cu色 end of Flαgus crenata Blume by an artif�ial inoculation 

with 七he inoculum of Endoconidiophora Bunαe Kitajima. 

B. Young perithecia produced 011 soy-agar. (x 100 E. Leitz) 

C. Ditto Matured. (x 100 E. Leitz) 

D. Brisむles of the perithecia. (x 400 E. Leitz) 

E. Ascospore mass ejected out of a p巴rithecium. (x 100 E. Leitz) 

F. Ditto highly magnified. (x 570 E. Leitz) 

Plate IV. 

A. Fringe of cilia at the tip of the n白ck of a perithecium. (x 840 Service) 

B. Showing the young and old bris七les produc氾d on the wall of a perithecium. 

C. Ascospores highly magnified. (x 840 Service) 

D. Micro-endoconidia and ConiJlo phor日s produced on soy-agar. (x 1000 E. Leitz) 

E. Endoconidia. (x 1000 E. Leitz) 

P1ate V. 

A; Mycelium of Endoconid卲phom Bunαe Kit乱jima developed on soy-agar. 

B. Ditto somewhat matured. 
Plate Vr. 

Germination of conidia. 

A. Germination of endoconidia ﾍn 3 per cent soiutﾍon of Kepier mait extra瓜，

after 3 hours, at 26"C. (x 1000 E. Leitz) 

B. Ditto after 5 bours. 

C. Sbowing a somewhat developed mycelium from endocollidia. 

D. Macro.endoconidia and C'onidiophor・es produced on potato圃品gar・-

Plate VII. 

A. Mycelium of Endoc07刈iophorct Bl山xe Kiぬjima developed on potato・agar

plate cultul'e after 4 days, at 26'C. 

E. E品ct of Gallic tannin on tbe mycelial growth of the mentioned fungu8. 

(action of oxydyzing ferments) 

upper group 

10wer group 

2 タ6

0.25% 

1 _9,j 

0.1% 

0.5% 

0% 

C. Mycelial growth of Endocon減ophora Bunae Kitajima in a mixed cultur白 with

the otber fungi. 

(E. Bunae x E. Bunae, E. Bunae x Ceratostomeu，α 
upper group 1 sp. 

tE. B叩wιx Graphí，切n sp. 

"f'( 

~ . .r 
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(E. Bunae x Lenzites bet'ulinα， E.Bunae x Polystictus 

lowe1' g1'oup i hir澗tus.

~E. Bunae x Polystictus vel'siωlo1'. 

Plate VIII. 

Relation between tbe moisture contents of the wood of FlαgtlS cl'enatαBlume and 

the growth of EndocσnidiopTw1'a Bunae Kitajima. 

1. 12.33 pe1' cen七 ( 1. 22.63 pe1' c巴n七{1. 37.85 per cent 

2. 13.02 
" 

2. 23.73 
" 

2. 40.28 
" 

13.03 
" 

3. 25.90 
" 

3. 43.03 
" B C 

4. 13.11 4 27.03 
" 

4. 42.85 
" 

5. 13.63 5. 29.70 
" 

5. 43.14 
" 

6. 14.69 
" 

6. 31.99 
" 

6. 44.87 
" 

Plate IX. 

Expel'iments 011 the preventive method of discoloration of logs of FìαgU8 Cl・enαtα

Blume in woods. 

A. Winter storage exp巴riment. (January, 1932. Mutako national forest, the 

Gokal1 Minor Forest Office.) 

B. Summer storage 巴瓦periment. (May , 1932. Sigetomi national forest, The Gokan 

Minor Foresむ Office.)

C. 8ummer Storage experiment. (May, 1932, Minami-Temmadate nationa� forest, 

the Noheji Minor Forest 0升1ce.)

Plate X. 

Experiments on the preventive method of discoloration of logs of Fag"'us Cl・enatα

Blume in woods. 

A. Summer storage 巴xp61rime凶. (The right 3 logs were endcoated wiぬもhe

Kitajima's mixtur・e No. 18, and the leれ 2 logs were also endcoated except 

the heart wood wbere Schizophyll'um cωη.mune Fr. has grown.) 

B. Summer storage e玄P巴riment. (Showing the cut ends of untreat渇d logs beavily 

infected by Endoconidiophorα Bunae Kitajima. Note the dark discoloring by 

the development of nl1merous peritbeci乱・〉

C. 可iVinter s初rage experim日叫. (Sbowing the numerous cl'acks produced on the 

untreated cut surf乱ce during July.) 

Plate XI. 

Experiments on the preventive method of discoloration of logs of FagtlS aenatα 

Blume in woods. 

A. Tbe Kitajima mixture No. 18 was used in May, 1932. 
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1. Sawed in J uly. (entirely unstaÎn白d)

2. Sawed in August. (Ditto) 

B. Untreated. 

1. Sawed in July. (Showing somewhat discoloration from cut end.) 

2. Sawed in August. (Showing heavy discoloration on nearly all ov白r the 

sapwood.) 

Plate XII. 

Experimerits on tbe preventive method of discoloration of logs of FìαgU8 C'renatα 

Blume in wooc1s. 

A. Winter storage experimen七.

1. Fallen in February, untreated, and sawed in October. (Showing stainec1 

and destroied by fungi.) 

2. Fallen in Febr蜘・y， endcoated with the Kitajima's mixture No. 24 in April 

and s乱wed in October. (light stainec1) 

B. "Winter storage experiment. 

1. Fallen in J乱nuary， e吋coated with the Kitajima's mixture No.24 in April 

and sawed at the enc1 of S巴ptember. (Showing entirely unstaibed) 

2. Fallen in January, unt1'eated and sawed 乱t the end of Septernber. (8howｭ

ing heavily stained and rotted) 

C. Winter storage experiment. 

1. Fallen in February, endcoated with the Kitajima's mixture No. 24 and 

sawed at the beginlling of October. The bark of logs was kept ill good 

condition wi出ou七 removin2: from wood aも the lowe1' sic1e anc1 the sapwood o 

" 

of this side was lightly stained. On the contraly, tbe sapwood of upp位 、/.

side was heavily stained wbere the bark nearly came off. 

2. Fallen in February, the left side !vas e吋coated ¥l'itb tbe Kitajima's 

mixture No. 24 and tbe right side untreatec1, and sawed aももbe beginning of 

October. (Note the degree of discoloration of botb sides.) 

，曹
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